
 

はじめに 

 

杉並区では、区内の自然環境を定期的に調査し記録に留めるとともに、これか

らの施策や環境学習を実施する際の基礎資料として役立てることを目的として、

河川生物調査や自然環境調査を継続的に行っています。 

河川生物調査は、昭和５７年より４回にわたり実施し、その結果を公表してき

ました。今回の調査は第五次調査で、底生動物、付着藻類、魚類、水草の４項

目の定点調査を前回に引き続き行うとともに、新たに河川環境調査として河川

内の断面構造や植物相及び周辺環境の状況などを区内の河川全体で調べ、河川

環境の全体像を把握しました。 

杉並区では、「自然環境が保全され、さまざまな生き物が生息できるまちづく

り」を環境基本計画の５つの基本目標の一つに掲げています。それを実現する

ためには、善福寺川や神田川などに沿ったグリーンベルトを中心とした水とみ

どりを保全・創出し、連続させていくことが重要となります。その中で河川は

まさに、杉並区の自然環境の中核をなす場所であり、周辺も含めてみどりをふ

やすだけでなく、水辺の健全で豊かな生態系の質を向上させる意味で、生物の

多様性を高めることがこれからの大きな課題であると考えられます。 

本報告書は、安らぎとうるおいのある快適な生活環境の創造のため、河川環境

復元に係わる取り組みや環境学習等を推進する基礎資料として大いに活用され

ればと考えております。 
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Ⅰ 調査の概要 

1．調査の目的 

杉並区ではこれまで 4回にわたり，河川生物調査として底生動物，付着藻類，魚類，水草（沈水植物）

について同じ地点で調査を行い，河川生物相の状況と推移を把握してきた。この 4回の調査では目立って

大きな変化がなく，コンクリート護岸で生物相が貧弱な都市河川の特徴がいずれの河川でも見られた。し

かし，杉並区でも都市化される以前は自然豊かな水辺環境があったはずである。その状態を少しでも取り

戻すことが安らぎとうるおいのある快適な生活環境をつくることに繋がり，今後の施策の課題にもなると

考えられる。 

快適な生活環境としての河川環境は，河川に生息する生物だけでなく，その入れ物としての河川構造や

周辺の自然環境を含めた総合的な環境として把握することが必要である。そのためには，河川環境を周辺

環境も含めて横断的な関係や，河川が線上に連続した縦断的な関係としてとらえ，良好な河川環境や逆に

不良な河川環境などの実態を明らかにし，それをもとに改善の方向を示すことが重要である。また，回復

すべき目標として，かつての良好な河川環境の姿を明らかにしておくことも必要である 

本調査は，安らぎとうるおいのある快適な生活環境を創造していく上で重要な環境要素の一つである河

川環境を中心とする水辺環境について，定期的に調査しその変化を把握するとともに，河川構造や周辺環

境との関係から良不良の実態やその原因及び過去の良好な姿などを明らかにし，今後水辺環境復元などか

つての良好な水辺環境をとりもどすための施策検討や環境学習などを実施していく際の基礎資料として役

立てることを目的として行うものである。 

 

 

 



 －2－ 

2．調査の内容 

（1）調査の構成と内容 

調査結果をとりまとめた本報告書の構成と内容を図Ⅰ－1に示す。 

 

図Ⅰ-1 本報告書の構成と内容 

Ⅲ 調査の結果 

Ⅱ 調査地域の概況 

Ⅲ－2 河川環境調査 Ⅲ－1 定点の河川生物調査 

Ⅰ 調査の概要 

1．調査の目的 

・本調査（第五次河川生物調査）の目的を記

述 

2．調査の内容 

・本調査の調査項目，調査対象地，調査方法

の概要を記述 

2．河川周辺の土地利用の変遷 

・区内の特に河川周辺について，明治時代
から現在までの土地利用の変遷を整理 

3．河川の変遷 

・神田川水系における水害・河川改修の歴

史と，改修前の河川景観を整理 

4．河川の水質 

・水質の変遷を河川別に整理 

5．河川沿いにみられる植物 

・杉並区内の河川沿いおける植物の生育状
況を整理 

1． 杉並区の地形と水系 
・杉並区が位置する武蔵野台地の地形や，

杉並区と周辺の河川の流域や水源の概
況を整理 

6．河川に生息する動物 
 杉並区内の河川沿いおける動物の生息
状況を整理 

Ⅳ 河川の環境と生き物の現在と今後の課題 

本調査結果のまとめと，杉並区における今後の水辺環境復元の課題と方向性を検討 

1．現地調査の内容 

・調査時期・調査地点・調査項目・調

査方法を記述 

2．現地調査の結果 

・底生動物，付着藻類，魚類，水草の

現地調査結果より，出現種，地点別

の確認種とその特徴，生物からみた

水質判定，重要な生物の確認状況等

を整理 

1．河川環境の現況 

 河川の断面構造や植生状況及び周辺
環境の土地利用状況等の河川環境の
構成要素を整理 

 
2.河川環境による区間区分とその特徴 

・河川環境の特徴的な構成要素から川の

区間区分を行い，代表的な河川環境断

面模式図より特徴を整理 
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（2）現地調査の概要 

1）調査項目および調査対象地 

現地調査の項目を表Ⅰ-1に，定点の河川生物調査の調査地点を図Ⅰ－2に示す。河川環境調査は，区内

の河川全域を対象に実施した。 

 

表Ⅰ-1 現地調査の項目 

区分 定点の河川生物調査 河川環境調査

①底生動物 ①河川環境

②付着藻類 ②植物相

③魚類

④水草

項目

 

 

 図Ⅰ-2 定点の河川生物調査の調査地点位置図 
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2）調査方法 

各調査項目に対する調査方法の概要を表Ⅰ-2に示す。 

 

表Ⅰ-2 調査方法一覧表 

区分 項目 調査方法の概要 

定点の 

河川生物 

調査 

底生動物 定量調査は，調査地点の代表的な場所において，川底にサーバーネ

ットを置き，枠内の動物をネット内に流し込んで採取する。 

定性調査は，定量調査を行った以外の場所で，タモ網を用いて，底

泥をかくはんしたり，水草の根元をすくったりして，主として大型

の底生動物類を採取する。 

採取した試料は，ホルマリンで固定し持ち帰り，実体顕微鏡及び生

物顕微鏡で同定・計数を行う。 

付着藻類 定量調査は，調査地点の代表的な場所において，石等の付着基盤を

取り上げ，その表面に 5cm×5cmの枠をあて枠内に付着している藻類

を，ナイロンブラシを用いて削り落として採取する。 

定性調査は，枠の外側で採取し，同様に固定する。採取した試料は，

ホルマリンで固定し持ち帰り，顕微鏡で同定・計数を行う。 

珪藻類は熱処理をした後，プレイラックスで封入したプレパラート

を作成し，種を決定する。 

主要種の写真撮影（デジタルカメラ）を行う。 

 

魚類 調査地点周辺の魚類を投網・手網（底生動物と同じ）等を用いてで

きるだけ捕獲する。ニシキゴイは目視観察でも確認する。捕獲した

魚類は個体別に全長・体長・質重量を測定する。この測定は地点ご

と，同種 20個体を上限とする。奇形魚が見られたときには野帳に記

録する。全種の写真撮影（デジタルカメラ）を行う。不明種はホル

マリン固定標本を作製し保存する。 

 

水草 

（沈水植物） 

調査地点付近に生育している水草（沈水植物）を記録する。不明種

は採集して持ち帰り，種名を記録する。全種の写真撮影（デジタル

カメラ）を行う。 

 

河川環境 

調査 

河川環境 区内の妙正寺川・善福寺川・神田川を踏査し，河川内の形態や植生，

隣接区域の植生や土地利用などを確認し，動植物の生息・生育環境

からみた河川環境の類型区分を行う。各河川の類型区分された区域

の代表的な場所において，自然環境の要素を網羅した断面模式図を

作成する。類型区分は基本的に橋を境界とする。 

 

植物相 区内の妙正寺川・善福寺川・神田川で，河川区域内の構造や植生の

多少などを考慮して調査区域を区分し，区間ごとに植物相を調査す

る。 
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Ⅱ 調査地域の概況 
 

1．杉並区の地形と水系 

（1）杉並区の位置および地形概況 

1）位置 

杉並区は関東地方の南部，東京都 23区の西部に位置し（北緯 35度 39～44分，東経 139度 35～41分），

北は練馬区，東は中野区と渋谷区，南は世田谷区，西は武蔵野市と三鷹市に接している。東西 7,508ｍ，

南北 7,159ｍに広がり，34.02km2の面積をもつ。 

 

2）武蔵野台地の地形 

杉並区は，東京都中央部の大部分を占める武蔵野台地上にある（図Ⅱ-1）。武蔵野台地は厚いローム層に

覆われた洪積台地で，北西を入間川，北東を荒川，南を多摩川の各低地に囲まれており，東京都を中心に

埼玉県西南部にまで広がっている。 

 

 

 

図Ⅱ-1 東京都の地形区分 国土庁土地局・東京都（1976）より 
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多摩川により形成された扇状地

である武蔵野台地は，東京都青梅

市付近に扇頂をもち，東へむかっ

て緩やかに傾斜している（図Ⅱ-2）。 

武蔵野台地上にある杉並区の地

形はほぼ平坦で，海抜は西部が約

50ｍ，東部は約 40ｍ，河川の谷底

低地では東部で 30ｍ台である（図

Ⅱ-3）。 

 

3）杉並区の地形の特徴 

杉並区には，北から妙正寺川，

善福寺川，神田川がそれぞれ西か

ら東に向かって流れ，台地上に浅

い低地が入り込んだ地形となって

いる（図Ⅱ-3）。 

しかし現在の東京都区部におい

ては，住宅用地などにより河川の

すぐ水際まで土が盛られ，もとも

とあった地形の凹凸は平坦化され，

台地と谷底低地との境界を地形図

より読み取ることは難しくなって

いる。 

 

4）土地条件図から読み取る杉並区

の地形 

国土地理院発行の土地条件図を

もとに作成した図（図Ⅱ-4）をみ

ると，杉並区内は台地中位面が広

く覆い，河川沿いには｢盛土地（人

工地形）｣となっている。この盛土

地がかつての谷底低地である。現在は地下に埋められた妙正寺川の最上流部（上井草・下井草）や神田川

支流の桃園川（天沼・阿佐ヶ谷・高円寺）の谷底低地も同様に盛土地として示されている。河川沿いの盛

土地から，かつての谷底低地は，今の環状八号線より西側の上流部で幅 50ｍ～100ｍ，これより東側の中

流部で 100ｍ前後，広いところで 200ｍほどであったことがうかがえる。 

台地中位面と盛土地の間には，所により｢平坦地化（人工地形）｣が示され，また同様に一部には｢直線型

斜面｣が示されている。これらはかつて台地面と谷底低地との境界をなした斜面であったと考えられる。 

また現在の盛土地と繋がって，幅 50ｍ～100ｍほどの｢凹地・浅い谷｣が伸びている。この土地の中には，

河川の小支流の谷底低地も含まれている（後述の｢2．河川周辺の土地利用の変遷（p.12～）｣参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-2 武蔵野台地周辺の地形区分 

（杉並区 1982より） 

 

図Ⅱ-3 杉並区の地形 

（杉並区 1982より） 
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（2）区内河川および周辺河川の流域や水源の概況 

1） 神田川水系 

杉並区を流れる河川には，荒川水系に属する自然河川である妙正寺川・善福寺川・神田川と，人工水路

である玉川上水がある。また表流水が見えない暗渠には，妙正寺池付近で妙正寺川に注ぐ井草川と，中野

区内で神田川に注ぐ桃園川がある。玉川上水の下流川も暗渠となっている（図Ⅱ-5）。 

図Ⅱ-6に示すように，杉並区を流れるこれらの河川はいずれも，杉並区よりも下流で順次合流し，ほぼ

西から東へ流れながらやがて神田川 1本となった後，日本橋川を分岐してともに隅田川に合流する。表Ⅱ

-1に神田川流域の河川一覧を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-6 神田川流域の河川図 

図Ⅱ-5 杉並区の河川（杉並区，1989より） 

表Ⅱ-1 神田川流域の河川一覧 

（資料：東京都第三建設事務所，2003より） 

河川法区分 河川名
延長
km

神田川 24.6

善福寺川 10.5

妙正寺川 9.7

江古田川 1.6

日本橋川 4.8

亀島川 1.1

神田川水系 52.3

一級河川
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2） 台地を水源とする河川の特徴 

武蔵野台地のほぼ 50ｍの等高線上には，東京都の三大湧水地である井の頭池（三鷹市），善福寺池（杉

並区），および三宝寺池（練馬区）が並び，それぞれ神田川，善福寺川，石神井川の水源となっている。 

このほか都内で武蔵野台地に水源をもつ河川は，荒川水系の新河岸川へ注ぐ黒目川（水源は東久留米市

内，以下同じ）や白子川（練馬区），神田川よりも上流で隅田川に注ぐ石神井川（小金井市）がある。また，

奥多摩の山地を主な水源とする多摩川の支流にも，残堀川（瑞穂町），野川（国分寺市），などのように武

蔵野台地に水源をもつものが数多くある（図Ⅱ-7）。 

台地に水源をもつこれらの河川は，いずれも武蔵野台地の表面を覆うローム層の下層にあたる｢武蔵野礫

層｣の中を通る地下水が，地表に現れることによって生まれている。武蔵野礫層中を流れる地下水は，段丘

崖の崖線では崖から染み出して流れ出し，また台地面においては表層のローム層の下の礫層から湧き出て

池をつくり，そこから川となって流れ出している。 

 

 

    

図Ⅱ-7 東京都の河川と湧水（東京都 2000より） 

 

 



 －10－ 

（3） 杉並区の河川と池 

■神田川 

西に隣接する三鷹市に湧出する井の頭池を源とし，区の南部を流れ，善福寺川と桃園川（暗渠）を合わ

せた後，新宿区内で妙正寺川と合流して東へ流れ，文京区と千代田区境の水道橋駅付近で日本橋川を分け，

中央区と台東区の区境の柳橋付近で隅田川に注いでいる。水源地である井の頭池の標高は約 50ｍ，区内の

標高は 45ｍ強～30ｍ弱である。延長 24.6km，流域面積 100.6km2，都内を流れる中小河川の中では最大の

川である。高井戸の佃橋下では玉川上水の水が放流されている。 

かつては東京最古の上水道で神田上水と呼ばれ，17 世紀初めの江戸時代に開設されて以来，明治 34 年

（1901年）まで飲用に使用されていた。 

【井の頭池】 

武蔵野の湧水池の一つで，神田川の水源である井の頭池（三鷹市）は，池の中に 7つの湧水口があった

ことから，｢七井の池｣とも呼ばれていた。現在の井の頭池は，井の頭恩賜公園の東半分を占め，形状は二

股に分かれたＹ字形で，池畔を含めて約 148，700㎡の広さがある。 

戦前までは，池の周囲にはスギの大木が茂り，池の中には所々にヨシが群生し，ヒシも多く水鳥が集っ

たという（坂田 1987）。 

【桃園川】 

区内中北部にある弁天池の湧水を源とし，千川上水や善福寺川から水を引いて水量を補いながら区の北

部を東へ流れ，中野区東部で神田川と合流する。かつては農業用水として利用されていたが，1967年に周

辺に下水道が整備されたことにより，地下に埋め立てられ暗渠となった。現在地上は桃園川緑道となって

いる。 

■善福寺川 

区内北西部の上井草，善福寺池に源を発し，区のほぼ中央部を蛇行しながら東へ流れ，中野区との区境

付近で神田川に合流する。区内の標高は，45ｍ（善福寺池）から 30ｍである。延長 10.5km，流域 18.3 km2

である。善福寺池からの放出量は近年わずかであるため，平成元年から最上流部にて千川上水の水が放流

され，水量の確保が図られている（杉並区 2003）。 

神田川と同様，昔は上水として利用されていた。 

【善福寺池】 

善福寺川の源で，かつての神田上水の補助水源でもあった。湧水量が多く，武蔵野三大湧水池のひとつ

として知られていた。上池と下池に分かれ，両方で約 37,000㎡の広さがある。上池は二つの中島をもつ広

い池で，池のほとりにヤナギの大木が植えられている。下池は上池に比べてやや小さく，池の半分近くを

ヨシなどの水生植物が覆い，周囲は樹林に囲まれている。 

【和田堀池】 

和田堀周辺はもともと谷底低地にあり地盤が低く，善福寺川の氾濫などで自然に池ができるような地形

であったが，昭和 30年代の中ごろ，河川改修を行った際に人工の池を造り，公園として整備された（東京

都 1986）。 

■妙正寺川 

区内の妙正寺池を源として東へ流れ，中野区北部で江古田川を合わせてから，高田馬場付近で神田川に

合流する。延長 9.7km，流域 21.4 km2である。区内での標高は，45ｍ（妙正寺池）から 40ｍ。かつては区

内西端の上井草を源として妙正寺池付近で合流する支流があり井草川と呼ばれていたが，現在は住宅地と
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なっている。 

流量は少なく，雨量の多い時期には湧水も確認されるが，平常時は川の流量を増加させるほどの湧水量

はない。平成 7年から，中野処理場からの下水処理水が放流され，新宿区内では落合処理場の下水処理水

も流入して水量を増している（杉並区 2003）。 

【妙正寺池】 

妙正寺川の水源であり，かつては湧水の量も豊富であったが，今日では自然に湧き出る湧水は減少し，

池の水源には井戸からの汲み上げ水が利用されている（東京また旅 2002）。 
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2．河川周辺の土地利用の変遷 

（1）区内の土地利用の変遷 

1）区内の土地利用変遷の概要 

明治中期以降からの杉並区内の土地利

用の変遷を図Ⅱ-8に示す。杉並区の土地

利用が，台地上の畑地を中心とした農村

的土地利用から，市街地が次第に拡大し

て都市的土地利用へと変遷してきたこと

がわかる。 

明治の中ごろには，台地の平坦地には

畑や樹林，河川沿いには水田が広がり，

集落は街道沿いを中心に帯状に分布また

は点在していた。 

大正から昭和初期には，交通網が発達

し，国鉄（現在のＪＲ）中央線沿いに市

街地が発達し，台地上の畑地や樹林が減

少したが，河川沿いには水田が残り，南

部では台地上の畑や草地を中心に樹林地

や河川沿いの水田が互いに接して緑地と

してのまとまりをもち，農村的土地利用

がまだ広く残されていた。 

昭和後期には，既に区内全域に市街地

が広がるとともに，河川の際まで市街地

化が進み，水田や低地の湿地が消失する

と同時に河川改修が進んだ。台地上の畑

地や樹林の大部分は消失し，公園，社寺

林，屋敷林，企業グラウンドなどの緑地

が点在する状況となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-8 杉並区の土地利用の変遷 

杉並区（1998）より 
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2）近年の区内緑被率の変化 

地球観測衛星ランドサット情報の解析による緑被率（樹林，樹木，草地，芝地，農地といった緑に土地

が被われている割合で水域は含まない）の推移をみると，多摩部や区部では，近年の緑の減少は昭和 45

年～平成元年頃に比べて鈍化しているのに対し，杉並区では平成 9年にかけて顕著な減少が続いていたが，

最近の平成 14年にはわずかに増加がみられた（図Ⅱ-9）。 

杉並区における緑被率の経年変化の詳細を図Ⅱ-10に示す。杉並区における緑被率は，昭和 38年の 36.96％

から 34年間減少を続け，平成 9年には 17.59％まで半減した。最近の平成 14年の調査では減少が止まり，

20.91％へと増加がみられた。この内訳は樹林地（樹木被覆地）の増加によるもので，農地や草地の面積は

依然として減少が続いている。 
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図Ⅱ-10 緑被率の経年変化とその内訳 資料：杉並区（1998）・杉並区（2004） 
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図Ⅱ-9 東京都および杉並区の緑被率の推移 資料：東京都（2000）・杉並区（2001） 
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（2）河川周辺の土地利用の変遷 

① 明治中頃の河川周辺の土地利用 

明治 13年の地形図をもとに，当時の土地利用状況を図Ⅱ-11に示した。 

現在杉並区を流れる河川沿いには谷底低地が広がり水田として耕作され，耕作されていない場所はオギ

やヨシなどによる湿生草原が広がっていたと考えられる。現在は地下水路となっている妙正寺川の最上流

部や，阿佐ヶ谷付近の桃園川も同様である。 

一方，谷底平野に挟まれた台地の中ほどをみると，現在の区西部ではやや広い畑地（または草地）が中

心に広がり，畑地を挟む道沿いの一方には集落が並び，もう一方にコナラを中心とする樹林地が帯のよう

に広がっていた。また現在の区東部では，妙正寺川，桃園川，善福寺川，神田川といった多くの河川に挟

まれた台地面は西部よりもやや狭く，また河川の蛇行が大きいために，西部に比べると畑地や樹林の土地

区画が細かく不揃いで，畑地と樹林とがモザイク状に分布していた。 

民家は谷底平野に沿った台地の上にもみられるが，まとまった集落は谷底平野からはやや離れた台地中

ほどを走る街道筋などを中心にみられた。 

河川沿いの谷底低地と台地面との境界部の斜面などの土地利用をみると，いずれの河川も，所々に谷底

低地に沿った帯状のコナラ林の分布がみられるとともに，直接畑地（または草地）が谷底低地に接してい

る部分もあった。谷底低地沿いの樹林地の分布状況は，河川ごとにそれぞれ異なるが，河川の蛇行部でコ

ナラ林と谷底低地とが隣接していることは概ね共通している。 

■神田川 

神田川の上流部は細い谷底平野に沿ってやや幅の広い樹林が分布している。このような広い樹林は他の

河川ではみられない。この樹林の外側の台地面に広い畑地が広がっていた。 

下流部では他の河川と同様に，蛇行部分で帯状の樹林地が谷底平野に沿うことが多く，またところによ

り畑地が直接接する場所もあった。 

■善福寺川 

水源地の善福寺池の周囲は他の河川と異なり，畑地または草地であった。右岸では，善福寺池のすぐ下

流部から長い帯状の樹林が谷底平野に沿って分布し，その外側には畑地や草地が広がっていた。対岸の左

岸ではこのような樹林はみられず，谷底平野の外側の台地面には畑地や草地が広がっていた。 

蛇行が大きな下流部では，神田川などと同様に谷底平野に沿った細長いコナラ林がみられ，その外側の

台地面でも畑地や草地とともにコナラ林が分布していた。 

■桃園川 

水源地には大きな池はなく，妙正寺川と同様に水源地付近はコナラ林に囲まれていた。これより下流部

は，他の河川と同様に所々でコナラ林が谷底平野に沿って分布し，その外側に畑地や草地と樹林地が広が

っていたが，谷底平野と樹林地との間に畑地や草地を挟む場所もやや多くみられる。 

■妙正寺川 

妙正寺川では，当時の最上流部の水源地周辺は斜面樹林に取り囲まれているが，そこから妙正寺池のや

や下流部までは，畑地や草地と隣接している場所もある。さらに下流部では所々で谷底平野に沿った細長

いコナラ林が分布している。 
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② 現在の河川周辺の土地利用 

現在の土地利用については，現存植生図（奥富ら 1998）の凡例をまとめて土地利用状況図を作成した（図

Ⅱ-12）。 

現在の杉並区は，著しい市街地化により建造物や道路などの構造物が区域の大半を占めている。かつて

河川に沿って伸びていた谷底平野も埋め立てて，台地と同じく市街地となっている。 

かつて広がっていた畑地や樹林地などの緑地にかわり，現在の杉並区内の緑地の中心は｢樹群を伴った公

園等｣であり，これは地形を問わず区内にまんべんなく点在している。これらの樹林の多くは，土地改変や

河川改修の後に，新しく植栽されたものが多い。 

これとは別に，古くから民家の周囲にあった屋敷林が今も残るものとして，自然植生のシラカシ－ケヤ

キ屋敷林が区の北部の台地を中心に点在する。同じく自然植生のシラカシ林が，善福寺川に沿って残存し

ている（善福寺川緑地の右岸の一部，大宮八幡，和田堀公園自然観察の森）。これらの樹林は，現在善福寺

川沿いにある善福寺下池南側の樹林，善福寺川緑地の一部，和田堀公園の一部などにみられる二次林や｢樹

群を伴った公園等｣の樹林とともに，かつて台地の縁に分布していたコナラ林などの樹林に由来するものと

考えられる。また同様に，かつてのコナラ林に由来すると思われる公園等の樹群には，妙正寺池の南側の

樹群，神田川右岸の台地上にあるややまとまった樹群，三井グラウンド付近にある樹群や二次林，浴風園

の二次林などが挙げられる。 
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図Ⅱ-12 現在の土地利用状況図 東京都（1998）より作成 

図Ⅱ-11 明治中期の土地利用状況図 日本地図センター（1996より作成） 
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3．河川の変遷 

（1）神田川の歴史 

中世以降の神田川の歴史については，坂田（1987）による図書『江戸東京の神田川』（論創社）に詳しく

述べられている。この文献から，戦前までの神田川の歴史について略述する。 

今の神田川・日本橋川は，中世鎌倉時代のころには平川と呼ばれ，その上流は古川と呼ばれていた。中

世のころから平川は井の頭池を水源とし，現在の妙正寺川や善福寺川を合流して，今の皇居前広場を中心

に日比谷公園から新橋方面にかけて広がっていた日比谷入江と呼ばれる遠浅の入り江に注いでいたと考え

られている。 

その後，戦国時代の太田道灌の時代から徳川家の江戸時代にかけて，平川下流の流路はその水運のため

の輸送路として利用されていた。また水害対策のために改修整備され，現在のように御茶ノ水の本郷台地

を削って隅田川に注ぐ流路が形成された。 

一方，神田川の上流部は，江戸時代に神田上水として整備された。神田上水の完成は，三代将軍家光の

時代，寛永 6年（1629年）といわれている。この時代，江戸の中心となる下町は埋立地が多く，井戸を掘

っても飲用に適さないため，上水を通すことが街づくりの急務であった。神田上水は，井の頭池と善福寺

池とを水源とし，ここから野方堀と呼ばれる開渠の掘割によって市街地の近くまで導かれ，主に石樋によ

って地下を通り，道筋に沿って武家屋敷や町屋へ引き込まれ，溜桝から汲み上げられ使用されていた。井

の頭池と善福寺池を水源として，その後も上水に用いる水を取り入れるための堰（関口大洗堰）や，上水

の水を対岸へ渡すための懸樋（御茶ノ水懸樋など）なども整備された。神田上水は，明治時代，東京の近

代水道が完成したことによりその役目を終え，明治 34年に同じく江戸時代に整備された玉川上水とともに

廃止された。 

 

（2）神田川流域の近年の主要な水害 

近代における流域の都市化に伴う田畑の減少は，保水・遊水機能の低下，雨水の河川への到達時間短縮，

これによる高水流量の増加をもたらし，神田川流域の水害は頻度・被害ともに増大した（東京都第三建設

事務所 2003）。 

神田川の水害が表面化しだしたのは，昭和 33年 9月 26日の狩野川台風による豪雨の時からである。こ

のときの豪雨では，東京の下町低地だけでなく，武蔵野台地も中小河川の洪水と窪地での冠水により相当

の被害をこうむった（表Ⅱ-2，表Ⅱ-3）。神田川において，昭和 33年以前では多少の雨量では洪水などな

かった所が，1時間 30mm（30mm/h）程度の集中豪雨に耐えられない状態となっていた（坂田 1987）。 

昭和 50年代前半からは，神田川水系において毎年のように水害が発生し，最近でも，昭和 60年 7月，

平成元年 8月の集中豪雨，平成 3年 9月，同 5年 8月の台風は，神田川沿いを中心に多数の浸水被害をも

たらした（表Ⅱ-4）。 
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表Ⅱ-3 神田川流域における 2大台風による被害（東京都第三建設事務所，2003より） 

総降雨量
時間最大
降雨量

新宿区 中野区 杉並区 計

444.1mm
浸水面積

（ha）
70 191 646 907 21,103

（S.33年９月
22～27日）

浸水個数
（戸）

6,207 6,761 10,168 23,136 464,030

235.0mm
浸水面積

（ha）
62 52 214 328 8,762

（S.41年６月
27～28日）

浸水個数
（戸）

1,773 1,035 2,112 4,920 102,896

都内全域
浸水被害

30.0mm

76.0mm

第四号台風

狩野川台風

区分災害種別

降雨記録 水害状況

 

 

 

表Ⅱ-4 神田川流域の水害状況（昭和 53年～平成 13年）（東京都第三建設事務所 2003より） 

時間最大
雨量（mm）

観測所

昭和53 4月6日 集中豪雨 120.0 2,743 62.0 100.0 中新井
54 3月24日 集中豪雨 2.3 199 35.0 72.0 新宿

5月15日 集中豪雨 62.4 1,544 39.0 114.0 善福寺川
55 8月15日 集中豪雨 1.1 184 20.0 20.0 豊島
56 7月22日 集中豪雨 188.7 5,697 75.0 80.0 新宿

10月22日 台風24号 214.5 4,939 40.0 187.0 新宿
57 6月20日 集中豪雨 90.6 1,080 38.0 42.0 新宿

9月12日 台風18号 290.1 6,193 56.0 167.0 久我山
11月30日 集中豪雨 120.0 2,239 50.0 82.0 新宿

58 6月10日 集中豪雨 107.1 2,474 29.0 30.0 豊島
60 7月14日 集中豪雨 70.7 1,458 62.0 65.0 久我山
62 7月25日 集中豪雨 41.4 1,875 73.0 81.0 中野

7月31日 集中豪雨 42.2 1,357 60.0 60.0 豊島
平成元 8月1日 集中豪雨 85.3 2,648 70.0 280.0 中野

8月10日 集中豪雨 17.5 442 80.0 87.0 久我山
3 9月16日 台風18号 28.5 1,067 44.0 237.0 新宿
5 8月27日 台風11号 131.6 4,658 47.0 267.0 弥生町

月日年 日雨量
（mm）

降雨記録浸水棟数
（棟：床下
＋床上）

浸水面積
（ha）

災害名

 

 

表Ⅱ-2 各河川流域における狩野川台風による被害（データ：杉並区，1982より） 

河川
浸水面積

（ha）
浸水戸数

（戸）

神田川 310 11,372

妙正寺川 230 4,400

善福寺川 140 1,440
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（3）神田川水系における近年の河川改修事業 

近代における神田川の氾濫への対策は，最初に昭和 4年から 14年にかけて，下流域の船河原橋から中野

寿橋に至る延長 9.6kmが改修され，一応の治水水準に達していたが，流域の宅地化が進むにつれ，以後も

氾濫を繰り返していた。 

戦前の改修部に引き続き，戦後は昭和 25年に善福寺川，同 34年に神田川，妙正寺川の整備が本格的に

再開された。 

神田川をはじめとする東京の中小河川の水害を防ぐために，昭和 38年の集中豪雨のあとの，東京都によ

る同 39年｢中小河川改修緊急３カ年整備計画（39～41年度）｣，さらに同 41年の台風 4号による山の手台

地を含めた三多摩地域の大被害のあとの，同 42年｢中小河川緊急整備５カ年計画（42～46年度）｣，同 52

年｢中小河川水害緊急整備計画（52～54 年度）｣を経て，杉並区・中野区・新宿区における 30mm/h 改修工

事（1時間 30mmの集中豪雨に対処しうる河川整備）は同 53年までに完了した（坂田 1987，東京都第三建

設事務所 2003）。 

現在は，50mm/hの集中豪雨に対処しうる改修工事が進行中である（図Ⅱ-13）。 

■神田川 

明治 34 年（1901 年）に神田上水が廃止されて以後は，次第に排水路と化し，また毎年のように大雨時

の氾濫による被害をもたらしたことから，東京府は昭和 4年から 14年までに，下流の船河原橋から中野寿

橋にかけての延長 9.6kmを改修した。 

戦後は，生活基盤の建て直しによる財政難から上流の改修工事は進まなかったが，昭和 33年の狩野川台

風の大水害を契機に本格的な改修工事（30mm/h）が始められ，昭和 53年度に完了した。 

■善福寺川 

戦前は，昭和 7年（1932年）から同 12年（1975年）にかけて，神田川との合流点から四村橋に至る約

3.2kmを改修した。 

戦後は昭和 33年の狩野川台風を契機に 30mm/h改修工事が再開され，昭和 50年度に完成した。 

50mm/h改修工事については，神田川本川や神田川・環状七号線地下調節池（後述）の進捗に合わせて実

施する予定がある。和田堀公園内には，下流域の水害軽減策として掘込式調節池 3ヵ所が設置され，杉並

区により管理されている。 

■妙正寺川 

戦前は，昭和 9年（1934年）から改修工事が始められ，同 22年（1947年）までに和田堀橋下まで約 1km

が改修された。戦後は昭和 25年に 30mm/h改修工事が再開され，同 45年（1970年）に完成した。 

50mm/h改修工事では，妙正寺川第一調節池（杉並区：昭和 59～61年度），同第二調節池（昭和 63～平成

7年），および落合および上高田調節池（新宿区：昭和 62～平成 10年度）が完成している。また本川改修

は，これらの調節池群との組み合わせにより進められており，これより上流部の下田橋～大北橋間（杉並

区：平成 8年度～），さらに上流の大北橋～三谷橋間（杉並区：平成 3年度～），水車橋上流～下田橋間（杉

並区）で護岸工事が進行中である。 
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■神田川・環状七号線地下調節池 

主に善福寺川合流付近より下流部の水害の早期軽減を目的に，環状七号線の地下設置するよう計画され，

第一期事業は，杉並区梅里一丁目から和泉四丁目までの間約 2km について最大貯留量 240，000ｍ3の調節

池のための路面下トンネルが完成し（昭和 63～平成 6年度），神田川からの取水は平成 9年度より開始さ

れている。 

また第二期事業は，中野区野方五丁目から杉並区梅里一丁目の間約 2.5km，最大貯留量は 300,000ｍ3で，

現在工事が進行中である。
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（4） 改修前の河川景観 

区内を流れる神田川，善福寺川，妙正

寺川は，いずれも川底が深く掘り下げら

れ，川岸までコンクリートで覆われた垂

直護岸が多くを占めている。これらの護

岸は戦後の河川改修によって整備された

ものであり，それより前の昭和の前期ま

では，明治時代や大正時代の頃からあま

り変わらない河川風景が広がっていた。 

昭和初期以前の河川環境を，区内の小

学校の記念誌に寄せられた記事や写真か

ら読み取ると，｢神田川は，田んぼの中を

しずかに流れていました。｣，｢神田川の

両側はたんぼで･･･｣（高井戸第二小学校

創立 80 周年記念文集編集委員会 1982），

｢わたしたちの学校（井萩小学校）のたて

られたこの場所はもと井萩三丁目で，は

たけといっても，むかしの人たちがのど

をうるおしたと思われる，清水のわきで

るじめじめしたところでした。この沼地

には，三メートルものヨシが一面にはえ

ていました。｣（杉並区立井萩小学校 

1973）などという記述から，河川の周辺

には台地よりもやや低い土地が広がり水

田が耕され，また水田に利用されていな

い場所にはオギ，ヨシ，セリなどの湿生

植物が多く生育していたことが伺える。 

川岸は，土が水面から 1～2ｍほどの低

い崖状に垂直に切り立っている場所や，

ややなだらかな斜面が水面までずっと草

本に被われている場所などがあり，ホタ

ルが飛び交い，川の中には，コイ，フナ，

ハヤ，ウナギ，ナマズ，ドジョウ，タナ

ゴ，メダカなどが多く生息していた（杉

並区立高井戸小学校百周年記念誌編集委

員会 1975，高井戸第二小学校創立 80 周

年記念文集編集委員会 1982，杉並区立浜

田山小学校創立 40 周年記念誌編集委員

会 1993）。 

 

写真Ⅱ-3 昭和 40年の神田川の護岸工事の状況 

 
写真Ⅱ-2 昭和 33年の高井戸駅近くの神田川 

（撮影：大西路男氏） 

 

写真Ⅱ-1 昭和 25年頃の鎌倉橋付近の神田川 
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戦後の復興，および高度経済成長期の

急速な都市化により，昭和の中ごろには

河川周辺の低地にも客土が盛られ，すぐ

川際まで建物が建てられたが，川岸には

緑が残されていた。30mm/h改修工事の完

成により，区内の河川の大部分はコンク

リートの護岸の間を流れる都市の水路

と化し現在に至っている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

写真Ⅱ-5 西田端橋付近の善福寺川（左：昭和 29年・右：平成 16年） 

 

写真Ⅱ-4 昔の善福寺川 

（場所・撮影年不明，撮影：井上恒正氏） 
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4．河川の水質 

（1） 水質の変遷 

東京都内の多くの河川がそうであるよう

に，杉並区内の河川においても，1960 年代

頃の高度成長期に水質が著しく悪化したが，

下水道の整備などにより改善した（図Ⅱ

-14）。水質汚濁の目安となるＢＯＤ（生物

化学的酸素要求量：微生物が有機物を分解

する時に消費する酸素量。汚濁の目安とな

る）の環境基準の達成率は，都内河川では

1997年以降は約80％で横ばいの状況であっ

たが，2002年には過去最高の 89％となった

（図Ⅱ-15）。 

杉並区では，平成 4年（1992 年）より年

4回（5月，9月，11月，2月），区内の河川

5 ヵ所においてＢＯＤやＤＯ等 19項目につ

いて水質調査が行われている（図Ⅱ-16）。 

杉並区内を流れる河川では，神田川に水

質環境基準（生活環境の保全に関する環境

基準）の水域類型指定があり，平成 9 年度

（1997 年度）に Dから Cへ変更され，環境

基準値は 1 ランク厳しいものとなっている

が（表Ⅱ-5），改正以降も区内の神田川では，

この環境基準に概ね適合している。 

杉並区内には大規模工場は少なく，現在，

河川の主な汚濁原因は降雨時の下水の流入であり，とくに短期間に激しい雨が降ると水が溢れたり，

合流式下水道からのオーバーフローによって汚濁物質の一部が合流したりして，一時的に水質が悪化

することもある（杉並区 2002，杉並区 2003）。 

（2） 河川別の水質 

杉並区（2003）によれば，最近の区内河川の水質状況は以下に示すとおりである。調査地点を図Ⅱ

-16に示す。 

■神田川 

杉並区（2003）によれば，ＢＯＤをはじめほとんどの項目で良好な水質となっていることが報告さ

れている。水質の環境基準（生活環境項目）では指定されている水域類型（C）の環境基準にも概ね

適合している（図Ⅱ-17）。 

ただし，玉川上水が流入しているため，これより下流の乙女橋では下水処理水の影響を受け，リン，

窒素，塩化物イオンの値が高くなっている。 

 

図Ⅱ-14 杉並区内乙女橋（神田川）におけるＢＯＤの経

年変化   杉並区（2003）より 

 

図Ⅱ-15 都内河川の環境基準適合割合（ＢＯＤ）の推移 

東京都（2002）より 



 －25－ 

また玉川上水から泥が多量に流入しているため，川底に微細な泥が沈積し，乙女橋付近などでは天

候や魚の活動の影響を受けてＳＳ（浮遊有機物）の値が高くなることもある。 

■善福寺川 

水質は概ね良好な状態が続いている（図Ⅱ-18）。 

上流部では水量が不足しているが，善福寺下池の池尻付近から千川上水の放流水が流入し，その地

点より下流では水量は改善されている。 

美濃山橋付近では千川上水からの放流水の影響を受け，リン，塩化物イオン，ＳＳの値が高くなっ

ているが，湧水の流入などにより，中流部より下流では水質は良好な状態に改善されている。 

■妙正寺川 

水源である妙正寺池からの放流水量が少なく，また湧水も少ないため，区内の流水量は少ない。 

水質は概ね良好であるが，ｐＨは高くアルカリ性を示した（図Ⅱ-19）。他の 2河川と異なり，区内

では下水処理水が放流されていないため，リン，窒素等は低い値となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-16 水質調査の実施地点 杉並区（2004）より 
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表Ⅱ-5 河川の水質汚濁に係る環境基準（生活環境の保全に関する環境基準） 

（環境庁告示第 59号抜粋） 

基準値

水素イオン
濃度
（ph）

生物化学
酸素要求
（BOD）

浮遊物質量

（SS）

溶存酸素量

（DO）

大腸菌群数

AA
水道１級/自然環境
保全及びA以下の欄
に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

１mg/l
以下

25mg/l
以下

7.5mg/l
以上

50MPN/
100ml以下

A
水道2級/水産1級/
水浴及びB以下の欄
に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

２mg/l
以下

25mg/l
以下

7.5mg/l
以上

1,000MPN/
100ml以下

B
水道3級/水産2級及
びC以下の欄に掲げ
るもの

6.5以上
8.5以下

３mg/l
以下

25mg/l
以下

５mg/l
以上

5,000MPN/
100ml以下

C
水産3級/工業用水1
級及びD以下の欄に
掲げるもの

6.5以上
8.5以下

５mg/l
以下

50mg/l
以下

５mg/l
以上

－

D
工業用水2級/農業用
水及びEの欄に掲げ
るもの

6.0以上
8.5以下

８mg/l
以下

100mg/l
以下

２mg/l
以上

－

E
工業用水3級/環境保
全

6.0以上
8.5以下

10mg/l
以下

ごみ等の浮遊
が認められな
いこと

２mg/l
以上

－

（注） 1.基準値は日平均値
2.利用目的の適用性
　　(1)自然環境保全：自然探勝等の環境保全
　　(2)水道1級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　　  水道2級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの
　　　  水道3級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
　　(3)水産1級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の
　　　　　　　　　 水産生物用
　　　　水産2級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産3級の水産生物用
　　　　水産3級：コイ、フナ等、β-中腐水性水域の水産生物用
　　(4)工業用水1級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの
　　　　工業用水2級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの
　　　　工業用水3級：特殊の浄水操作を行うもの
　　(5)環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む）において不快感を感じない程度

類型
利用目的の

適応性

 

 



 －27－ 

神田川のＢＯＤの経年変化
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図Ⅱ-17 区内神田川の水質調査地点におけるＢＯＤの変化 杉並区（2003）をもとに作成 

 

善福寺川のＢＯＤの経年変化
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図Ⅱ-18 区内善福寺川の水質調査地点におけるＢＯＤの変化 杉並区（2003）をもとに作成 
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図Ⅱ-19 区内妙正寺川の水質調査地点におけるＢＯＤの変化 杉並区（2003）をもとに作成 
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記号 名称
T1 和田橋 AA
T2 多摩川原橋 Ｂ
T3 田園調布堰上 Ｂ
N1 虎狛橋 Ｄ
N2 兵庫橋 Ｄ
S1 緑橋 Ｃ
S2 豊石橋 Ｃ

妙正寺川 M 松下橋 Ｃ
Z1 井荻橋 Ｃ
Z2 尾崎橋 Ｃ
Z3 堀ノ内橋 Ｃ
K1 宮下橋 Ｃ
K2 乙女橋 Ｃ
K3 弁天橋 Ｃ
K4 一休橋 Ｃ

善福寺川

神田川

調査地点 環境基準
の類型

河川

多摩川

野　川

石神井川

（3） 水質の水準 

杉並区の水質調査結果を都内近隣河川のその他市区町村における調査結果と比較した。調査地点を

図Ⅱ-20に示す。比較項目は，生活環境の保全に関する環境基準が定められている生物化学的酸素要

求度（ＢＯＤ），水素イオン濃度（ｐＨ），浮遊物質量（ＳＳ）および溶存酸素量（ＤＯ）の 4項目を

環境基準値（p26 ･表Ⅱ-5）も参考にして比較した。使用データは，いずれも平成 13年度の 5・9・

11・2 月の午前中における測定の平均値である（杉並区，2003 および東京都環境局ホームページ）。

杉並区の河川では，神田川のみが環境基準が設定されており，類型は Cである。 

杉並区の現在の水質は，概ね，その他市区町村同様に良好な状態であるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-20 水質調査地点位置図（国土数値情報を使用して作図） 
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① 生物化学的酸素要求度（ＢＯＤ） （図Ⅱ-21） 

杉並区の河川のＢＯＤ値は，その他市区町村と比較して同程度か比較的低い。特に妙正寺川の松下

橋，善福寺川上流側の井荻・尾崎橋，および神田川下流側の弁天橋においては，最も厳しい AA 類型

基準値以下の低い値となっており，良好であるといえる。 
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図Ⅱ-21 杉並区および周辺河川におけるＢＯＤの測定値 

 

② 水素イオン濃度（ｐＨ） （図Ⅱ-22） 

杉並区の河川におけるｐＨ値は，その他市区町村と同様に基準値の範囲の値を示しているが，杉並区

内の善福寺川の井荻橋では基準値の下限値（6.5）となっている。 
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図Ⅱ-22 杉並区および周辺河川におけるｐＨの測定値 
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③ 浮遊物質量（ＳＳ） （図Ⅱ-23） 

杉並区の河川のＳＳ値は，神田川の乙女橋において他の市区町村に比較して高い値となっているが，

その他の場所では，その他市区町村と同程度か比較的低くなっている。基準値と比較すると，杉並区，

その他市区町村ともに，最も厳しい AA～C類型基準値を下回る低い値となっており，良好であるとい

える。 
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④ 溶存酸素量（ＤＯ） （図Ⅱ-24） 

杉並区河川のＤＯ値は，その他市区町村と比較し同程度～良好であり，その他市区町村の多くの調

査地とともに，最も厳しい AA・A類型の基準値を上回る値となっている。 
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図Ⅱ-23 杉並区および周辺河川におけるＳＳの測定値 

図Ⅱ-24 杉並区および周辺河川におけるＤＯの測定値 
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5．河川沿いにみられる植物 

第四次杉並区自然環境調査（平成 12～13 年）自然環境調査の結果をもとに，河川内と河川周辺に

特徴的に見られる植物として水生植物と湿生植物の生育状況を以下に示す。 

 

水中または水辺に生育し，植物体のすべてまたは大部分が水中にある高等植物で，

11種確認されている。 

湿原のような湿潤な地域や水辺に生育し，植物体の大部分が大気中にある植物で，

水分供給が十分な土地に耐えうる，あるいは適応した陸上植物で，52 種確認され

ている。 

 

また，これらに該当する植物には，同調査において選定された水辺の指標生物※が，8 種含まれて

いる。以上の植物の河川別の確認種類数を図Ⅱ-24に，上記分類別の生育状況の特徴を以下①，②に

示す。 

※杉並区自然環境調査において，｢第一次から第四次までの調査結果をふまえ，各生物分類群（高等植物，
クモ類，昆虫類，鳥類，両生類，爬虫類，哺乳類）の中から，その生物が存在することによってその場所
の環境の質を知ることができる種類｣が，指標生物として選定されている。指標生物の選定においては，｢そ
の種類がある環境を指標する｣点，｢一般の人が見て種類を見分けやすい｣点，｢記録が得られやすい（分布
が稀でない）｣点が重視された。  

 

① 水生植物 

神田川沿いの調査地ではセリ，コガマ，オオカナダモなど 8種，善福寺川沿いではセリ，オオカナ

ダモ，キショウブなど 9種，妙正寺川沿いではセリ，コガマの 2種の水生植物がそれぞれ確認されて

いる。 

おもな種類の出現状況は以下のとおりである。セリは 3河川全ての比較的多くの地点に出現し，河

川から遠い台地面の調査地にも出現している。コガマ，ガマ，ヒメガマのガマ類は，和田堀公園，塚

山公園などの池のある公園のほか，河川では，3 河川とも 1～2 種が分布する。ヨシとマコモは，善

福寺川沿いの池や湿地をもつ調査地に多い。 

水生植物の出現種類数が比較的多い調査地は，神田川沿いでは神田川 6と塚山公園，善福寺川沿い

では善福寺川 1・2と善福寺公園上池・下池であり，4～5種の水生植物が確認されている。 

これら水生植物のうち，杉並区の水辺の指標植物であるセリ，コガマ，ガマ，ヒメガマおよびヨシ

の分布状況を図Ⅱ-25に示す。 
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 図Ⅱ-25 おもな水生植物の分布状況 
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② 湿生植物 

第四次自然環境調査では，神田川沿いの調査地ではイヌビエ，オギ，ハッカ，ミズなど 24 種，善

福寺川沿いではイヌビエ，オギ，ミゾソバ，ヤナギヌカボなど 32 種，妙正寺川沿いではイヌビエ，

オギなど 6種の湿生植物がそれぞれ確認されている。 

おもな種類の出現状況は以下のとおりである。3河川ともに出現しているオギやイヌビエやなどは，

神田川沿いと善福寺川沿いで多くの調査地で確認されているだけでなく，台地上の調査地でも多く出

現している。イ，ミゾソバ，タマガヤツリ，キツネアザミ，ヤナギヌカボ，アカメヤナギ等は善福寺

川沿いのみで確認され，他の 2河川では確認されていない。コブナグサ，オヘビイチゴ，アゼナルコ，

ハッカ，ミズ，ゴキヅル等は，神田川沿いのみで確認され，他の 2河川では確認されていない。 

湿生植物の出現種類数が比較的多い調査地は，神田川沿いでは三井グラウンド西，善福寺川沿いで

はわんぱく広場，善福寺公園上池・下池，和田堀公園で，主に低地に池や湿地をもつ調査地であり，

10～14種の湿生植物が確認されている。 

これらの湿生植物のうち，杉並区の水辺の指標植物であるオギ，イ，およびミゾソバの分布状況を

図Ⅱ-26に示す。 
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図Ⅱ-26 おもな湿生植物の分布状況 

 

 

河川 神田川 善福寺川 妙正寺川

地点
no. 34 35 36 37 38 32 16 17 19 19' 39 40 41 42 43 20 21 24 2 3 22 23 25 31 44

地点
名称

神
田
川
２

神
田
川
３

神
田
川
４

神
田
川
５

神
田
川
６

塚
山
公
園

大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

浴
風
園

三
井
グ
ラ
ン
ド
南

三
井
グ
ラ
ン
ド
西

善
福
寺
川
１

善
福
寺
川
２

善
福
寺
川
３

善
福
寺
川
４

善
福
寺
川
５

善
福
寺
川
緑
地
１

善
福
寺
川
緑
地
２

わ
ん
ぱ
く
広
場

善
福
寺
公
園
上
池

善
福
寺
公
園
下
池

和
田
掘
公
園

大
宮
八
幡

済
美
山

自
然
観
察
の
森

妙
正
寺
川



 －35－ 

6．河川に生息する動物 

妙正寺川，善福寺川，神田川の 3河川およびその源流に当たる妙正寺公園の池，善福寺公園の池な

どの水域を利用する動物相概要について「杉並区自然環境調査報告書（第四次）平成 15年 3月」，「す

ぎなみの生き物たち 3」をもとに整理した。 

河川や池沼その周辺を特徴的に利用する利用する動物として，カモ類やサギ類などの①鳥類，幼虫

が水中に生息する昆虫類の②トンボ類を取り上げ，河川ごとにその生息状況を示した。 

（1）鳥類 

「すぎなみの生き物たち 3」による，冬の水鳥の分布状

況を図Ⅱ-27に示す。 

■妙正寺川 

アンケート調査によると，妙正寺川および公園の池で確

認されている水辺性の鳥類は，カイツブリ，バン，カルガ

モ，コガモ，オナガガモの報告がある。このうちカルガモ

以外は全て妙正寺公園の池の記録である。鳥類のセンサス

調査結果では，水辺性の鳥類としてカルガモ 1種が確認さ

れている。昭和 60 年からのセンサス調査結果には，大き

な変化は見られない。杉並区を流下する妙正寺川の距離は

短く，その範囲はコンクリートによる三面護岸であり，河

川を利用する鳥類は少ないと考えられる。 

■善福寺川 

アンケート調査によると，善福寺川でおよび公園で確認されている水辺性の鳥類は，全体で 17 種

が確認されており，このうち河川では 8 種，公園では 16 種が確認されている。水辺性の鳥類のほと

んどは公園の池沼を利用していることが伺える。この中には，オシドリなども含まれている。 

鳥類のセンサス結果では，杉並区で確認されている水辺性の鳥類22種の内20種が確認されている。

確認されなかった種類はトビとイソシギで，杉並区の水辺性鳥類のほとんどが，善福寺川および善福

寺公園の池を利用していると考えられる。善福寺公園の池では，カルガモやコガモなどのカモ類の個

体数が減少傾向にあるのに対し，オナガガモが増加傾向にある。また，平成 8年頃よりカワウやサギ

類などが見られるようになり種類数が多くなっている。オシドリは平成 8年以降確認されるようにな

っている。しかし善福寺川では，平成 12年以降種類数，個体数共に減少している。 

■神田川 

アンケート調査によると，神田川で確認されている水辺性の鳥類は，カモ類，サギ類など 9種確認

されており，その中にはオシドリも含まれている。鳥類のセンサス調査結果では杉並区で確認されて

いる水辺性の鳥類 22種の内 10種が確認されている。種類数は昭和 61年以降減少傾向にある。 

■玉川上水 

アンケート調査によると，玉川上水で確認されている水辺性の鳥類は，コサギ，カルガモ，オシド

リの 3 種が確認されている。鳥類のセンサス調査結果では，杉並区で確認されている水辺性の鳥類

22種の内 7種が確認されている。種類数は昭和 61年以降減少傾向にあり，神田川と同様の傾向を示

している。 

 

図Ⅱ-27 冬の水鳥の確認種類数 

杉並区 2003c より 
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（2）トンボ類 

「すぎなみの生き物たち 3」による，トンボ類の分布状況を図Ⅱ-28に示す。 

 

■妙正寺川 

妙正寺公園におけるトンボ類の記録はあるが，妙正寺川におけるトンボ類に関する報告はない。ト

ンボ類についても水源となる妙正寺公園の池の外周には植生が乏しく，発生する可能性のある種類も

大変少ないと考えられる。 

   

コシアキトンボ ハグロトンボ

 

   

ギンヤンマ アキアカネ

      

1次 2次 3次 4次

○ 第1次調査による確認地点。 ●

●

● ●

●

● ●

● ●

● 第1～3次調査に重複確認地点。 ● ● ●

●

第2次調査による確認地点。および第1次調査・第2
次調査ともに確認された地点。

第3次調査による確認地点。および第1次調査・第3
次調査確認，第2次調査・第3次調査確認地点。

網掛けされたメッシュが第4次調査による確認地点。

記号 区分
出現パターン

 

 

図Ⅱ-28 おもなトンボ類の分布状況 杉並区 2003c より 
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■善福寺川 

トンボ類では，杉並区確認されている 32種の内 17種が善福寺公園で確認されている。これらのほ

とんどは止水や流れの緩やかな場所で発生する種類である。和田堀公園で確認されている 14種の内，

ハグロトンボは流水性で，善福寺川で発生しているものと考えられる。 

以上のように，善福寺公園の池では杉並区に生息する水辺性のほとんどの種類が生息している。ま

た，河川沿いでもカモ類やハグロトンボなどの多くの種類が生息しているが，河床に植生が分布する

場所，瀬や淵がある場所に集中する傾向があり，コンクリートの護岸が広がり，河道も単調な場所に

生息する種類は限られている様である。 

■神田川 

トンボ類では，杉並区で確認されている 32種のうち 9種が確認されている。これらのほとんどは

止水や流れの緩やかな場所で発生する種類である。また，ハグロトンボは神田川で発生している可能

性がある。 

以上のように神田川では，善福寺川沿いに比べて池沼が分布しないため，種類数がやや少ないもの

の，河川沿いでは善福寺川同様に，河床に植生が分布する場所，瀬や淵がある場所に集中して，生物

が生息している様である。 

■玉川上水 

トンボ類では，杉並区で確認されている 32種の内 5種が確認されている。流水性のハグロトンボ

は玉川上水で発生している可能性がある。 

玉川上水も杉並区を流下する範囲が短く，更に高速道路沿いは暗渠となっている。水路は素堀の水

路で岸には緑地も分布しているため，距離は短いものの，多様な環境となっている。 

以上のように玉川上水は，杉並区に含まれる範囲は短いものの，ハグロトンボが発生しているなど，

妙正寺川とは異なり，より多様な生物の生息地となっていると考えられる。 
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Ⅲ 調査の結果 

Ⅲ-1 定点の河川生物調査 

1．現地調査の内容 

（1）現地調査時期 

現地調査は，夏季（8月2日～3日），秋季（10月28～10月30日）の2季に行った。 

（2）現地調査地点と項目 

調査は，15地点で行った。妙正寺川 1地点，善福寺川9地点，神田川5地点である。橋を中心として，そ

の上・下流に任意の範囲を設け，底生動物，付着藻類，魚類，水草（沈水植物）の 4 分類の種類及び生育･

生息量を調査した（表Ⅲ-1，図Ⅲ-1）。 

 

表Ⅲ-1 調査項目および調査地点 

底生動物 付着藻類 魚類 水草

M-1 妙正寺川 松下橋 ● ● ● ●

Z-1 上池と下池の間 ● ● ● ●

Z-2 寺分橋 ● ● ● ●

Z-3 原寺分橋 ● ●

Z-4 井萩橋 ● ● ● ●

Z-5 神明橋 ● ●

Z-6 春日橋 ● ● ● ●

Z-7 尾崎橋 ● ● ● ●

Z-8 宮下橋 ● ●

Z-9 和田堀橋 ● ● ● ●

K-1 井の頭線車庫脇 ● ● ● ●

K-2 錦橋 ● ●

K-3 鎌倉橋 ● ● ● ●

K-4 蔵下橋 ● ●

K-5 方南第一橋 ● ● ● ●

10地点 10地点 15地点 15地点

調査項目

地点数

善福寺川

神田川

地点記号 河川 地点名
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図Ⅲ-1 調査地点位置図
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（3）現地調査方法および分析方法 

表Ⅲ-2に現場処理方法を示す。 

 

表Ⅲ-2 現場処理方法 

項目 保存法

底生動物
ｻｰﾊﾞｰﾈｯﾄ

50cm×50cm，2ヶ所
（定量）

2ﾘｯﾄﾙ
ﾎﾟﾘ瓶

全量に対してホルマリ
ンが約10%になるよう
に固定

冷暗所

手網（定性）
300ml
ｴﾝﾋﾞ瓶

全量に対してホルマリ
ンが約10%になるよう
に固定

冷暗所

付着藻類
ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ

5cm×5cm，2ヶ所
（定量）

250ml
ﾎﾟﾘ瓶

全量に対してホルマリ
ンが約5%になるように
固定

冷暗所

ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ枠の外側
　-同定用試料-

250ml
ﾎﾟﾘ瓶

全量に対してホルマリ
ンが約5%になるように
固定

冷暗所

魚類 投網・手網
写真撮影用と不定種の
みホルマリン固定して
持ち帰る

水草
（沈水植物）

目視観察
（定性調査）

写真撮影用と不定種の
み持ち帰る

器具等

 

以下に分類ごとの調査方法を示す。 

1）底生動物 

調査地点の代表的な瀬において，川底に 30cm×30cm の枠付きサーバー・ネットを置き，枠内の動物を

すべてネット内に流し込み，これをサンプルビンに採取して定量調査用の試料とした。定量の試料は 1地

点につき 3ヵ所から採取した（総採販面積：0.27㎡）。 

定性調査は，定量調査を行った以外の調査地点一帯のさまざまな環境の場所で，タモ網を用いて，泥底

をかくはんしたり水草の根元をすくったりして，主として大型の底生動物類を採取した。 

採取した試料は現地でホルマリン固定して持ち帰り，実体顕微鏡及び生物顕微鏡で同定・計数を行った。

採取状況を写真Ⅲ-1に示す。 

2）付着藻類 

調査地点の川底にある石から，藻類群落を評価するための定量用試料と，出現種類を評価するための定

性用試料を別々に採集した。定量用試料は，比較的平滑な石 2 個のそれぞれの表面に 5×5cm 枠を置き，

枠内の付着物をナイロンブラシでこすり落として採集した。また，定性用試料は，枠外の任意部分の付着

物を同様に採取した。 

採集した定量用試料と定性用試料はポリエチレン瓶に入れて，ホルマリン溶液を 5%程度加えて固定した。 

沈殿量の評価は，定量用試料をメスシリンダーもしくは沈殿管に移し，24時間後の沈殿物容量を求めた。

出現種類の評価は，珪藻類以外を対象とした定性用試料の総合倍率 150～600倍顕微鏡下での直接観察と，
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簡易法により作成した永久プレパラートの総合倍率 600～1，000倍での珪藻類を対象とした観察を行った。

簡易法による永久プレパラートは，定性用試料をスライドガラスに載せ，加熱して有機物を分解し，プレ

ウラックスで封入して作成した。 

藻類群落の評価は，定量用試料を任意の容量に希釈した後，一次プレパラートを作成し，顕微鏡下で総

合倍率 600倍において種類別に合計 400細胞の藻類を計数した結果を基に，種類数，優占種，現存量を求

めた。なお，湧水地点における群落評価は，一部の項目に限定して行った。採取状況を写真Ⅲ-2に示す。 

3）魚類 

調査地点において投網，タモ網・サデ網，セルビン・網カゴを用いて魚類を採捕した。また，大型のコ

イなどは目視観察でも確認した。採捕した魚類は同種 20個体を上限として，個体別に全長・体長・体重を

測定し，現地に再放流した。 

一部の個体は写真撮影などのためにホルマリン固定して標本として持ち帰り，保存した。奇形魚が見ら

れた場合は，その症状を野帳に記録するようにした。採捕状況を写真Ⅲ-3に示す。 

4）水草（沈水植物） 

調査地点に生育する沈水植物について種類および群度を記録した（表Ⅲ-3）。ここでは，シダ植物以上の

高等植物を対象とした。沈水植物の定義は，根茎が水底に固着し茎や葉などの植物体全体が水中に沈んで

生育している植物（角野康郎，1994）とした。 

 

表Ⅲ-3 水草（沈水植物）の群度の判定基準 

群度 内　容

++++ 非常に多く，調査区内の河床の50％以上に生育する。

+++ 多いが，生育面積は調査区内の河床の50％を越えない。

++ 調査区内に群落が点在する。または群生している。

+ 単独に，あるいは数株が生育する  
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2）調査時の環境 

調査時の環境を表Ⅲ-4に示す。河川ごとの環境は以下に示すとおりである。 

■妙正寺川 

妙正寺川の調査地点は 1地点で，コンクリート護岸の浅い水路で，瀬や淵はなく単調な流れとなってい

る。 

8月の調査では水温が 30.9℃と高くなっている。これは水量が少ないことも影響していると考えられる。 

10月には水温も 11.9℃まで低下している。色相外観，臭気は 8月 10月ともに透明，無臭であった。 

■善福寺川 

善福寺川の調査地点は 9地点である。上流の上池と下池の間の渡戸橋（Z-1）は浅く，川幅も狭い水路で

あり，河床が泥質で，土手には低木などの樹木も繁茂している。寺分橋（Z-2）も水深はあまり深くなく，

河床は泥である。ここでは川岸に草本の植物が繁茂している。 

原寺分橋（Z-3）より下流では水深がやや深くなり，川幅も広がる。春日橋（Z-6）あたりでは，瀬や淵

などもみられる。また，場所によっては魚巣ブロックが設置されている場所もある。 

8月の調査では水温は寺分橋（Z-2）の 24.5℃が最も低く，和田堀橋（Z-9）が 28.6℃でもっとも高い値

を示した。10月には上流の上池と下池の間の渡戸橋（Z-1）と寺分橋（Z-2）で 14.3℃が最も低く，春日橋

（Z-6），和田堀橋（Z-9）で 15.9℃と高い値を示しているが，調査地間で 8月ほどの差はない。 

色相外観，臭気は 8月 10月ともに，同じような傾向を示している。色相外観は，調査地点全てで透明で

あったが，臭気は原寺分橋（Z-3），井荻橋（Z-4），春日橋（Z-6）でドブ臭い臭気を感じている。また，井

荻橋（Z-4）～春日橋（Z-6）間では，ごみも散乱している。 

■神田川 

神田川の調査地点は 5 地点である。川の形状は善福寺川の下流部と類似した河川である。水温は，8 月

には 21.9℃～28.8℃，10月には 15.4℃～16.5℃という値を示している。 

水深は，蔵下橋（K-3）でやや浅くなるが，その他の地点ではおおよそ 40cm程度の深さがある。河床は，

鎌倉橋（K-3）の下流部でコンクリートとなる他は，ほとんどが砂質か泥質である。 

井の頭線車庫脇（K-1）や鎌倉橋（K-3）では置き石で瀬が形成されている。錦橋（K-2）では，河道が蛇

行して変化があり，一部には草本の植物も見られる。蔵下橋（K-4）や方南第一橋（K-5）には，堆積した

土砂により州が形成され，草本の植物も見られる。 

色相外観，臭気は 8月 10月ともに透明，無臭で，善福寺川に比べてごみなどは少ない。また，方南第一

橋（K-5）では，底の泥がヘドロ状で油も浮いていた。 
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（2）底生動物 

1）出現種とその特徴 

① 出現種の状況 

底生動物の出現種を表Ⅲ-5に示す。 

今年度の調査では，妙正寺川の 1地点，善福寺川の 6地点，神田川の 3地点，合わせて 10地点で

計 60 種の底生動物が確認された。（なお，ここでは「○○科」「○○属の一種」のように種まで明ら

かにできなかった生物も「1種」と数えた。） 

分類群別に見ると，12 分類群確認されており，昆虫類が 23 種，ミミズ類 8 種，マキガイ類 6 種，

甲殻類 6種，ヒル類 5種，ウズムシ類 2種，クモ類 4種，ニマイガイ類 2種，普通海綿類 1種，ヒド

ロ虫類 1種，ひも形動物門 1種，線形動物門 1種の順となっている。 

確認種の内，サカマキガイ，フロリダマミズヨコエビ，アメリカザリガニなど，明らかに外来とさ

れる種の存在も特徴的である。サカマキガイやアメリカザリガニの帰化は古く，現在では全国の水域

に広く見られる普通種であるが，フロリダマミズヨコエビは 1980年代後半から 1990年代に初め頃に

日本に侵入したと考えられる比較的新しい外来種である。多摩川で 1997 年に見つかって以降，各地

の流れで見られるようになっている。一般に淡水性のヨコエビ類は湧水の流入やアシ帯が存在する環

境で見られることが多いが，本種はそれらの条件のない流れでも生息できると考えられており，従来

ヨコエビ類の生息しない河川にも分布を広げている。これら明らかな外来種のほかに，モノアラガイ

科のハブタエモノアラガイ（外来種）が確認されており，今回確認されモノアラガイ科として整理し

た種類も従来知られるモノアラガイに比し殻が細長い傾向があり外来の系統である可能性がある。さ

らにシジミ属も近年，日本各地で外来系統のものが確認されており，今回確認されたものも外来のも

のと在来のものが混じているか，全て外来のものの可能性もある。 

河川別に出現種類数をみると，妙正寺川は 30種（8月は 27種，10月は 14種），善福寺川は 46種

（8 月は 35種，10月は 38種），神田川は 48種（8月は 40種，10月は 38種）である。善福寺川と神

田川の出現種類数は，ほぼ同程度で，妙正寺川はやや少ない種類数となっている。しかし，妙正寺川

の調査地点は 1ヵ所であるため，河川全域では生息する種類数は多くなる可能性がある。 

善福寺川と神田川を比較すると，出現種類数はほぼ同程度であるが，比較的きれいな場所に生息す

るウズムシ類は神田川のみで確認されている。しかし，テナガエビやスジエビは，神田川では見られ

なかった。テナガエビやスジエビの出現傾向は第四次調査と同様の傾向を示している。 
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表Ⅲ-5 底生動物の河川別調査月別出現種 

 

8月 10月 8月 10月 8月 10月

1 普通海綿 ザラカイメン タンスイカイメン科 Spongiｌlidae ○ ○
2 ヒドロ虫 無鞘 ヒドラ科 Hydridae ○
3 ウズムシ ウズムシ ナミウズムシ Dugesia japonica ○ ○ ○ ○
4 テムノケファーラ ヤドリフタツノムシ科 Scutariellidae ○
5 - - ひも形動物門 NEMERTINEA ○ ○ ○
6 - - 線形動物門 NEMATODA ○ ○ ○
7 マキガイ ニナ ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica ○ ○
8 カワニナ Semisulcospira libertina ○ ○
9 モノアラガイ カワコザラガイ Laevapex nipponica ○ ○ ○

10 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ○
11 モノアラガイ科 Lymnaeidae ○ ○ ○ ○ ○
12 サカマキガイ Physa acuta ○ ○ ○ ○ ○
13 ニマイガイ ハマグリ シジミ属 Corbicula sp. ○ ○ ○
14 マメシジミ科 Pisidiidae ○ ○ ○
15 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ科 Lumbriculidae ○ ○ ○ ○ ○
16 ナガミミズ ヒメミミズ科 Enchytraeidae ○
17 ツリミミズ科 Lumbricidae ○ ○ ○ ○
18 フトミミズ科 Megascolecidae ○ ○ ○
19 ミズミミズ科 Naididae ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 エラミミズ Branchiura sowerbyi ○ ○ ○ ○
21 イトミミズ科 Tubificidae ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ナガミミズ目 Haplotaxida ○ ○ ○
23 ヒル ウオビル ハバヒロビル Glossiphonia weberi lata ○ ○ ○ ○
24 ヌマビル Helobdella stagnalis ○ ○ ○ ○
25 グロシフォニ科 Glossiphonidae ○ ○
26 咽蛭 シマイシビル Erpobdella lineata ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 イシビル科 Erpobdellidae ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 クモ ダニ トゲダニ亜目 Mesostigmata ○ ○
29 アオイダニ科 Lebertiidae ○ ○ ○ ○ ○
30 ケダニ亜目 Prostigmata ○ ○ ○
31 ササラダニ亜目 Cryptostigmata ○
32 甲殻 ワラジムシ ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ○ ○ ○ ○ ○
33 ヨコエビ フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ○ ○ ○ ○ ○
34 エビ テナガエビ Macrobrachium nipponense ○ ○
35 スジエビ Palaemon paucidens ○ ○
36 ミナミヌマエビ Neocaridina denticulata ○ ○ ○ ○
37 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ○ ○ ○ ○
38 昆虫 カゲロウ サホコカゲロウ Baetis sahoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis ○ ○ ○
40 Hコカゲロウ Baetis sp.H ○ ○ ○ ○ ○
41 ヒメシロカゲロウ属 Caenis sp. ○
42 トンボ アオモンイトトンボ属 Ischnura sp. ○
43 アオハダトンボ属 Calopteryx sp. ○
44 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○
45 コシアキトンボ Pseudothemis zonata ○
46 カメムシ アメンボ Aquarius paludum ○ ○ ○ ○
47 トビケラ コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. ○ ○ ○ ○
48 クダトビケラ属 Psychomyia sp. ○ ○
49 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. ○ ○ ○ ○ ○
50 ハエ ヒメガガンボ亜科 Limoniinae ○
51 ホシチョウバエ属 Psychoda sp. ○ ○ ○ ○
52 Telmatoscopus sp. Telmatoscopus sp. ○
53 チョウバエ科（蛹） Psychodidae  (pupa) ○
54 モンユスリカ亜科 Tanypodinae ○ ○ ○
55 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 ユスリカ属 Chironomus sp. ○ ○ ○
57 ユスリカ亜科 Chironominae ○ ○ ○ ○ ○ ○
58 ユスリカ科（蛹） Chironomidae (pupa) ○ ○ ○
59 アシマダラブユ属 Simulium sp. ○ ○
60 コウチュウ ガムシ科（幼虫） Hydrophilidae ○

27 14 35 38 40 38
30 46 48

種類数合計

善福寺川 神田川妙正寺川
学名No. 綱 目 和名
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② 地点別出現種の状況 

a．出現種類数 

各地点の出現種類数を図Ⅲ-2に示す。 

妙正寺川では，8 月に 27 種，10 月は 14 種が確認され，10 月に出現種類数が減少している。善福

寺川では，8月に 35 種，10 月に 38種が確認されているが，各地点での出現種類数は 16種程度であ

まり多くない。神田川では，8 月に 40 種，10 月に 38 種が確認されている。井の頭線車庫脇（K-1）

の出現種類数は 8 月に 38 種（定量，定性の合計）が記録され，最も多い出現種類数となっている。

この場所は，水路に木杭や石積みなどによる多自然型の水路となっている他，水生植物が繁茂し，多

様な水生生物の生息環境がみられることによると考えられる。 

出現種類数の平均値についてみると，8月には妙正寺川 27種，善福寺川 15.7 種，神田川では 25.7

種で，10月には，妙正寺川 14種，善福寺川 15.7種，神田川では 22.7種であった。神田川で多くの

底生動物が確認されている。 

10 月についても，神田川の平均値が 19.7 種，善福寺川の平均値が 12.3 種で，やはり神田川の方

が，生息する底生動物が多い傾向を示している。 

妙正寺川は，8 月と 10 月で出現種類数の差が大きい結果となった。これは，妙正寺川の調査地点

が，コンクリート護岸で瀬や淵もない場所であるため，10 月上旬の台風により，底生動物が流下し

た可能性が考えられる。このような三面護岸の場所では，増水などにより生物相が影響を受ける場所

であると考えられる。 

善福寺川と神田川では，8，10月ともに神田川の方が，出現種類数が多い傾向を示している。神田川

では方南第一橋の 10月以外は全て 20種以上が確認されており，杉並区では，生息する底生動物の多

い河川といえる。 



 －52－ 

 

0

10

20

30

40

Ｍ-1 Ｚ-1 Ｚ-2 Ｚ-4 Ｚ-6 Ｚ-7 Ｚ-9 Ｋ-1 Ｋ-3 Ｋ-5

種
類
数

定量

定性

善福寺川妙正寺川

（単位：種）

神田川

 

図Ⅲ-2（1） 底生動物の地点別出現種類数（8月） 
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図Ⅲ-2（2） 底生動物の地点別出現種類数（10月） 
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b．優占種 

各地点の時期別の優占種を図Ⅲ-3，表Ⅲ-6 に示す。なお，地点別月別の定量・定性調査結果の一

覧を表Ⅲ-7に示す。 

妙正寺川の優占種は全体で 4 種挙げられ，汚れた水域にも生息するマキガイ類とミミズ類が 8，10

月とも優占種となっている。このうちマキガイ類は 10月に減少した。また，10月になり，優占種は

4 種となり，エリユスリカ亜科（昆虫類 2），サホコカゲロウ（昆虫類 1）が優占種に加わっている。

サホコカゲロウはやや汚れた水域でも生息する種類である。優占種以外では，比較的きれいな水域に

生息するナミウズムシなども確認されている。 

善福寺川の優占種は全体で 13 種が挙げられる。イトミミズ科は渡戸橋（Z-1）～春日橋（Z-6）で

8，10月にわたって優占種となっている。ミズムシは寺分橋（Z-2）～尾崎橋（Z-7）で 8月に優占種

となっているが，10 月には減少している。サホコカゲロウは 10 月に増加し，春日橋（Z-6）～和田

掘橋（Z-9）で優占種となっている。寺分橋（Z-2）の 10 月にシジミ属が優占種に含まれているが，

これは外来種の可能性がある。優占種以外では，テナガエビは善福寺公園の上池と下池の間（Z-1渡

戸橋）でのみ確認されている。スジエビはそれより下流部で減少傾向を示している。これに対して，

シマイシビルやミズムシなどやや汚れた場所に生息する種類は，寺分橋（Z-2）ではより下流部でよ

く確認されている。ミズミミズ科やイトミミズ科，ミナミヌマエビ，ユスリカ亜科はすべての調査地

点で確認されている。 

神田川の優占種は，全体で 9種が挙げられる。優占種の中でもコガタシマトビケラ属や Hコカゲロ

ウなど，ややきれいな場所に生息する種類が 8，10 月ともに出現し，上位を占めている点が他の河川

と異なる特徴と言える。優占種以外では，方南第一橋（K-5）で比較的きれいな水域に生息するナミ

ウズムシが確認されている。 
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図Ⅲ-3（1） 底生動物の地点別出現個体数 -8月- 
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図Ⅲ-3（2）  底生動物の地点別出現個体数 -10月- 

 

昆虫類 1：カゲロウ類，トビケラ類 

昆虫類 2：ユスリカ類 

優占種：出現率（個体数%）

が 10%以上の種 

% 

昆虫類 1：カゲロウ類，トビケラ類 

昆虫類 2：ユスリカ類 

優占種：出現率（個体数%）が

10%以上の種 

% 



 －55－ 

表Ⅲ-6 底生動物の優占種 

 

表-3.4　底生動物の優占種

分類群

ウズムシ類 マキガイ類 ニマイガイ類 ミミズ類 ヒル類 クモ類 甲殻類 昆虫類

8月
モノアラガイ科
76.9%(3526.1)

イトミミズ科
10.4%(477.3)

10月
モノアラガイ科
34.4%(159.1)

イトミミズ科
12.0%(55.5)

エリユスリカ亜
科18.4%(85.1)
サホコカゲロウ
12.8%(59.2)

8月
イトミミズ科
22.4%(307.1)

ユスリカ亜科
71.4%(976.8)

10月
イトミミズ科
10.9%(99.9)

ユスリカ亜科
83.4%(762.2)

8月

イトミミズ科
41.7%(536.5)
ミズミミズ科
19.0%(244.2)

ミズムシ
12.6%(162.8)

ユスリカ亜科
17.0%(218.3)

10月
シジミ属
12.5%(1021.2)

イトミミズ科
68.6%(5605.5)

8月
シマイシビル
34.5%(111)

ミズムシ
46.0%(148)

10月

イトミミズ科
32.5%(2412.4)
ミズミミズ科
24.5%(1846.3)

エリユスリカ亜
科35.2%(2656.6)

8月

オヨギミミズ科
39.9%(1509.6)
イトミミズ科
16.3%(617.9)

ミズムシ
17.4%(658.6)

10月
イトミミズ科
33.2%(2578.9)

エリユスリカ亜
科30.2%(2345.8)
サホコカゲロウ
13.5%(1050.8)

8月
サカマキガイ
17.1%(222)

オヨギミミズ科
10.3%(133.2)

ケダニ亜目
15.4%(199.8)

ミズムシ
19.1%(247.9)

10月

サホコカゲロウ
59.7%(1457.8)
Hコカゲロウ
14.7%(358.9)

8月

ケダニ亜目
32.1%(495.8)
アオイダニ科
10.0%(155.4)

ユスリカ亜科
15.1%(233.1)
エリユスリカ亜
科14.8%(229.4)

10月
サホコカゲロウ
85.0%(30136.5)

8月
ミズミミズ科
14.6%(1139.6)

コガタシマトビ
ケラ属
43.3%(3374.4)
ヒメトビケラ属
14.8%(1158.1)

10月

コガタシマトビ
ケラ属
31.8%(2623.3)
エリユスリカ亜
科28.0%(2305.1)

8月

コガタシマトビ
ケラ属
26.3%(1831.5)
ヒメトビケラ属
19.1%(1332)
ユスリカ亜科
14.5%(1006.4)
エリユスリカ亜
科13.3%(925)

10月
ミズムシ
24.5%(2331)

コガタシマトビ
ケラ属
19.3%(1835.2)
Hコカゲロウ
25.8%(2453.1)

8月

シマイシビル
14.7%(1428.2)
ハバヒロビル
12.8%(1246.9)

ミズムシ
22.1%(2153.4)

10月

Hコカゲロウ
63.8%(1335.7)
エリユスリカ亜
科20.7%(432.9)

春日橋 Z-6

河川 地点

M-1妙正寺川 松下橋

井の頭線
車庫脇

K-1

月

善福寺川

渡戸橋 Z-1

寺分橋 Z-2

井荻橋 Z-4

神田川

　注)　定量調査による出現種のうち、群体生のため個体数の計数不能な「普通海綿類」、「ヒドロ虫類」を除く出現種のうち、出現率(個体数%)が10%以上のものを優占種とした。

尾崎橋 Z-7

鎌倉橋 K-3

方南第一橋 K-5

和田掘橋 Z-9
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2）底生動物による水質判定 

環境庁水質保全局の簡易法（水生生物による水質の調査法）による水質判定を行った。 

水質判定の手順は以下のとおりである。 

 

ⅰ 出現した指標生物には○印，その中で最も数の多かったものには●印をつける。 

ⅱ 出現した指標生物の全種類数（○+●）を，水質階級ごとに記録する。 

ⅲ ●印をつけた指標生物の種類数を，水質階級ごとに記録する。 

ⅳ 2 つの水質階級の共通の指標種は，両方の水質階級に属するものとして重複して数える。 

ⅴ ⅱとⅲの種類数を合計し，最も多い水質階級をその地点の水質階級とする。2 つの水質階級が同じ数値になっ

た場合は 2 つの階級の間とする。 

 

表Ⅲ-8 底生動物の指標種と水質階級 （環境庁水質保全局） 

№
水質階級
指標生物

Ⅰ 貧腐
水性水域

Ⅱ β中腐
水性水域

 Ⅲα中腐
水性水域

Ⅳ 強腐
水性水域

指標生物

1 ウズムシ類

2 サワガニ

3 ブユ類

4 カワゲラ類

5
ナガレトビケラ類
ヤマトビケラ類

6 ヒラタカゲロウ類

7 ヘビトンボ類

⑧ 5以外のトビケラ類

⑨ №6,№11以外のカゲロウ類
Ⅱ β中腐水性水域
   の指標生物

10 ヒラタドロムシ

11 サホコカゲロウ

12 ヒル類

13 ミズムシ

⑭ サカマキガイ

15 セスジユスリカ
Ⅳ 強腐水性水域
   の指標生物

16 イトミミズ類

注1）丸付数字の種類は2つの階級の指標となる生物である。
注2)　　　　は出現することが少ないことを示す。

 Ⅰ貧腐水性水域
の指標生物

 Ⅲ α中腐水性水域
    の指標生物
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底生動物の簡易法による水質判定結果を表Ⅲ-9及び表Ⅲ-10に示す。 

妙正寺川は，8月 10月ともに水質階級Ⅲと判断された。しかし，8月には水質階級Ⅰのきれいな場

所に生息するウズムシ類やブユ類なども確認されている。 

善福寺川では，上流の渡戸橋が水質階級Ⅳと水質が汚い傾向を示し，確認された指標生物の種類も

少ない。全体的には水質階級Ⅲと判断された地点が多く見られる。下流の和田堀橋で 10 月に水質階

級Ⅱと，ややきれいな水質と判断された。 

神田川では，8月の鎌倉橋と 10月の方南第一橋で水質階級Ⅱと判断された。 

全体的には水質階級Ⅲに相当する場所が多く，ややきたないと言える。 

 

 

表Ⅲ-9 底生動物の簡易法による水質判定結果 

調査時期

8月 10月

妙正寺川 松下橋 M-1 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

渡戸橋 Z-1 Ⅳ Ⅳ Ⅳ

寺分橋 Z-2 Ⅲ/Ⅳ Ⅲ Ⅲ/Ⅳ

井荻橋 Z-4 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

春日橋 Z-6 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

尾崎橋 Z-7 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

和田掘橋 Z-9 Ⅲ Ⅱ Ⅱ/Ⅲ

井の頭線車庫脇 K-1 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

鎌倉橋 K-3 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

方南第一橋 K-5 Ⅲ Ⅱ Ⅱ/Ⅲ

Ⅰ：貧腐水性水域
Ⅱ：β中腐水性水域
Ⅲ：α中腐水性水域
Ⅳ：強腐水性水域

地点

善福寺川

神田川

平均河川名
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表Ⅲ-10（1） 底生動物の簡易法による水質の個別判定結果（8月） 

河川

地点

水質階級 № 指標生物

1 ウズムシ類

2 サワガニ

3 ブユ類

4 カワゲラ類

5 ナガレトビケラ類 ヤマトトビケラ類

6 ヒラタカゲロウ類

7 ヘビトンボ類

8 5以外のトビケラ類

9 №6,№11以外のカゲロウ類

10 ヒラタドロムシ

11 サホコカゲロウ

12 ヒル類

13 ミズムシ

15 セスジユスリカ

16 イトミミズ類

水質階級 ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

① 出現した指標生物の種類数(○＋●) 3 1 3 2 1 2 1 3 2 1 1 4 2 1 1 4 2 2 1 4 2 1 1 4 2 1 1 2 1 2 1 3 1

② 最も多かった指標生物の種類数(●) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

③ 合計(①＋②) 3 1 3 3 0 0 0 2 0 0 2 2 0 0 4 2 1 1 5 2 1 1 5 2 2 1 5 3 2 2 4 2 2 2 2 1 2 1 4 1

④ その地点の水質階級 Ⅲ Ⅱ Ⅲ

○ ○

水質階級の判定

Ⅲ Ⅳ Ⅲ/Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

● ● ● ○ ○ ○ ● ○

Ⅳ
強腐水性水域

○ ○ ○

○ ○

Ⅲ/Ⅳ 14 サカマキガイ ○ ○ ○

○ ●

○ ● ● ● ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ● ○
Ⅲ

α中腐水性水域

○ ○ ○ ○

Ⅱ
β中腐水性水域

● ○
Ⅰ/Ⅱ

○ ○ ○ ○

○ ○

○

方南第一
橋

K-3 K-5

Ⅰ
貧腐水性水域

○

Z-7

神田川

松下橋 渡戸橋 寺分橋 井荻橋 春日橋 尾崎橋 和田掘橋 鎌倉橋

○

Z-9 K-1

妙正寺川 善福寺川

M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6

井の頭線
車庫脇

●

 

 

 

表Ⅲ-10（2） 底生動物の簡易法による水質の個別判定結果（10月） 

河川

地点

水質階級 № 指標生物

1 ウズムシ類

2 サワガニ

3 ブユ類

4 カワゲラ類

5 ナガレトビケラ類 ヤマトトビケラ類

6 ヒラタカゲロウ類

7 ヘビトンボ類

8 5以外のトビケラ類

9 №6,№11以外のカゲロウ類

10 ヒラタドロムシ

11 サホコカゲロウ

12 ヒル類

13 ミズムシ

14 サカマキガイ

15 セスジユスリカ

16 イトミミズ類

水質階級 ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

① 出現した指標生物の種類数(○＋●) 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 4 2 1 1 3 1 1 1 2 1

② 最も多かった指標生物の種類数(●) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

③ 合計(①＋②) 2 2 4 1 1 1 0 2 1 1 5 2 1 1 3 2 1 1 5 2 2 2 3 1 2 2 2 1 2 2 4 2 2 2 3 1 2 2 2 1

④ その地点の水質階級

妙正寺川 善　福　寺　川 神　田　川

松下橋 渡戸橋 寺分橋 井荻橋 春日橋 尾崎橋 和田掘橋
井の頭線
車庫脇

鎌倉橋
方南第一

橋

M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 Ｋ-1 Ｋ-3 Ｋ-5

Ⅰ
貧腐水性水域

3.7

Ⅰ/Ⅱ
● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

Ⅱ
β中腐水性水域

Ⅲ
α中腐水性水域

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅲ/Ⅳ ○ ○ ○

Ⅳ
強腐水性水域 ○ ○ ○○ ● ● ● ○ ○

水質階級の判定

Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

●

Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ
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3）既往調査との比較 

既往調査と比較した出現種類数の変化を図Ⅲ-4に，優占種の変化を表Ⅲ-11に示す。なお，出現種

の変化を表Ⅲ-12に示す。 

河川ごとに底生動物出現状況の変化を比較すると，以下のとおりである。 

■妙正寺川 

出現種類数は，第一次調査（昭和 57年）～第三次調査（平成 6 年）までは 4～15 種で，第四次調

査（平成 12年）では 21種に増加し，第五次調査（平成 16年）は 29種で更に増加し，生息する種類

が多様化していることを示している。 

優占種についてみると，既往調査では第一次調査（昭和 57年）～第四次調査（平成 12年）までは

サカマキガイやイトミミズ科などの水質階級Ⅳに相当する種類が出現している。これらは，汚れた河

川を指標する種類で，大きな変化は見られない。しかし，第五次調査（平成 16 年）には，新たにサ

ホコカゲロウが優占種として出現している。サホコカゲロウは水質階級Ⅲに相当し，第四次調査より

も水質が改善されたことを示している。 

■善福寺川 

出現種類数は，第一次調査（昭和 57年），第二次調査（昭和 63年）では 21，13種で，第三次調査

（平成 6 年），第四次調査（平成 12 年）では 32 種に増加しており，第五次調査（平成 16 年）は 46

種に増加した。生息する種類が多様化していることを示している。 

優占種についてみると，第一次調査（昭和 57年）～第五次調査（平成 16年）まで水質階級Ⅳに相

当するイトミミズ科，シマイシビルの 2種が優占種に含まれている。また，第四次調査（平成 12年）

以降になると，コカゲロウ属などの水質階級がⅡ～Ⅲに相当する種類が優占種に含まれるようになり，

水質が改善されたことを示している。 

■神田川 

出現種類数は，第一次調査（昭和 57年），第二次調査（昭和 63年）では 13種で，第三次調査（平

成 6 年），第四次調査（平成 12 年）では 24，28 種に増加しており，第五次調査（平成 16 年）は 48

種に増加した。生息する種類が多様化していることを示している。 

優占種についてみると，第一次調査（昭和 57年）～第五次調査（平成 16年）まで水質階級Ⅳに相

当するイトミミズ科，シマイシビルの 2 種が優占種に含まれている。しかし，第三次調査（平成 6

年）より水質階級Ⅲに相当するコカゲロウ属が，第四次調査（平成 12 年）からは，水質階級Ⅰ～Ⅱ

に相当するコガタシマトビケラが優占種に含まれるようになり，他の河川同様水質が改善されたこと

を示している。 
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図Ⅲ-4 底生動物の出現種類数の変化 

 

表Ⅲ-11 底生動物の優占種の変化 

昭和57年 昭和63年 平成6年 平成12年 平成16年

5月 10月 10月 6月 10月 6月 10月 8月 10月

マキガイ サカマキガイ ● ● ● ● ○

モノアラガイ ○ ○ ●

モノアラガイ科 ● ●

ミミズ イトミミズ科 ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

ミズミミズ科 ● ○ ○

ヒル シマイシビル ● ○ ○ ○ ● ○ ○

昆虫 サホコカゲロウ ○ ●

エリユスリカ亜科 ● ● ○ ○ ○ ●

セスジユスリカ ● ● ● ○ ○ ● ○

マキガイ サカマキガイ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

ニマイガイ マメシジミ属 ○ ○ ●

シジミ属 ●

ミミズ イトミミズ科 ● ● ● ● ● ● ● ●

ミズミミズ科 ○ ○ ● ● ● ●

オヨギミミズ科 ● ○

ヒル シマイシビル ● ● ● ● ● ● ● ● ○

甲殻 ミズムシ ● ● ○ ● ● ● ○

クモ アオイダニ科 ○ ●

ケダニ亜目 ○ ●

昆虫 サホコカゲロウ ○ ○ ● ○ ○ ●

Ｈコカゲロウ ●

コカゲロウ属 ○ ○ ○ ● ●

モンユスリカ亜科 ● ● ○ ○

エリユスリカ亜科 ● ● ● ● ○ ●

セスジユスリカ ● ● ● ○ ● ○

ユスリカ属 ● ● ● ○ ○ ○

ユスリカ亜科 ● ●

ミミズ イトミミズ科 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

ミズミミズ科 ● ● ○

ヒル シマイシビル ● ● ● ● ● ● ● ● ○

甲殻 ミズムシ ● ● ● ● ● ●

アゴトゲヨコエビ ○ ●

昆虫 サホコカゲロウ ● ○ ○ ● ○ ○

Ｈコカゲロウ ●

コカゲロウ属 ● ● ○ ○

コガタシマトビケラ ● ● ● ●

ヒメトビケラ属 ● ○

モンユスリカ亜科 ● ○ ○

エリユスリカ亜科 ● ● ○ ○ ● ●

セスジユスリカ ● ● ○ ○

ユスリカ属 ● ● ○ ○

ユスリカ亜科 ● ○

〔凡例〕 　●：優占種

　○：優占種に含まれない出現種

種名

妙正寺川

善福寺川

神田川

河川名 分類群
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（3）付着藻類 

1）出現種とその特徴 

① 出現種の状況 

付着藻類の出現種リストを表Ⅲ-13 に示す。今回の調査では，出現した藻類の種類は，全体で 153

種，内訳は藍藻類 11種，紅藻類 2種，珪藻類 118種，緑虫類 1種，緑藻 21種，合わせて 153種であ

った。珪藻類が他の藻類群に比べて多く，一般的な河川の傾向を示している。また，浮遊性種は 22

種確認されている。 

河川別にみると，全体で妙正寺川 38種，善福寺川 124種，神田川 119種で，妙正寺川が特に少な

い傾向にあった。 

8 月と 10月の出現種類数を比較すると，妙正寺川では 8月 18種，10月 33種で，10月の方が多い

傾向を示した。善福寺川では 8月 100種，10月 99種，神田川では 8月 95種，10月 89種で，この河

川では，8，10月の変化が少なく両河川はほぼ同程度であった。 

なお，善福寺川では環境省が絶滅危惧種として指定しているオオイシソウが，比較的広い範囲で生

育している可能性が明らかになった。夏季の定量調査では，井荻橋（Z-4），春日橋（Z-6），和田堀橋

（Z-9）で出現し，定性調査では寺分橋（Z-2）でも確認されている。10 月にも善福寺川の定量，定

性調査で井荻橋（Z-4），春日橋（Z-6），和田堀橋（Z-9）の 3 地点から出現している。神田川と妙正

寺川でオオイシソウは確認されていないが，本種の分布は一様ではなく極在して生育していることが

多いため，善福寺川以外の河川でも生育している可能性がある。生育を確認するためには，より広い

範囲を対象とした踏査をする必要があると考えられる。オオイシソウの生育時期は主に夏季から秋季

で，この季節に踏査をすると効果的である。また，環境省はオオイシソウと同じ紅藻類のカワモズク

の仲間の数種類を絶滅危惧種としている。都内の河川は，下水の流入が減少し湧水や下水処理水で流

れが維持されるようになってきている。このような河川ではカワモズクが生育している可能性もある。

カワモズクも局所的に生育するため，生育期である冬季から春季における踏査調査により，生育の有

無を確認する必要があると考えられる。 
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表Ⅲ-13（1） 付着藻類の河川別調査月別出現種 

 

 妙正寺川 善福寺川 神田川
No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 8月 10月 8月 10月 8月 10月

1 藍藻 アファノカプサ Aphanocapsa sp. ● ○ ○
2 カロスリックス Calothrix sp. ○
3 コンボウランソウ Chamaesiphon sp. ○
4 カサネランソウ Chroococcus sp. ○ ○ ○ ○ ○
5 リングビア Lyngbya contorta ● ○ ○
6 Lyngbya sp. ● ○ ○ ○ ○ ○
7 イタカサネランソウ Merismopedium sp. ● ○ ○
8 アオコ Microcystis sp. ● ○
9 ユレモ Oscillatoria spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 サヤユレモ Phormidium spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 クセノコッカス Xenococcus sp. ○ ○ ○
12 紅藻 キャントランシア Audouinella sp. ○ ○ ○ ○
13 オオイシソウ Compsopogon coeruleus ○ ○
14 珪藻 マガリケイソウ Achnanthes clevei ○ ○ ○
15 Achnanthes exigua ○ ○ ○ ○
16 Achnanthes inflata ○ ○ ○
17 Achnanthes japonica ○
18 Achnanthes lanceolata ○ ○ ○ ○ ○
19 Achnanthes lanceolata var. rostrata ○ ○
20 Achnanthes minutissima var. saprophila ○ ○ ○
21 Achnanthes rupestoides ○ ○
22 Achnanthes subhudsonis ○ ○ ○ ○
23 Achnanthes sp. (small type) ○ ○ ○ ○ ○
24 アミバリケイソウ Amphipleura lindheimeri ○
25 ニセクチビルケイソウ Amphora angusta ○ ○
26 Amphora libyca ○
27 Amphora pediculus ○ ○ ○ ○
28 アウラコセイラ Aulacoseira ambigua ● ○ ○ ○
29 Aulacoseira distans ● ○ ○
30 Aulacoseira italica ● ○ ○ ○ ○ ○
31 Aulacoseira italica f. curvata ● ○ ○ ○
32 Aulacoseira granulata ● ○ ○ ○ ○
33 Aulacoseira japonica ● ○ ○
34 イカダケイソウ Bacillaria paradoxa ○
35 スジフネケイソウ Caloneis silicula ○
36 コバンケイソウ Cocconeis sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 ヒメマルケイソウ Cyclotella meneghiniana ○ ○
38 Cyclotella sp. ○ ○ ○
39 クチビルケイソウ Cymbella aspera ○
40 Cymbella lacustris ○ ○
41 Cymbella minuta ○ ○ ○
42 Cymbella prostrata ○ ○
43 Cymbella sinuata ○
44 Cymbella tumida ○ ○ ○
45 Cymbella turgidula ○
46 Cymbella sp. ○
47 イチモンジケイソウ Eunotia bilunaris ○ ○ ○ ○
48 Eunotia minor ○ ○ ○
49 Eunotia pectinalis ○ ○ ○ ○
50 Eunotia sp. ○ ○
51 オビケイソウ Fragilaria berolinensis ● ○ ○ ○ ○ ○
52 Fragilaria brevistriata ○
53 Fragilaria bidens ○ ○ ○
54 Fragilaria capucina var. gracilis ○ ○ ○
55 Fragilaria capucina var. vaucheriae ○ ○ ○ ○ ○
56 Fragilaria construens f. exigua ● ○ ○
57 Fragilaria construens f. venter ○
58 Fragilaria crotonensis ● ○ ○ ○
59 Fragilaria fasciculata ○ ○ ○ ○
60 Fragilaria intermedia ○ ○
61 Fragilaria parasitica ○ ○
62 Fragilaria pinnata ● ○ ○ ○ ○
63 Fragilaria pulchella ○
64 Fragilaria sp. ○ ○
65 ヒシガタケイソウ Frustulia rhomboides ○ ○
66 Frustulia rhomboides var. crassinervia ○ ○ ○ ○
67 Frustulia vulgaris ○ ○ ○ ○
68 クサビケイソウ Gomphonema angustum ○ ○
69 Gomphonema augur ○ ○ ○ ○
70 Gomphonema clavatum ○ ○ ○
71 Gomphonema gracile ○ ○ ○ ○
72 Gomphonema parvulum ○ ○ ○ ○ ○ ○
73 Gomphonema pseudoaugur ○ ○ ○
74 Gomphonema truncatum ○ ○
75 ニセメガネケイソウ Gyrosigma scalproides ○
76 Gyrosigma spencerii ○
77 ヒドロセラ Hydrosera triquetra ○ ○
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表Ⅲ-13（2） 付着藻類の河川別調査月別出現種 

 

 妙正寺川 善福寺川 神田川
No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 8月 10月 8月 10月 8月 10月
78 珪藻 タルケイソウ Melosira moniliformis ○
79 Melosira varians ○ ○ ○ ○
80 フネケイソウ Navicula cincta ○ ○
81 Navicula confervacea ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 Navicula cryptocephala ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 Navicula cryptotenella ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 Navicula cuspidata ○ ○ ○
85 Navicula goeppertiana ○ ○ ○
86 Navicula gregaria ○ ○ ○ ○
87 Navicula halophilioides ○ ○ ○ ○
88 Navicula menisculus ○
89 Navicula minima ○ ○ ○ ○
90 Navicula neoventricosa ○
91 Navicula nipponica ○ ○ ○ ○
92 Navicula peregrina ○ ○
93 Navicula pseudacceptata ○ ○
94 Navicula pupula ○ ○ ○ ○ ○
95 Navicula saprophila ○
96 Navicula subminuscula ○ ○
97 Navicula symmetrica ○ ○ ○ ○
98 Navicula trivialis ○ ○
99 Navicula veneta ○ ○ ○ ○ ○ ○

100 Navicula viridula ○
101 Navicula viridula var. rostellata ○ ○ ○ ○
102 Navicula viridula var. rostrata ○
103 Navicula yuraensis ○ ○
104 Navicula sp. ○ ○
105 ハスフネケイソウ Neidium ampliatum ○
106 ハリケイソウ Nitzschia acicularis ○ ○
107 Nitzschia amphibia ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 Nitzschia dissipata ○ ○ ○ ○
109 Nitzschia filiformis ○ ○ ○ ○
110 Nitzschia frustulum ○ ○ ○ ○ ○
111 Nitzschia frustulum var. perpusilla ○ ○ ○
112 Nitzschia linearis ○ ○
113 Nitzschia palea ○ ○ ○ ○ ○ ○
114 Nitzschia paleacea ○ ○
115 Nitzschia subacicularis ○ ○ ○ ○
116 Nitzschia sp. ○ ○
117 ハネケイソウ Pinnularia braunii var. amphicephala ○ ○
118 Pinnularia gibba ○ ○
119 Pinnularia spp. ○ ○ ○ ○ ○
120 プレウロシラ Pleurosira laevis ○ ○ ○
121 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata ○ ○ ○
122 ジュウモンジケイソウ Stauroneis japonica ○ ○ ○ ○ ○
123 トゲマルケイソウ Stephanodiscus sp. ● ○ ○ ○
124 オオバンケイソウ Surirella angusta ○
125 Surirella biseriata ○ ○
126 Surirella tenera ○
127 Surirella sp. ○
128 ナガケイソウ Synedra acus ○ ○ ○
129 Synedra acus var. angustissima ○ ○
130 Synedra rumpens ○
131 Synedra ulna ○ ○ ○ ○
132 緑虫 ミドリムシ Euglena sp. ○
133 緑藻 ハリモ Ankistrodesmus falcatus ● ○ ○
134 Ankistrodesmus gracilis ● ○ ○ ○
135 カラキウム Characium sp. ○ ○ ○
136 コナミドリ Chlamydomonas spp. ○ ○ ○ ○
137 カワシオグサ Cladophora sp. ○ ○ ○ ○ ○
138 クロニオフォラ Cloniophora sp. ○ ○ ○ ○
139 ミカヅキモ Closterium sp. ○
140 ツヅミモ Cosmarium spp. ● ○
141 クルキゲニア Crucigenia tetrapedia ○
142 グロエオキスチス Gloeocystis sp. ● ○
143 アミミドロ Hydrodictyon reticulatum ○
144 ミクロクチニウム Micractinium pusillum ○
145 モノラフィディウム Monoraphidium sp. ○
146 サヤミドロ Oedogonium spp. ○ ○ ○ ○
147 クンショウモ Pediastrum sp. ● ○ ○ ○
148 リゾクロニウム Rhizoclonium sp. ○ ○
149 イカダモ Scenedesmus spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
150 シュロエデリア Schroederia spiralis ● ○
151 アオミドロ Spirogyra sp. ○ ○ ○ ○
152 キヌミドロ Stigeoclonium sp. ○ ○ ○ ○ ○
153 ヒビミドロ Ulothrix sp. ○ ○ ○

22 18 33 100 99 95 89
種類数 合計 38 124 119
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②地点別出現種の状況 

a．出現種類数 

各地点の出現種類数を図Ⅲ-5に示す。 

付着藻類群落の種類数のうち，定量調査結果は，その場で生きていた種類数を示すもので，定性調

査結果には，上流部を含む広い範囲に生息する種類が含まれる。8月の調査では，全ての地点で定量

調査結果よりも，定性調査結果の種類数が上回り，10 月の調査でも，善福寺川の渡戸橋（Z-1），神

田川の井の頭線車庫脇（K-1）以外で，定性調査結果の種類数が多い。この様な結果は，調査地点の

上流部には，調査地点とは異なる環境が分布していることを示している。 

妙正寺川では，定量調査の結果 8月 9種，10月 19 種で，前述したように 10 月に増加している。 

善福寺川では，善福寺公園の上池と下池の間の渡戸橋（Z-1）で種類数が少なく，寺分橋（Z-2）で

増加するが，その後下流に行くに従い徐々に減少傾向を示している。定量調査による出現種類数が最

も多いのは 8 月の井荻橋（Z-4）で 41 種，10 月の寺分橋（Z-2）で 40 種で，もっとも下流の和田堀

橋（Z-9）は 8月 26種，10 月 13種と少ない値を示している。また，善福寺公園の上池と下池の間の

渡戸橋（Z-1）で，10月に定量調査結果の方が定性調査結果よりも出現種類数が増加している。この

点については，直前の台風の影響により，善福寺公園の池から藻類が流下してきていた可能性も考え

られる。 

神田川においても，上流の井の頭線車庫脇（K-1）で多くの種類が出現し，下流に行くに従い徐々

に減少傾向を示している。神田川の各調査地点は，全般的に妙正寺川や善福寺川よりも出現種類数が

多い傾向を示している。井の頭線車庫脇（K-1）でも，10月の定量調査結果の方が定性調査結果より

も出現種類数が増加している。当地点についても，直前の台風の影響による影響と考えられ，当地点

における藻類の回復力の高さを示していると言える。 
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図Ⅲ-5（1） 付着藻類の地点別出現種類数（8月） 
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図Ⅲ-5（2） 付着藻類の地点別出現種類数（10月）
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b．現存量及び沈殿量 

各区地点の現存量及びそこに含まれる浮遊性種の割合を図Ⅲ-5に，沈殿量を図Ⅲ-6に示す。なお，

地点別月別の定量・定性調査結果の一覧は表Ⅲ-14に示した。 

一般的に都市河川を流れる河川は窒素やリン濃度が高く，栄養に富んでいるため，藻類現存種量は

多くなる傾向にある。しかし，本調査の 3河川は，全体的に藻類現存量が比較的少ない傾向が認めら

れる。また，沈殿量についても，8月，10月ともに少ない傾向を示している。この要因として，藻類

を餌とするユスリカやコカゲロウなどの水生動物が多いことも一因として挙げられる。 

また，今回の 10 月の調査は，台風が通過した直後に実施している。藻類は，増水などにより河床

が現れた後には，繁殖が活発になり，種類数や現存量が増加することが知られている。今回の調査で

も，8 月の調査時より 10 月に，種類数，現存量が増加した地点が見られ，藻類の回復力からそれぞ

れの水域の環境を推察することが出来ると考えられる。 

各河川の状況について以下に示す。 

■妙正寺川 

妙正寺川では，他の河川と比較して現存量が少ない傾向を示している。前述したように妙正寺川は

種類数も少ない河川である。現存量は，10 月に減少するのに対して，沈殿量は増加している。沈殿

物は上流から流下した有機物も堆積するが，種構成を見ると浮遊性種の割合は低く，上流の池沼から

浮遊性種の流入は少ないと言える。従って，妙正寺川は 10 月の調査結果から，藻類の回復力が低い

場所で，水質や河川構造から見ると藻類にとってあまり良好な環境とは言えないと考えられる。 

■善福寺川 

善福寺川で現存量が最も高い地点は，善福寺公園の上池と下池の間の渡戸橋（Z-1）で，その後下

流に行くに従い減少傾向を示している。渡戸橋（Z-1）は，出現種類数がもっとも少なかったのに対

して，現存量が多くなっている。その内容は浮遊性種の割合が高く，出現種のほとんどが，善福寺公

園の池から流下して来ていることを示している。寺分橋（Z-2）についても，現存量が少ないのに対

して浮遊性種の割合が高く，調査結果の内容には善福寺公園の池の影響が大きいため，調査地点で発

生する藻類が少ないと考えられる。 

井荻橋（Z-4）から和田堀橋（Z-9）の間では，出現種類数は類似していたが，浮遊性種の割合は下

流に行くに従い減少している。井荻橋（Z-4）の現存量及び種類数は 10 月に減少しているのに対し，

沈殿量は若干増加している。また浮遊性種の割合もやや高い値を示している。井荻橋（Z-4）は，流

速がやや遅いため，有機物が堆積しやすい可能性があり，藻類の回復力もやや低いと考えられる。和

田堀橋（Z-9）についても，浮遊性種の割合は低いものの，同様の傾向がみられ，藻類の回復力もや

や低いと考えられる。 

春日橋（Z-6），尾崎橋（Z-7）では，現存量，種類数ともに 10月に増加しているが，浮遊性種の割

合，沈殿量に大きな変化はないことから，善福寺川の他の地点よりも，藻類の回復力がやや高いと考

えられる。 

■神田川 

神田川は下流に行くに従い，現存量，沈殿量が減少傾向を示している。浮遊性種は下流に行くに従

い増加傾向を示し，善福寺川と異なる傾向となっている。 

神田川で現存量が最も高い地点は，井の頭線車庫脇（K-1）で 8，10月ともに高い値を示している。

沈殿量は他の地点と比較するとやや高い値を示しているが，特に多くの有機物が堆積している状態で
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はない。浮遊性種の割合も低く，出現種類数も多い点から，杉並区の河川では藻類の生息環境として

良好な場所といえる。 

鎌倉橋（K-3）では，現存量，沈殿量ともに 10 月に増加している。浮遊性種の割合がやや増加し，

出現種類数も減少傾向を示しているが，当地点も比較的藻類の回復力がある場所と考えられる。 

方南第一橋（K-5）では，現存量，沈殿量ともに 10月に減少している。浮遊性種の割合は 10 月に

増加しているが，出現種類数には大きな変化はない。従って，当地点は，上流部に比べると藻類の生

息環境としては，あまり好適ではなくなって来ていると考えられる。また，確認された浮遊性種は，

井の頭恩賜公園の池ではなく，河川の途中で発生している可能性がある。 
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図Ⅲ-6 付着藻類の地点別調査月別現存量及び浮遊性種割合 
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図Ⅲ-7付着藻類の地点別調査月別沈殿量 
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表Ⅲ-14（1） 付着藻類の河川別調査月別出現状況（8月） 

 

 

 

調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川

調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線車庫脇 鎌倉橋 方南第一橋

St.No　　 M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5

No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性

1 藍藻 アファノカプサ Aphanocapsa sp. ● ○ 1098 ○ 2150 ○ ○

2 カロスリックス Calothrix sp. ○

3 コンボウランソウ Chamaesiphon sp. 11

4 カサネランソウ Chroococcus sp. ○ ○ ○ 979 ○ 1555 ○ ○ 691 ○

5 リングビア Lyngbya contorta (*) ● 1536 ○ ○ 173 ○

6 Lyngbya sp.(*) ● ○ 77 ○ 5 ○ 403 ○ ○ ○ 3936 ○

7 イタカサネランソウ Merismopedium sp. ● ○

8 アオコ Microcystis sp. ● ○

9 ユレモ Oscillatoria spp.(*) 40 ○ ○ ○ ○ 148 ○ 14 ○ ○ 38 ○ 13 ○ ○

10 サヤユレモ Phormidium spp.(*) ○ 38 ○ ○ 192 ○ 8 ○ 19 ○ 288 ○ ○

11 クセノコッカス Xenococcus sp. 259 ○ ○

12 紅藻 キャントランシア Audouinella sp. 16 ○ 134 ○ ○ ○ 2861 ○ 96 ○

13 オオイシソウ Compsopogon coeruleus ○ 941 ○ 148 ○ 614 ○

14 珪藻 マガリケイソウ Achnanthes clevei ○

15 Achnanthes exigua ○ 58 ○ 38 45 ○ 19

16 Achnanthes inflata ○ ○

17 Achnanthes japonica 13

18 Achnanthes lanceolata 5 ○ 864 ○ 34 ○ ○ 173 ○ 13 ○ ○

19 Achnanthes lanceolata var. rostrata ○ 19 ○

20 Achnanthes minutissima var. saprophila 27 ○ 38 ○ ○ 96 ○

21 Achnanthes rupestoides 11

22 Achnanthes subhudsonis 38 ○ ○

23 Achnanthes sp. (small type) ○ 16 ○ 96 ○ 17 403

24 アミバリケイソウ Amphipleura lindheimeri ○

25 ニセクチビルケイソウ Amphora angusta ○

26 Amphora libyca ○ ○

27 Amphora pediculus ○ ○ 96 ○ ○

28 アウラコセイラ Aulacoseira ambigua ● 38 ○ 10 ○

29 Aulacoseira distans ● ○ 19 ○ 48 ○

30 Aulacoseira italica ● ○ ○ ○ ○ 102 ○ ○

31 Aulacoseira italica f. curvata ● ○ 1094 ○ 96 ○ 278 ○

32 Aulacoseira granulata ● 19 ○ ○ 51 ○ 19 ○

33 Aulacoseira japonica ● 480 ○ 45 ○ 19 ○

34 イカダケイソウ Bacillaria paradoxa ○

35 スジフネケイソウ Caloneis silicula 38 ○ 6

36 コバンケイソウ Cocconeis sp. ○ 21 ○ ○ 264 ○ 19 ○ 173 ○ 58 ○

37 ヒメマルケイソウ Cyclotella meneghiniana ○ 24 ○ 19 ○

38 Cyclotella sp. ○ 19 ○ 13

39 クチビルケイソウ Cymbella aspera ○

40 Cymbella lacustris ○

41 Cymbella minuta ○ 38 ○ ○ ○

42 Cymbella prostrata ○

43 Cymbella sinuata

44 Cymbella tumida 5 ○

45 Cymbella turgidula

46 Cymbella sp.

47 イチモンジケイソウ Eunotia bilunaris ○ 77 ○ ○ 14 19 ○ ○

48 Eunotia minor

49 Eunotia pectinalis ○ 58 ○

50 Eunotia sp. 5 ○ 58 ○ ○

51 オビケイソウ Fragilaria berolinensis ● 35174 ○ 749 ○ 5222 ○ ○ 120 ○ ○ ○

52 Fragilaria brevistriata

53 Fragilaria bidens 19 ○ ○ ○ ○ 230 ○ 58 ○

54 Fragilaria capucina var. gracilis ○

55 Fragilaria capucina var. vaucheriae 5 ○ 38 ○ 10 ○

56 Fragilaria construens f. exigua ● 1114 ○ ○ ○

57 Fragilaria construens f. venter

58 Fragilaria crotonensis ● ○

59 Fragilaria fasciculata 11 ○ 19 4 ○ ○ ○ ○ ○

60 Fragilaria intermedia 38 ○

61 Fragilaria parasitica ○

62 Fragilaria pinnata ● 77 ○ 58 ○

63 Fragilaria pulchella ○

64 Fragilaria sp. 269 ○ 11 ○ 787 ○ ○ ○ ○

65 ヒシガタケイソウ Frustulia rhomboides 19 ○ ○

66 Frustulia rhomboides var. crassinervia 5 ○ 38 ○ 134 ○ 26 ○

67 Frustulia vulgaris ○ ○ ○

68 クサビケイソウ Gomphonema angustum 42 ○

69 Gomphonema augur 11 ○ 288 ○ ○ 19 ○

70 Gomphonema clavatum ○ 38 ○

71 Gomphonema gracile ○ 173

72 Gomphonema parvulum 12 11 96 ○ 106 ○ 38 ○ 58 ○ 38 ○ 13 29 ○

73 Gomphonema pseudoaugur ○ 24 134 ○

74 Gomphonema truncatum 19 ○

75 ニセメガネケイソウ Gyrosigma scalproides

76 Gyrosigma spencerii

77 ヒドロセラ Hydrosera triquetra 19 ○ ○

注１）(*)は、糸状群体数を示す。
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表Ⅲ-14（2） 付着藻類の河川別調査月別出現状況（8月） 

 
調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川

調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線車庫脇 鎌倉橋 方南第一橋

St.No　　 M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5

No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性

78 珪藻 タルケイソウ Melosira moniliformis

79 Melosira varians 16 ○ 3091 ○ 291 ○ 610 ○ 4454 ○ 3360 ○ 2253 ○ 893 ○

80 フネケイソウ Navicula cincta

81 Navicula confervacea ○ 2112 ● 25 ○ 67 ○ 77 ○ 67

82 Navicula cryptocephala ○ 38 ○ 8 19 ○ 19 ○ 77 ○ ○ 29 ○

83 Navicula cryptotenella ○ ○ 38 ○ 63 ○ 58 ○ ○ 672 ○ 134 ○ 10 ○

84 Navicula cuspidata 5 ○ ○ 4 6

85 Navicula goeppertiana ○

86 Navicula gregaria ○ ○ 13 ○ ○ 307 ○ 51 ○

87 Navicula halophilioides 38 ○ 19 ○ ○ 211 ○ 13 ○ 19 ○

88 Navicula menisculus

89 Navicula minima 80 ○ 864 ○ 262 ○ 24 ○

90 Navicula neoventricosa

91 Navicula nipponica ○ ○ 14 ○ 518 ○ 64 ○

92 Navicula peregrina 19 ○ 19 ○ 10 ○

93 Navicula pseudacceptata 122 ○ ○

94 Navicula pupula ○ 5 ○ ○ 19 ○ 13 ○ 19

95 Navicula saprophila 11 38

96 Navicula subminuscula 11 25 38 ○

97 Navicula symmetrica ○ 96 ○ 6 ○

98 Navicula trivialis 115 ○ 6 ○ 19 ○

99 Navicula veneta ○ ○ ○ 355 ○ 77 ○ 134 ○ 38 ○ 19 ○ 19 ○

100 Navicula viridula 19 13 ○

101 Navicula viridula var. rostellata ○ ○ 19 ○ ○

102 Navicula viridula var. rostrata

103 Navicula yuraensis

104 Navicula sp. 6

105 ハスフネケイソウ Neidium ampliatum

106 ハリケイソウ Nitzschia acicularis ○ 27

107 Nitzschia amphibia 17 ○ ○ 69 ○ 58 ○ 84 ○ 67 ○ 38 ○ 288 ○ 122 ○ ○

108 Nitzschia dissipata ○ ○ 19 ○ 6 ○

109 Nitzschia filiformis ○ ○ ○ ○

110 Nitzschia frustulum ○ 14 ○ ○ ○ 13 ○ ○

111 Nitzschia frustulum var. perpusilla 696 ○ 58 ○ 30 ○ ○

112 Nitzschia linearis

113 Nitzschia palea 6 ○ 21 ○ 115 ○ ○ 72 ○ 19 ○ 115 ○ 32 ○ 67 ○

114 Nitzschia paleacea

115 Nitzschia subacicularis 37 ○ ○ ○

116 Nitzschia sp. ○

117 ハネケイソウ Pinnularia braunii var. amphicephala 19 ○ ○

118 Pinnularia gibba

119 Pinnularia spp. 11 ○ 211 ○ ○ 10 ○ ○ 134 ○ 6 ○

120 プレウロシラ Pleurosira laevis 5 ○ ○ 38 ○ ○ 29 ○

121 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 16 ○ ○

122 ジュウモンジケイソウ Stauroneis japonica ○ 4 ○ ○ ○ 1210 ○ 83 ○

123 トゲマルケイソウ Stephanodiscus sp. ● ○ 38

124 オオバンケイソウ Surirella angusta 19 ○

125 Surirella biseriata 19 ○ ○

126 Surirella tenera

127 Surirella sp. 19 6

128 ナガケイソウ Synedra acus 19 6 29 ○

129 Synedra acus var. angustissima

130 Synedra rumpens ○

131 Synedra ulna 5 ○ 19 ○ 3 ○ 34 ○ 634 ○ 38 ○ 13 ○ 797 ○

132 緑虫 ミドリムシ Euglena sp.

133 緑藻 ハリモ Ankistrodesmus falcatus ● 58 ○

134 Ankistrodesmus gracilis ● 24

135 カラキウム Characium sp. ○

136 コナミドリ Chlamydomonas spp. 38 ○ 19

137 カワシオグサ Cladophora sp. 6 ○ 19 10

138 クロニオフォラ Cloniophora sp. 13 ○ ○ 5338 ○ ○ 595 ○

139 ミカヅキモ Closterium sp. ○

140 ツヅミモ Cosmarium spp. ● 19 ○

141 クルキゲニア Crucigenia tetrapedia

142 グロエオキスチス Gloeocystis sp. ● 230 ○

143 アミミドロ Hydrodictyon reticulatum ○ ○

144 ミクロクチニウム Micractinium pusillum

145 モノラフィディウム Monoraphidium sp.

146 サヤミドロ Oedogonium spp. ○ 27 ○ 58 ○ 8 77 ○ ○

147 クンショウモ Pediastrum sp. ● 154 ○ 461 ○ ○

148 リゾクロニウム Rhizoclonium sp. 4 ○

149 イカダモ Scenedesmus spp. 190 ○ 154 ○ 21 ○ 38 ○ 34 326 ○ 2880 ○ 461 ○ 51 ○ ○

150 シュロエデリア Schroederia spiralis ●

151 アオミドロ Spirogyra sp. 96 ○ 8 ○ 14 ○ ○ ○ ○

152 キヌミドロ Stigeoclonium sp. 2143 ○ ○ 96 1786 ○ ○

153 ヒビミドロ Ulothrix sp. 17 ○ 38 ○ 230 ○

沈澱量（ml／50cm2） 1 － 2.6 － 1.7 － 4.4 － 1.2 － 1.3 － 3.2 － 4.8 － 2.8 － 2.6 －

合計（細胞数／mm2） 2690 － 38631 － 2020 － 16336 － 2957 － 4281 － 16527 － 18021 － 3665 － 7709 －

9 17 10 18 33 51 41 45 28 38 28 44 26 41 47 60 41 61 27 38

18 20 57 54 46 48 44 68 69 43

浮遊性種割合(%) 0.00 － 98.71 － 37.33 － 33.39 － 37.13 － 14.13 － 4.40 － 20.87 － 9.58 － 55.92 －

種類数
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表Ⅲ-14（3） 付着藻類の河川別調査月別出現状況（10月） 

 

 
調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川

調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線車庫脇 鎌倉橋 方南第一橋

St.No　　 M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5

No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性

1 藍藻 アファノカプサ Aphanocapsa sp. ●

2 カロスリックス Calothrix sp.

3 コンボウランソウ Chamaesiphon sp.

4 カサネランソウ Chroococcus sp. 154 ○

5 リングビア Lyngbya contorta (*) ● 77 ○ ○ ○

6 Lyngbya sp.(*) ● 38 19 ○ ○

7 イタカサネランソウ Merismopedium sp. ● 307

8 アオコ Microcystis sp. ●

9 ユレモ Oscillatoria spp.(*) ○ 154 ○ 10 ○ 221 ○ ○ 8 ○ 58 ○ ○ ○

10 サヤユレモ Phormidium spp.(*) 2 230 19 ○ 38 ○ 58 ○ 8 38 40

11 クセノコッカス Xenococcus sp. 115

12 紅藻 キャントランシア Audouinella sp. 58 ○ 902 ○ 518 ○ ○ 31 ○ 8102 ○ ○ 25 ○

13 オオイシソウ Compsopogon coeruleus ○ 538 ○ 154 ○

14 珪藻 マガリケイソウ Achnanthes clevei ○ 19

15 Achnanthes exigua ○ 19 ○ 6 ○

16 Achnanthes inflata ○

17 Achnanthes japonica

18 Achnanthes lanceolata ○ 38 19 ○ 115 ○ ○ ○ 269 ○ 67 ○

19 Achnanthes lanceolata var. rostrata 38 ○ 121 29 ○

20 Achnanthes minutissima var. saprophila 134 ○

21 Achnanthes rupestoides 38

22 Achnanthes subhudsonis 10 ○ 38

23 Achnanthes sp. (small type) 5 ○ ○ 298 ○ 154 15 ○ ○ 768 ○ 67 ○

24 アミバリケイソウ Amphipleura lindheimeri

25 ニセクチビルケイソウ Amphora angusta ○

26 Amphora libyca

27 Amphora pediculus 115 19 77 ○ ○ 346 ○ ○ ○

28 アウラコセイラ Aulacoseira ambigua ● ○ 19 ○ 13 42 ○

29 Aulacoseira distans ● ○ 27 ○ 200 ○

30 Aulacoseira italica ● 12 192 ○ 19 ○ 38 ○ ○ 8 ○ 96 ○ ○

31 Aulacoseira italica f. curvata ● 1440 1075 157

32 Aulacoseira granulata ● 154 ○ ○ 31 ○ 65 ○ 154 ○ 108 ○ 29 ○

33 Aulacoseira japonica ● 307 ○ 914 ○ 933 ○

34 イカダケイソウ Bacillaria paradoxa

35 スジフネケイソウ Caloneis silicula

36 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. ○ ○ ○ 38 ○ 46 ○ 288 336 ○ ○

37 ヒメマルケイソウ Cyclotella meneghiniana

38 Cyclotella sp. ○

39 クチビルケイソウ Cymbella aspera

40 Cymbella lacustris ○

41 Cymbella minuta 19 ○

42 Cymbella prostrata ○

43 Cymbella sinuata ○

44 Cymbella tumida 10 ○

45 Cymbella turgidula ○

46 Cymbella sp. ○

47 イチモンジケイソウ Eunotia bilunaris ○ 58 ○ 58 ○ ○

48 Eunotia minor 9 10 ○ 38

49 Eunotia pectinalis 19 ○ 86 19 ○ 15 115 ○ ○

50 Eunotia sp.

51 オビケイソウ Fragilaria berolinensis ● 2 15821 ○ 2150 ○ 182 ○ 2266 ○ 699 ○ 31 ○ 288 ○

52 Fragilaria brevistriata 77

53 Fragilaria bidens ○ ○

54 Fragilaria capucina var. gracilis 19 ○

55 Fragilaria capucina var. vaucheriae 2 ○ ○ 19 ○ 19 15 ○ 4 ○ 38 ○ 40 ○

56 Fragilaria construens f. exigua ● 38 ○ ○ 77 ○

57 Fragilaria construens f. venter ○

58 Fragilaria crotonensis ● 2 19 13 ○

59 Fragilaria fasciculata 96 ○ ○ 96 ○ ○

60 Fragilaria intermedia 38 38 ○

61 Fragilaria parasitica ○

62 Fragilaria pinnata ● 5 ○ ○

63 Fragilaria pulchella

64 Fragilaria sp. ○

65 ヒシガタケイソウ Frustulia rhomboides ○ ○

66 Frustulia rhomboides var. crassinervia ○ 96 ○ ○ 269 ○ ○ 2

67 Frustulia vulgaris 19 ○ 10 ○ ○ 192 ○ 13 ○

68 クサビケイソウ Gomphonema angustum ○

69 Gomphonema augur 58 ○ 48 154 ○ ○ ○

70 Gomphonema clavatum 10 ○ ○

71 Gomphonema gracile 58 ○ ○ 134 ○ 31 ○

72 Gomphonema parvulum 25 ○ 202 ○ 202 ○ 480 ○ 61 ○ ○ 173 ○ 484 ○ ○

73 Gomphonema pseudoaugur 19 ○ ○ ○ ○

74 Gomphonema truncatum ○

75 ニセメガネケイソウ Gyrosigma scalproides 13

76 Gyrosigma spencerii 13

77 ヒドロセラ Hydrosera triquetra

注１）(*)は、糸状群体数を示す。
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表Ⅲ-14（4） 付着藻類の河川別調査月別出現状況（10月） 

 

 

 

 

調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川

調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線車庫脇 鎌倉橋 方南第一橋

St.No　　 M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5

No. 綱 属 　学　名 浮遊性種 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性 定量 定性

78 珪藻 タルケイソウ Melosira moniliformis ○

79 Melosira varians 106 ○ 298 ○ 1094 ○ 223 ○ 50 ○ 211 ○ 161 ○ ○

80 フネケイソウ Navicula cincta ○ 403 ○ 27 ○ ○

81 Navicula confervacea 7 ○ 58 ○ 58 ○ ○ ○

82 Navicula cryptocephala ○ ○ ○ 58 15 ○ ○ 250 ○ 27 ○ ○

83 Navicula cryptotenella 9 ○ 38 19 ○ 115 ○ 154 ○ 12 ○ 365 ○ 27 ○ ○

84 Navicula cuspidata ○

85 Navicula goeppertiana 58 ○ ○ 38 ○ 94 ○

86 Navicula gregaria 10 ○ ○ 211 77 ○ ○ 250 ○ 148 17 ○

87 Navicula halophilioides ○ ○ 173 ○

88 Navicula menisculus ○

89 Navicula minima ○ 77 19 38 230 84 ○ ○ 115 ○ 27

90 Navicula neoventricosa 19

91 Navicula nipponica 10 ○ ○ ○ 8 ○ ○ 614 ○ 40 ○ 2 ○

92 Navicula peregrina ○

93 Navicula pseudacceptata

94 Navicula pupula ○ ○

95 Navicula saprophila

96 Navicula subminuscula

97 Navicula symmetrica 10 ○ ○ 8 19

98 Navicula trivialis 19 2

99 Navicula veneta 32 ○ 10 ○ 394 ○ 595 138 ○ 96 67 4 ○

100 Navicula viridula

101 Navicula viridula var. rostellata ○ 8 ○ 121 ○ 2 ○

102 Navicula viridula var. rostrata ○ 2 ○

103 Navicula yuraensis 19 ○ ○ 6

104 Navicula sp. ○

105 ハスフネケイソウ Neidium ampliatum ○

106 ハリケイソウ Nitzschia acicularis 21 ○

107 Nitzschia amphibia 5 ○ 38 ○ 19 ○ 38 ○ 154 ○ 84 ○ 192 484 ○

108 Nitzschia dissipata ○ ○ ○ 4 365 ○

109 Nitzschia filiformis ○ 58

110 Nitzschia frustulum 2 77 ○ 125 ○ 134 15 ○ 12 77 40

111 Nitzschia frustulum var. perpusilla 307 ○ ○ 67

112 Nitzschia linearis ○ ○

113 Nitzschia palea ○ 48 ○ 48 ○ 192 31 ○ 8 ○ ○ 4 ○

114 Nitzschia paleacea 19 ○ ○ ○

115 Nitzschia subacicularis 192 58 ○ 23 ○ 96 ○ 6

116 Nitzschia sp. 38 ○ ○ ○

117 ハネケイソウ Pinnularia braunii var. amphicephala ○ 10 ○ 96 ○ ○ ○

118 Pinnularia gibba ○ 192 ○ 31 ○ ○ 38 ○ 27 ○ 4

119 Pinnularia spp. ○ 77 ○ 19 ○ ○ ○ 96 ○ ○ 4 ○

120 プレウロシラ Pleurosira laevis 108 ○

121 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 19

122 ジュウモンジケイソウ Stauroneis japonica 5 ○ 19 ○ 15 ○ ○ 480 ○ 67 ○

123 トゲマルケイソウ Stephanodiscus sp. ● ○ 27 ○ 10 ○

124 オオバンケイソウ Surirella angusta

125 Surirella biseriata ○

126 Surirella tenera 13 ○

127 Surirella sp.

128 ナガケイソウ Synedra acus ○ ○ ○ 15 38 ○ ○ 4

129 Synedra acus var. angustissima 384 ○ 29 67 ○ 4 ○ ○

130 Synedra rumpens

131 Synedra ulna 38 19 ○ ○ 211 ○ 46 ○ ○ 134 ○ 67 ○ 17 ○

132 緑虫 ミドリムシ Euglena sp. 38 ○

133 緑藻 ハリモ Ankistrodesmus falcatus ● ○ 31

134 Ankistrodesmus gracilis ● 5 ○ 307 10 ○ ○ 38

135 カラキウム Characium sp. 2 ○ ○

136 コナミドリ Chlamydomonas spp. ○ ○ 4

137 カワシオグサ Cladophora sp. ○ ○ ○ 8 ○

138 クロニオフォラ Cloniophora sp. 461 ○ 38 ○ 1068 ○ 2527 ○ 38

139 ミカヅキモ Closterium sp.

140 ツヅミモ Cosmarium spp. ●

141 クルキゲニア Crucigenia tetrapedia ○

142 グロエオキスチス Gloeocystis sp. ●

143 アミミドロ Hydrodictyon reticulatum

144 ミクロクチニウム Micractinium pusillum ○

145 モノラフィディウム Monoraphidium sp. ○ ○

146 サヤミドロ Oedogonium spp. ○ ○ ○

147 クンショウモ Pediastrum sp. ● 307 ○ ○ ○ ○ 307

148 リゾクロニウム Rhizoclonium sp. 58

149 イカダモ Scenedesmus spp. 55 ○ 1382 ○ 538 ○ 38 ○ 154 ○ 123 ○ ○ 461 ○ 31 ○

150 シュロエデリア Schroederia spiralis ● 115 ○ ○ ○

151 アオミドロ Spirogyra sp. ○ ○

152 キヌミドロ Stigeoclonium sp. 247 ○ ○ 1171 ○ 3302 4777 ○ 806 ○ 1452

153 ヒビミドロ Ulothrix sp. ○ ○

沈澱量（ml／50cm2） 1.5 － 3.6 － 3.8 － 6.8 － 2.6 － 2.1 － 3 － 4.4 － 4 － 0.5 －

合計（細胞数／mm2） 433 － 20695 － 3920 － 5213 － 11750 － 6988 － 1305 － 19042 － 8949 － 1614 －

19 25 26 18 40 61 29 54 35 38 32 38 13 26 52 44 36 41 28 42

33 34 71 58 49 45 30 62 56 51

浮遊性種割合(%) 5.99 － 83.85 － 56.07 － 5.7 － 19.61 － 10.88 － 7.97 － 13.8 － 24.18 － 85.76 －

種類数
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  c．優占種 

各地点の時期別の優占種を表Ⅲ-15に示す。 

妙正寺川では，8月 10月ともに緑藻（Stigeoclonium sp.）が最も優占しており，珪藻類が少ない

点が特徴的である。優占種上位 3種に浮遊性種は含まれていない。 

善福寺川の渡戸橋（Z-1），寺分橋（Z-2）Zの 8，10月と井荻橋（Z-4）の 8月までは，珪藻類（Fragilaria 

berolinensis，オビケイソウ属）が最も優占している。当種は浮遊性種で，善福寺公園の池から流下

してきたものと考えられる。この傾向は第三次調査（平成 12 年度）と同様の傾向を示している。井

荻橋（Z-4）では，10 月に環境省が絶滅危惧種として指定しているオオイシソウ（Compsopogon 

coeruleus）が優占種第 3位となっている。春日橋（Z-6）の 10月および尾崎橋（Z-7），和田堀橋（Z-9）

は緑藻類が最も優占している。これら上位の優占種はいずれも浮遊性種ではなく，調査地を反映する

優占種である。 

神田川では，井の頭線車庫脇（K-1）の 8月は優占種の上位から珪藻類（Melosira varians），紅藻

類（Audouinella sp.），藍藻類（Aphanocapsa sp.）で異なる分類群が上位に出現しており，多様な

藻類構成を示している。このうち紅藻類（Audouinella sp.）は 10月にも優占種第一位となっている。

鎌倉橋（K-3）では，8 月に浮遊性種ではない珪藻類が上位 3 種を占めている。10 月には緑藻類

（Cloniophora sp.），紅藻類（Stigeoclonium sp.），珪藻類（Aulacoseira italica f. curvata）と

異なる分類群が上位に出現しており，やはり多様な藻類構成を示している。方南第一橋（K-5）では，

8 月には上位 3種の内，2種は浮遊性種ではない藍藻類や珪藻類であるが，10月には，浮遊性種の珪

藻類（アウラコセイラ属）が上位 3種を占めている。 

浮遊性種のアウラコセイラ属は，善福寺川でも確認されているが，善福寺川では少ない種類である。

これに対して善福寺川に多いオビケイソウ属は神田川には少ない傾向にある。 

 

表Ⅲ-15 付着藻類の優占度（出現頻度上位第 1～3位） 

 

 

河川 調査地点 調査月 第1位 第2位 第3位

妙正寺川 松下橋 8月 Stigeoclonium sp. Xenococcus sp. Scenedesmus spp.

（M-1） 10月 Stigeoclonium sp. Scenedesmus spp. Navicula veneta

善福寺川 渡戸橋 8月 Fragilaria berolinensis ● Lyngbya contorta(*) ● Fragilaria construens f. exigua ●

（Z-1） 10月 Fragilaria berolinensis ● Scenedesmus spp. Synedra acus var. angustissima

寺分橋 8月 Fragilaria berolinensis ● Nitzschia frustulum var. perpusilla Navicula minima

（Z-2） 10月 Fragilaria berolinensis ● Scenedesmus spp. Gomphonema parvulum

井萩橋 8月 Fragilaria berolinensis ● Melosira varians Navicula confervacea Pinnularia spp.

（Z-4） 10月 Stigeoclonium sp. Audouinella sp. Compsopogon coeruleus

春日橋 8月 Aphanocapsa sp. ● Navicula veneta Melosira varians

（Z-6） 10月 Stigeoclonium sp. Fragilaria berolinensis ● Melosira varians

尾崎橋 8月 Stigeoclonium sp. Melosira varians Pediastrum sp. ●

（Z-7） 10月 Stigeoclonium sp. Fragilaria berolinensis ● Melosira varians

和田堀橋 8月 Cloniophora sp. Melosira varians Scenedesmus spp.

（Z-9） 10月 Cloniophora sp. Aulacoseira granulata ● Melosira varians

神田川 井の頭線車庫脇 8月 Melosira varians Audouinella sp. Aphanocapsa sp. ●

（K-1） 10月 Audouinella sp. Aulacoseira italica f. curvata ● Stigeoclonium sp.

鎌倉橋 8月 Melosira varians Navicula cryptotenella Nitzschia amphibia

（K-3） 10月 Cloniophora sp. Stigeoclonium sp. Aulacoseira italica f. curvata ●

方南第一橋 8月 Lyngbya sp.(*) ● Melosira varians Synedra ulna

（K-5） 10月 Aulacoseira japonica ● Aulacoseira distans ● Aulacoseira italica f. curvata ●

●：浮遊性種
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2）珪藻の有機汚濁指数による水質判定 

付着藻類のなかで，珪藻類は水質との関係がよく検討され，多くの種類が水質の指標として利用さ

れている。そこで，ここでは珪藻を用いた有機汚濁指数（渡辺 1988）により，水質判定を実施した。 

有機汚濁指数 DAIpoによる水質判定結果を表Ⅲ-16に，地点別月別の結果を表Ⅲ-17に示す。 

3 河川の中では，善福寺川の渡戸橋（Z-1），神田川の井の頭線車庫脇（K-1）で，水質が良好であ

るⅠ「貧腐水性水域」と判定された。 

妙正寺川の松下橋（M-1）の水質判定は，8 月がⅣ，10 月がⅠと評価が大きく変改している。これ

は，10月の台風の影響の他に，当地点の流量などが不安定である事を示していると考えられる。 

善福寺川では，井荻橋（Z-4），春日橋（Z-6）で 8，10 月ともに水質判定はⅡ「β中腐水性水域」

で，水質がやや悪化していると判定された。寺分橋（Z-2），尾崎橋（Z-7），和田堀橋（Z-9）では，

水質判定が 8月のⅡから 10月にⅠ「貧腐水性水域」へとよい評価に変化している。これも，10月の

台風により大量の水が流下し水路が浄化された事による可能性が考えられる。 

神田川の方南第一橋（K-5）は 8，10 月ともに水質判定はⅡ「β中腐水性水域」で，水質がやや悪

化していると判定された。鎌倉橋（K-3）はⅠからⅡ「β中腐水性水域」に資質判定の評価が下がっ

ている。 

 

表Ⅲ-16 付着藻類の有機汚濁指数（DAIpo）による水質判定結果 

河川名 地点名 8月 10月 平均

妙正寺川  松下橋 Ⅳ Ⅰ Ⅰ／Ⅳ

善福寺川  渡戸橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

 寺分橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ／Ⅱ

 井萩橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ

 春日橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ

 尾崎橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ／Ⅱ

 和田堀橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ／Ⅱ Ⅰ：貧腐水性水域

神田川  井の頭線車庫脇 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ：β中腐水性水域

 鎌倉橋 Ⅰ Ⅱ Ⅰ／Ⅱ Ⅲ：α中腐水性水域

 方南第一橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅳ：強腐水性水域

調査時期

 

◆指数（数字）の意味：数字が小さいほど水質は汚く、大きいほどきれいなことを示す。
　　0-19：強腐水性水域（Ⅳ）　　 20-34：α中腐水性水域（Ⅲ）
　　35-49：β中腐水性水域（Ⅱ）　50-100：貧腐水性水域（Ⅰ）  
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表Ⅲ-17（1） 付着珪藻類指標性区分と有機汚濁指数（DAIpo）（8月） 

 

 

調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川
調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線 鎌倉橋 方南

車庫脇 第一橋
No. 綱 属 汚濁性 　学　名 St.No M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5
11 珪藻 ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ ● Achnanthes exigua 0.4 0.4 1.3 0.8
12 ○ Achnanthes japonica 0.4
13 ○ Achnanthes lanceolata 0.3 6.0 2.3 1.6 0.4
14 Achnanthes lanceolata var. rostrata 0.5
15 ● Achnanthes minutissima var. saprophila 1.4 0.3 0.9
16 ○ Achnanthes rupestoides 0.6
17 ○ Achnanthes subhudsonis 0.3
18 Achnanthes sp. (small type) 0.8 0.7 1.1 3.8
19 ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ ○ Amphora pediculus 0.9
20 ｱｳﾗｺｾｲﾗ Aulacoseira ambigua 1.1 0.4
21 Aulacoseira distans 0.5 2.0
22 Aulacoseira italica 2.9
23 Aulacoseira italica f. curvata 10.3 2.7 11.3
24 Aulacoseira granulata 0.3 1.5 0.8
25 Aulacoseira japonica 4.5 1.3 0.8
26 ｽｼﾞﾌﾈｹｲｿｳ Caloneis silicula 0.4 0.2
27 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis sp. 1.1 16.7 0.3 1.6 1.7
28 ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ ● Cyclotella meneghiniana 1.5 0.8
29 Cyclotella sp. 1.2 0.4
30 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ ○ Cymbella minuta 0.4
31 ○ Cymbella tumida 0.3
32 ｲﾁﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ Eunotia bilunaris 0.5 0.9 0.2
33 ○ Eunotia pectinalis 0.4
34 Eunotia sp. 0.3 0.4
35 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria berolinensis 95.9 38.6 36.0 7.6
36 Fragilaria bidens 0.1 2.2 1.7
37 ○ Fragilaria capucina var. vaucheriae 0.3 0.7 0.4
38 Fragilaria construens f. exigua 3.0
39 Fragilaria fasciculata 0.6 0.1 0.3
40 ○ Fragilaria intermedia 0.4
41 Fragilaria pinnata 0.2 0.4
42 Fragilaria sp. 0.7 0.6 5.4
43 ﾋｼｶﾞﾀｹｲｿｳ Frustulia rhomboides 0.2
44 Frustulia rhomboides var. crassinervia 0.3 0.3 1.3 0.7
45 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema angustum 2.2
46 Gomphonema augur 0.6 2.0 0.2
47 Gomphonema clavatum 0.3
48 Gomphonema gracile 1.6
49 Gomphonema parvulum 34.3 0.6 0.7 7.1 2.4 1.0 0.4 0.4 1.2
50 ● Gomphonema pseudoaugur 1.5 2.3
51 Gomphonema truncatum 0.1
52 ﾋﾄﾞﾛｾﾗ Hydrosera triquetra 0.3
53 ﾀﾙｹｲｿｳ Melosira varians 0.8 21.3 19.6 38.6 77.4 31.5 64.3 36.3
54 ﾌﾈｹｲｿｳ ● Navicula confervacea 14.6 1.7 4.2 1.3 2.7
55 Navicula cryptocephala 0.3 0.5 1.2 0.3 0.7 1.2
56 ○ Navicula cryptotenella 0.3 4.2 3.7 6.3 3.8 0.4
57 Navicula cuspidata 0.3 0.3 0.2
58 ● Navicula goeppertiana
59 Navicula gregaria 0.9 2.9 1.5
60 Navicula halophilioides 0.1 0.1 2.0 0.4 0.8
61 Navicula minima 4.1 6.0 17.6 1.5
62 Navicula nipponica 0.9 4.9 1.8
63 Navicula peregrina 0.2 0.5 0.4
64 Navicula pseudacceptata 8.2
65 ● Navicula pupula 0.3 0.3 0.4 0.8
66 ● Navicula saprophila 0.6 2.6
67 ● Navicula subminuscula 0.6 1.7 0.7
68 Navicula symmetrica 0.9 0.2
69 Navicula trivialis 1.1 0.2 0.8
70 Navicula veneta 23.9 4.9 2.3 0.4 0.5 0.8
71 Navicula viridula 0.2 0.4
72 Navicula viridula var. rostellata 0.2
73 Navicula sp. 0.2
74 ﾊﾘｹｲｿｳ Nitzschia acicularis 1.4
75 ● Nitzschia amphibia 48.6 3.6 0.4 5.7 4.2 0.7 2.7 3.5
76 ○ Nitzschia dissipata 0.2 0.2
77 Nitzschia frustulum 0.9 0.4
78 Nitzschia frustulum var. perpusilla 35.9 0.4 2.0
79 ● Nitzschia palea 17.1 1.1 0.8 4.6 0.3 1.1 0.9 2.7
80 Nitzschia subacicularis 1.9
81 ﾊﾈｹｲｿｳ ● Pinnularia braunii var. amphicephala 0.1
82 Pinnularia spp. 0.6 1.5 0.6 1.3 0.2
83 ﾌﾟﾚｳﾛｼﾗ Pleurosira laevis 0.3 0.7 1.2
84 ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ ○ Rhoicosphenia abbreviata 0.8
85 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ ○ Stauroneis japonica 0.3 11.3 2.4
86 ﾄｹﾞﾏﾙｹｲｿｳ Stephanodiscus sp. 0.4
87 ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella angusta 0.2
88 Surirella biseriata 0.2
89 Surirella sp. 0.2 0.2
90 ﾅｶﾞｹｲｿｳ Synedra acus 0.2 0.2 1.2
91 Synedra ulna 0.3 0.1 0.2 2.2 11.0 0.4 0.4 32.4

●：好汚濁性種の出現率（％）合計 65.7 0.0 7.4 16.5 11.6 16.1 5.7 5.0 6.0 7.8
　：広適応性種の出現率（％）合計 34.3 100.0 90.9 76.6 81.7 79.6 93.7 74.0 86.8 91.4
○：好清水性種の出現率（％）合計 0.0 0.0 1.7 6.9 6.8 4.3 0.7 21.1 7.1 0.8
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表Ⅲ-17（2） 付着珪藻類指標性区分と有機汚濁指数（DAIpo）（10月） 

 調査河川   妙正寺川 善福寺川 神田川
調査地点   松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線 鎌倉橋 方南

車庫脇 第一橋
No. 綱 属 汚濁性 　学　名 St.No M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5
10 珪藻 ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ ○ Achnanthes clevei 0.2
11 ● Achnanthes exigua 0.2 0.4
12 ○ Achnanthes lanceolata 1.2 0.8 1.6 2.9 1.4
13 Achnanthes lanceolata var. rostrata 0.4 2.5 1.9
14 ● Achnanthes minutissima var. saprophila 1.5
15 ○ Achnanthes rupestoides 0.4
16 ○ Achnanthes subhudsonis 0.3 0.4
17 Achnanthes sp. (small type) 4.1 12.9 2.2 0.8 8.3 1.4
18 ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ ○ Amphora pediculus 0.7 0.8 1.1 3.7
19 ｱｳﾗｺｾｲﾗ Aulacoseira ambigua 0.2 0.3 2.8
20 Aulacoseira distans 0.6 13.2
21 Aulacoseira italica 9.8 1.1 0.6 1.7 4.0 1.0
22 Aulacoseira italica f. curvata 15.5 21.8 10.4
23 Aulacoseira granulata 0.9 1.6 32.8 1.7 2.2 1.9
24 Aulacoseira japonica 3.3 18.5 61.5
25 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis placentula var. 0.5 2.4 3.1 6.8
26 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ ○ Cymbella minuta 0.6
27 ○ Cymbella tumida 0.3
28 ｲﾁﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ Eunotia bilunaris 1.8 2.5
29 Eunotia minor 7.4 0.3 0.4
30 Eunotia pectinalis 0.6 3.7 0.3 0.8 1.2
31 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria berolinensis 1.6 90.0 65.8 7.9 32.3 37.0 15.7 3.1
32 Fragilaria brevistriata 0.4
33 ○ Fragilaria capucina var. gracilis 0.6
34 ○ Fragilaria capucina var. vaucheriae 1.6 0.8 0.3 0.8 2.0 0.4 0.8
35 Fragilaria construens f. exigua 0.2 3.3
36 Fragilaria crotonensis 1.6 0.2 0.9
37 Fragilaria fasciculata 2.9 1.4
38 ○ Fragilaria intermedia 0.2 0.5
39 Fragilaria pinnata 4.1
40 ﾋｼｶﾞﾀｹｲｿｳ Frustulia rhomboides var. crassinervia 4.2 2.9 0.1
41 Frustulia vulgaris 0.6 0.4 2.1 0.3
42 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema augur 1.8 2.1 2.2
43 Gomphonema clavatum 0.3
44 Gomphonema gracile 1.8 1.9 1.6
45 Gomphonema parvulum 20.5 6.2 8.8 6.9 3.2 1.9 9.8
46 ● Gomphonema pseudoaugur 0.6
47 ﾆｾﾒｶﾞﾈｹｲｿｳ Gyrosigma scalproides 0.3
48 Gyrosigma spencerii 0.3
49 ﾁｬﾂﾞﾂｹｲｿｳ Melosira varians 3.3 12.9 15.6 11.8 25.3 2.3 3.3
50 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cincta 4.4 0.6
51 ● Navicula confervacea 5.7 2.5 0.8
52 Navicula cryptocephala 0.8 0.8 2.7 0.6
53 ○ Navicula cryptotenella 7.4 0.2 0.6 1.6 8.2 6.1 3.9 0.6
54 ● Navicula goeppertiana 1.8 0.4 1.9
55 Navicula gregaria 0.3 3.0 4.1 2.7 3.0 1.1
56 Navicula halophilioides 1.9
57 Navicula minima 0.4 0.6 1.7 3.3 4.5 1.2 0.6
58 Navicula neoventricosa 0.6
59 Navicula nipponica 0.3 0.4 6.6 0.8 0.1
60 Navicula symmetrica 0.3 0.4 0.2
61 Navicula trivialis 0.2 0.1
62 Navicula veneta 26.2 0.3 17.1 8.5 7.3 1.0 1.4 0.3
63 Navicula viridula var. rostellata 0.4 2.5 0.1
64 Navicula viridula var. rostrata 0.1
65 ○ Navicula yuraensis 0.6 0.4
66 ﾊﾘｹｲｿｳ Nitzschia acicularis 1.4
67 ● Nitzschia amphibia 4.1 0.2 0.6 1.7 2.2 4.5 2.1 9.8
68 ○ Nitzschia dissipata 2.0 3.9
69 Nitzschia filiformis 0.6
70 Nitzschia frustulum 1.6 0.4 5.4 1.9 0.8 6.1 0.8 0.8
71 Nitzschia frustulum var. perpusilla 1.8 1.4
72 ● Nitzschia palea 1.5 2.1 2.7 1.6 4.0 0.3
73 Nitzschia paleacea 0.6
74 Nitzschia subacicularis 1.1 0.8 1.2 1.0 0.4
75 Nitzschia sp. 0.4
76 ﾊﾈｹｲｿｳ ● Pinnularia braunii var. amphicephala 0.4 1.4
77 Pinnularia gibba 2.7 1.6 0.4 0.6 0.3
78 Pinnularia spp. 3.3 0.3 1.0 0.3
79 ﾌﾟﾚｳﾛｼﾗ Pleurosira laevis 2.2
80 ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ ○ Rhoicosphenia abbreviata 0.6
81 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｹｲｿｳ ○ Stauroneis japonica 4.1 0.6 0.8 5.2 1.4
82 ﾄｹﾞﾏﾙｹｲｿｳ Stephanodiscus sp. 0.6 0.7
83 ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella tenera 0.3
84 ﾅｶﾞｹｲｿｳ Synedra acus 0.8 0.4 0.3
85 Synedra acus var. angustissima 2.2 0.9 2.9 2.0
86 Synedra ulna 0.2 0.6 3.0 2.4 1.5 1.4 1.1

●：好汚濁性種の出現率（％）合計 0.0 0.0 1.7 0.0 3.6 2.9 0.0 5.4 8.5 2.8
 　：広適応性種の出現率（％）合計 86.9 8.5 28.6 73.3 60.5 58.1 84.3 79.1 87.5 95.7
○：好清水性種の出現率（％）合計 13.1 91.5 69.7 26.7 35.9 39.0 15.7 15.5 4.1 1.5
有機汚濁指数（DAIpo） 56.5 95.7 84.0 63.4 66.1 68.1 57.8 55.0 47.8 49.4
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3）既往調査との比較 

既往調査と比較した出現種類数の変化を図Ⅲ-8 及び表Ⅲ-18 に示す。また，第三次調査（平成 6

年）以降の調査結果で得られた有機汚濁指数 DAIpoの変化を図Ⅲ-9及び表Ⅲ-19に示す。 

出現種類数については，第一次調査（昭和 57年）から第五次調査（平成 16年）までの，計 5回の

調査における出現種類の変化を示した。このうち第一次調査（昭和 57 年）と第二次調査（昭和 63

年）の調査回数は 1回であるのに対して，第三次調査（平成 6 年）以降は 2 回実施している。また，

第四次調査までは夏期調査を 6月に実施しているが，第五次調査では 8月に実施している。 

河川ごとに，付着藻類出現状況の変化の比較は，以下のとおりである。 

 

■妙正寺川 

妙正寺川の出現種類数は，第一次調査（昭和 57 年）より増減を繰り返している。第五次調査（平

成 16年）は第四次調査（平成 12年）に比べ出現種類数が減少している。また，有機汚濁指数（DAIpo）

についてみると，10月の値はほぼ同程度であるが，6，8月は第四次調査（平成 12年）の 36に対し，

第五次調査（平成 16年）は 17と水質が悪化していることを示している。 

上記のような，出現種類数や有機汚濁指数（DAIpo）の変動は調査地の河川環境が不安定である事

を示していると考えられる。 

■善福寺川 

善福寺川の出現種類数は，第一次調査（昭和 57 年）より増加傾向を示しており，第四次調査（平

成 12年）と第五次調査（平成 16年）の調査結果は，夏期，秋期ともに同程度となっている。 

有機汚濁指数（DAIpo）については，全体的には大きな変化はみられない。 

下流域の和田堀橋（Z-9）で第三次調査（平成 12年）に水質の悪化傾向が示されていたが，第五次

調査（平成 16年）の調査では，再び良好な水質を示している。 

■神田川 

神田川の出現種類数は，善福寺川と同様に，第一次調査（昭和 57年）より増加傾向を示しており，

第四次調査（平成 12年）と第五次調査（平成 16年）の調査結果は，夏期，秋期ともに同程度となっ

ている。 

有機汚濁指数（DAIpo）については，全体的には大きな変化はみられないが，方南第一橋（K-5）の

8，10 月，鎌倉橋（K-3）の 10 月で，第四次調査（平成 12 年）よりも水質階級がⅠからⅡに下がっ

ている。 
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図Ⅲ-8付着藻類の出現種類数の変化 

 

 

表Ⅲ-18 付着藻類の出現種類数の変化 

昭和57年 昭和63年 平成6年 平成12年 平成16年
妙正寺川 11 22 14 54 38
善福寺池の水路 22 26 － － －
善福寺川 20 24 53 126 124
神田川 21 27 44 112 119  

 

 

表Ⅲ-19 第三次～第五次平調査における有機汚濁指数（DAIpo）の比較 

妙正寺川 善福寺川 神田川
調査地点 松下橋 渡戸橋 寺分橋 井萩橋 春日橋 尾崎橋 和田堀橋 井の頭線 鎌倉橋 方南

車庫脇 第一橋
調査年月 M-1 Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-5
平成6年6月 50 50 49 52 52 51 51 49 48 50
平成12年6月 36 54 55 52 11 49 23 52 56 43
平成16年8月 17 50 47 45 48 44 47 58 51 47

平成6年10月 37 50 50 18 37 41 51 40 50 49
平成12年10月 52 54 53 45 42 57 39 59 63 68
平成16年10月 52 50 50 48 49 52 53 59 46 50
◆指数（数字）の意味：数字が小さいほど水質は汚く、大きいほどきれいなことを示す。
　　0-19：強腐水性水域（Ⅳ）　20-34：α-中腐水性水域（Ⅲ）
　　35-49：β-中腐水性水域（Ⅱ）　50-100：貧腐水性水域（Ⅰ）  
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図Ⅲ-9（1）  第三次～第五次平調査における有機汚濁指数（DAIpo）の比較（8月） 
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図Ⅲ-9（2）  第三次～第五次平調査における有機汚濁指数（DAIpo）の比較（10月） 

 

0～19：強腐水性水域（Ⅳ）  

20～34：α中腐水性水域（Ⅲ） 

35～49：β中腐水性水域（Ⅱ） 

50～100：貧腐水性水域（Ⅰ） 

0～19：強腐水性水域（Ⅳ）  

20～34：α中腐水性水域（Ⅲ） 

35～49：β中腐水性水域（Ⅱ） 

50～100：貧腐水性水域（Ⅰ） 
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（4）魚類 

1）出現種とその特徴 

① 出現種の状況 

魚類の出現種を表Ⅲ-20に示す。 

今回の調査では，調査対象とした 3河川全体で，4目 6科 15種（ヒメダカを含む）が確認された。 

妙正寺川では，8月 0 種，10月 1種の合計ドジョウ 1種が確認されたのみである。 

善福寺川では，8 月 10 種，10 月 10 種の合計 11 種が確認された。この他に，8 月にカムルチーが

調査地以外で目視確認されており，これを加えると 12 種となる。確認種のうち，ウキゴリは善福寺

川でのみ確認された種である。 

神田川では，8月 13種，10月 7種の合計 13種が確認されており，3河川のうち最も確認種類数が

多くなっている。このうちアカヒレタビラ，ニゴイ，グッピーの 3種は神田川でのみ確認されている。 

 

 

表Ⅲ-20 魚類の河川別調査月別出現種 

妙正寺川 善福寺川 神田川

8月 10月 8月 10月 8月 10月

1 コイ コイ コイ Cyprinus carpio ○ ○ ○ ○

2 ギンブナ Carassius auratus langsdorfii ○ ○

3 アカヒレタビラ Acheilognathus tabira subsp. 1 ○

4 オイカワ Zacco platypus ○ ○ ○ ○

5 ヌマムツ Zacco sieboldii ○ ○ ○

6 モツゴ Pseudorasbora parva ○ ○ ○ ○

7 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○ ○ ○ ○

8 ニゴイ Hemibarbus barbus ○ ○

9 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○ ○ ○ ○

10 カダヤシ カダヤシ グッピー Poecilia reticulata ○

11 ダツ メダカ メダカ Oryzias latipes ○

12 メダカ（ヒメダカ） Oryzias latipes ○ ○ ○

13 スズキ サンフィッシュ ブルーギル Lepomis macrochirus ○ ○ ○ ○

14 ハゼ ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ○

15 トウヨシノボリ Rhinogobius sp. OR ○ ○ ○

0 1 10 10 13 7

1 11 13

注1）メダカとヒメダカが同地点で確認されている場合は、1種とした

注2）上記の他に、善福寺川（原寺分橋(Z-3)と井荻橋(Z-4)間）でカムルチーを目視確認（8月2日）している。

学名

種類数計

№ 目 科 和名
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② 地点別出現種の状況 

a．出現種類数 

各地点の種類数類及び個体数を表Ⅲ-21に示す。なお測定結果を付表-A，Bにそれぞれ示す。 

河川別にみた魚類の出現状況は以下のとおりである。 

■妙正寺川 

10 月にドジョウ 1 種が石やごみなどによる堆積物の陰で採捕された。調査地点周辺はコンクリー

ト護岸の浅い水路で泥や植生がなく，魚類の生息には適していないと考えられる。そのため，確認さ

れたドジョウは，調査地点付近に定着して生息している個体ではなく，上流部の妙正寺池などから流

出してきた個体であると考えられる。 

■善福寺川 

確認種は，寺分橋（Z-2）で 7種と最も多く，次いで渡戸橋（Z-1）6種となっている。 

寺分橋（Z-2）では，タモロコ，モツゴ，トウヨシノボリなどが多く出現しているが，原寺分橋（Z-3）

の確認種が 3 種，井荻橋（Z-4）では魚類は確認されていない。さらに，神明橋（Z-5） より下流で

は，1～3種程度と確認種は少なくなっている。神明橋（Z-5）より下流では，ドジョウがよく確認さ

れている。コイは渡戸橋（Z-1）から春日橋（Z-6）間で確認されているが，それより下流では確認さ

れていない。 

上流域ではタモロコ，モツゴ，トウヨシノボリなどが多く出現しているが，原寺分橋（Z-3）を境

に，これより下流の地点ではドジョウが多く出現している。なお，8 月に寺分橋（Z-2）で採捕した

モツゴ 1個体に奇形が認められた。 

貴重種では，ウキゴリが確認されている。ウキゴリは東京都の Bランク（危急種）に該当する種で，

10 月に渡戸橋（Z-1）で確認されている。第三次調査（平成 6年）にも，同じ場所で確認されており，

生息しているものと考えられる。 

特異な種として，渡戸橋（Z-1）でブルーギルが 8月に 3個体，10月に 8個体確認されている。ブ

ルーギルは近年全国的に分布を拡大しており，多くは釣り人，マニア等による放流が原因とされてい

る。一般に本種が放流された水域では，在来種が減少してしまうなどの生態系の変化がしばしばみら

れる。善福寺公園の池に生息するブルーギルが流下していると考えられ，善福寺川でも当種による在

来種への影響が懸念される。 

■神田川 

確認種は，5 地点ともに 6～7 種で，コイ，モツゴ，オイカワ，タモロコなどが生息し，類似した

傾向を示している。これらの種類は，神田川に広く分布していると考えられる。ドジョウやグッピー

は下流の方南第一橋（K-5）でのみ確認されている。 

貴重種として，アカヒレタビラ，ニゴイ，メダカが確認されている。 

アカヒレタビラは，東京都が指定する貴重種で，ランク A（絶滅危惧種）に相当する種類で，8 月

に鎌倉橋（K-3）で 2 個体確認されている。アカヒレタビラは，本来関東地方では利根川以北に分布

する種で，確認されたものが在来種であるかどうかは不明である。採取された場所は植物が生育する

中州の下の淵（底質は砂質）であったが，秋季は流れの形状が変わり，植物の生育していた中州や淵

自体が消失していた。また，アカヒレタビラが産卵するイシガイ科の仲間の母貝も確認されていない。 

ニゴイは，東京都のランク C（希少種）に該当し，8月に神田川の鎌倉橋（K-3）で 14個体，10月

に方南第一橋（K-5）で 3 個体がそれぞれ確認されている。当種は神田川に生息していると考えられ
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る。 

メダカは，環境省で「絶滅危惧Ⅱ類」に，東京都ではランク B（危急種）に相当し，8月に錦橋（K-2）

で 11個体，鎌倉橋（K-3）で 3個体確認されている。メダカは地元住民によって他所のものが放流さ

れている可能性もあるため，確認されたものが在来種であるかどうかは不明である。 

特異な種として，ブルーギル，グッピーが確認されている。ブルーギルは 8 月に井の頭線車庫脇

（K-1）で 1 個体，10 月に錦橋（K-2），方南第一橋（K-5）で各 1 個体が確認されている。善福寺川

同様に違法に放流されたものと考えられる。グッピーは 8 月に方南第一橋（K-5）で群れが確認され

ている。グッピーは中南米原産の魚で，観賞魚として飼育された個体が放流されたものと考えられる

が，水温の低下に弱いため，神田川で通年出現するかどうかは不明である。 
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b．優占種（上位 5種） 

出現種のうち，確認された個体数が多い上位 5 種について，図Ⅲ-10に示す。 

8 月は，上位からタモロコ，モツゴ，グッピー，オイカワ，トウヨシノボリである。 

10 月はモツゴ，タモロコ，オイカワ，ドジョウ，トウヨシノボリとなっている。8，10月をとおし

てタモロコ，モツゴ，オイカワ，トウヨシノボリは上位種に含まれている。 

妙正寺川は魚類が少なく，10月にドジョウが確認されたのみである。 

善福寺川では，8月の調査でタモロコが，10月の調査ではモツゴが多く確認されている。これらは，

渡戸橋（Z-1），寺分橋（Z-2）で多く確認されているが，それより下流域ではほとんど確認されず，

和田堀橋（Z-9）でトウヨシノボリが出現している程度である。 

神田川では，上位 5種に該当する種類のうち，タモロコ，モツゴ，オイカワはほとんどの調査地点

で出現している。これに対して，トウヨシノボリは 8月には井の頭線車庫脇（K-1），錦橋（K-2），蔵

下橋（K-4）でわずかに出現しているが，10月には確認されなくなっている。また，ドジョウは方南

第一橋（K-5）で確認されたのみでる。 

善福寺川と神田川では，タモロコやモツゴは共通してみられるが，ドジョウやトウヨシノボリは善

福寺川でよりよく見られるようである。神田川では，ドジョウやトウヨシノボリはやや少ないものの，

全体的に個体数が多く生息していると言える。 
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図Ⅲ-10（1） 魚類の確認個体数上位 5種の地点別出現状況 -8月- 
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図Ⅲ-10（2） 魚類の確認個体数上位 5種の地点別出現状況 -10月- 
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2）既往調査との比較 

既往調査と比較した出現種類の変化を表Ⅲ-22に，最も多く採集された種類（優占種）の変化を表

Ⅲ-23に示す。 

河川ごとに魚類出現状況の変化を比較すると以下のとおりである。 

■妙正寺川 

第五次調査（平成 16 年）では，第三次調査（平成 6 年），第四次調査（平成 12 年）と同様，ドジ

ョウ 1種が採捕されただけであった。前述したように，採捕されたドジョウは調査地点付近に定着し

て生息している個体ではなく，上流部の妙正寺池などから流出して，一時的に生息していた個体と考

えられる。 

■善福寺川 

第五次調査（平成 16年）では 11種の魚類が確認されており，第四次調査（平成 12年）の 15種に

比べると種類数が減少している。第一次調査（昭和 57年）から第五次調査（平成 16年）までに確認

された魚類の種類数は 24 種で，神田川よりも多くの魚類が確認されている。善福寺川で今年度新た

に確認された魚類はなかった。一方過去の調査で出現しているゲンゴロウブナ，キンブナ，キンギョ，

タイリクバラタナゴ，ウグイ，ギバチ，ナマズ，カダヤシ，グッピー，メダカ，ヌマチチブ，カムル

チー，オオクチバス，エンゼルフィッシュといった魚類は今回の調査では生息が確認されず，再確認

されていない種類が増加している。 

優占種についてみると，第一次調査（昭和 57 年）から第五次調査（平成 16年）までに，モツゴ，

ヌマムツ，ギンブナ，ドジョウ，トウヨシノボリの 5種が優占種として出現している。これらのうち，

第四次調査（平成 12年）で出現しなかったギンブナが，第五次調査（平成 16年）では 8月に採捕さ

れた。またタモロコが今年度の調査で新たに優占種として出現している。 

■神田川 

第五次調査（平成 16年）では，13種の魚類が確認されており，これまでの調査で最も確認種が多

くなっている。第一次調査から今年度の調査までに確認された魚類の種類数は 18 種である。第五次

調査（平成 16年）で新たに確認された魚類はアカヒレタビラ，ニゴイ，グッピーの 3 種である。一

方過去の調査で出現しているゲンゴロウブナ，キンブナ，キンギョ，タイリクバラタナゴ，ナマズと

いった魚類は今回の調査では生息が確認されず，善福寺川と同様，再確認されていない種類が増加し

ている。 

優占種についてみると，第一次調査（昭和 57年）から第五次調査（平成 16年）までに，タモロコ，

モツゴ，オイカワ，トウヨシノボリの 4種が優占種として出現している。これらのうち，前回調査で

出現しなかったオイカワが，今年度の調査では 8月・10月ともに採捕されている。 
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表Ⅲ-22 魚類の出現種類の変化 
妙正寺川 善福寺川 神田川

№ 目 科 和名
昭和
57年

昭和
63年

平成
6年

平成
12年

平成
16年

昭和
57年

昭和
63年

平成
6年

平成
12年

平成
16年

昭和
57年

昭和
63年

平成
6年

平成
12年

平成
16年

1 コイ コイ コイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ゲンゴロウブナ ○ ○

3 ギンブナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 キンブナ ○ ○ ○

5 キンギョ ○ ○ ○ ○ ○

6 アカヒレタビラ ○

7 タイリクバラタナゴ ○ ○ ○

8 オイカワ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヌマムツ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ウグイ ○

11 モツゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 タモロコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ニゴイ ○

14 ドジョウ ドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ナマズ ギギ ギバチ ○

16 ナマズ ナマズ ○ ○ ○ ○

17 カダヤシ カダヤシ カダヤシ ○

18 カダヤシ グッピー ○ ○

19 ダツ メダカ メダカ ○ ○ ○ ○

20 メダカ（ヒメダカ） ○ ○

21 スズキ サンフィッシュ ブルーギル ○ ○ ○ ○

22 ハゼ ウキゴリ ○ ○

23 トウヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 ヌマチチブ ○

25 タイワンドジョウ カムルチー ○

26 サンフィッシュ オオクチバス ○

27 シクリッド エンゼルフィッシュ ○

0 0 1 1 1 10 8 14 15 11 7 7 12 10 13

種類数　合計 1 24 18

注）メダカとヒメダカが同地点で確認されている場合は1種とした。

〔出典〕 昭和57年：杉並区環境部公害課（1983）杉並区河川の生物（河川生物調査報告書）

昭和63年：杉並区都市環境部環境保全課（1989）杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告書）

平成6年：杉並区環境部環境保全課（1995）杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）

平成12年：杉並区清掃環境部環境保全課（2000）杉並区河川の生物（第四次生物調査報告書）  
 

 

表Ⅲ-23 魚類の優占種の変化 

河川 種名 昭和57年昭和63年 平成6年 平成12年 平成16年

10月 10月 6月 10月 6月 10月 8月 10月

妙正寺川 ドジョウ ● ●

モツゴ ○ ● ○ ○ ○ ○

タモロコ ●

ヌマムツ ○ ● ○

善福寺川 ギンブナ ● ○ ○ ○ ○

ドジョウ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ●

トウヨシノボリ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

タモロコ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

モツゴ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ●

オイカワ ○ ● ○ ○

トウヨシノボリ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

〔凡例〕 ●：最も多く採集された種

○：採集された種

神田川
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（5）水草 

1）出現種とその特徴 

① 出現種の状況 

水草の出現種を表Ⅲ-24に示す。 

今回の調査では，調査対象とした 3河川全体で，4科 5種が確認された。 

妙正寺川では確認できず，善福寺川では 4科 5 種，神田川では 3科 3種が確認された。 

表Ⅲ-24 水草（沈水植物）の河川別調査月別出現種 

8月 10月 8月 10月 8月 10月

1 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ科 ｵｵﾌｻﾓ Myriophyllum brasiliense ● 帰化

2 ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ Egeria densa ● ● ● ● 帰化

3 ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｴﾋﾞﾓ Potamogeton crispus ● 貴重

4 ｱｲﾉｺｲﾄﾓ Potamogeton orientalis ● ● ● ●

5 ﾐｸﾘ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ Sparganium japonicum ● ● 貴重

- ﾐｸﾘ科の一種 Sparganiaceae ● ● ● ●

0種 0種 5種 3種 3種 3種
計 4科 5種

0種 5種 3種

神田川
備考学名

善福寺川妙正寺川
no. 科名 種名

 

② 地点別出現種の状況 

各地点の出現種類数を表Ⅲ-25，26に示す。 

■妙正寺川 

8 月，10月ともに水草（沈水植物）は確認されなかった。またその他の植物についても，ガマ sp.

等が水際に漂着した植物体から僅かに再生するか，マツバイなどが団魂状に生育する程度であり，河

川内の植物の生育が非常に少ない。 

■善福寺川 

オフサモ，オオカナダモ，エビモ，アイノコイトモ，ナガエミクリの 4科 5種が確認された。 

オオカナダモが最も多く9地点中7地点で確認され，調査区内に群落が点在するところが多かった。

また，井萩橋（Z-4）で，水際に漂着した植物体を含む堆積物にオオフサモが数個体確認された。 

8 月と 10 月の生育状況を比較すると，オオカナダモは確認地点が 4 地点に減少している。消失し

たのは，いずれも水深の浅い地点であった。また，オオフサモも立地ごと消失していた。エビモは水

底に打ち込まれた木杭に根茎が固着した状態で生育していたものが消失，アイノコイトモも確認でき

ず，全体として水草の生育量は大幅に減少した。 

■神田川 

オオカナダモ，アイノコイトモ，ナガエミクリ（ミクリ sp.を含む）の 3科 3種が確認された。オ

オカナダモについては，全調査地点での生育が確認された。生育量も安定して多く，10 月調査にお

いても同様に確認された。一方アイノコイトモについては，8月調査では 3地点で確認されたが，10

月では鎌倉橋 （K-3）の 1地点のみで確認された。ナガエミクリについては，井の頭線車庫脇 （K-1）

で開花・結実個体が多数確認され，さらに下流方向にも群生が確認されており，このあたり一帯はま

とまった群生地となっていた。その他，錦橋（K-2）， 鎌倉橋（K-3）では平時の流路から一段高くな

った護岸上に漂着したと考えられる個体が，1株ずつ確認され，これもナガエミクリである可能性が

高い。 
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表Ⅲ-25 水草（沈水植物）の地点別生育状況 -8月- 

： 平成16年8月2～3日

妙正
寺川

善福寺川 神田川

no. 科名 和名

調
査
地
点

松
下
橋

上
池
と

下
池
の
間

寺
分
橋

原
寺
分
橋

井
萩
橋

神
明
橋

春
日
橋

尾
崎
橋

宮
下
橋

和
田
堀
橋

井
の
頭
線

車
庫
脇

錦
橋

鎌
倉
橋

蔵
下
橋

方
南
第
一
橋

St.no. M-1 Z-1 Z-2 Z-3 Z-4 Z-5 Z-6 Z-7 Z-8 Z-9 K-1 K-2 K-3 K-4 K-5

1 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｵｵﾌｻﾓ +

2 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ +++ +++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ + +++ +++ ++

3 ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ ++ +

4 ｱｲﾉｺｲﾄﾓ + + + ++ ++

5 ﾐｸﾘ ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ +++

- ﾐｸﾘ科の一種 ++ + +

計 4科 0種 0種 0種 1種 2種 1種 3種 1種 2種 3種 3種 2種 3種 2種 1種

調査月日

調査河川

5種

生育状況について

++++ ; 非常に多く，調査区内の河床の50％以上に生育する。

+++  ; 多いが，生育面積は調査区内の河床の50％を越えない。

++   ; 調査区内に群落が点在する。または群生している。

+    ; 単独に，あるいは数株が生育する。

 

表Ⅲ-26 水草（沈水植物）の地点別生育状況 -10月- 

： 平成16年10月28,29日,11月2日～4日

妙正
寺川

善福寺川 神田川

no. 科名 和名

調
査
地
点

松
下
橋

上
池
と

下
池
の
間

寺
分
橋

原
寺
分
橋

井
萩
橋

神
明
橋

春
日
橋

尾
崎
橋

宮
下
橋

和
田
堀
橋

井
の
頭
線

車
庫
脇

錦
橋

鎌
倉
橋

蔵
下
橋

方
南
第
一
橋

St.no. M-1 Z-1 Z-2 Z-3 Z-4 Z-5 Z-6 Z-7 Z-8 Z-9 K-1 K-2 K-3 K-4 K-5

1 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｵｵﾌｻﾓ

2 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ++ +++ ++ + ++ + ++ ++ ++

3 ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ

4 ｱｲﾉｺｲﾄﾓ +++

5 ﾐｸﾘ ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ +++

- ﾐｸﾘ科の一種 + ++ +

計 4科 0種 0種 0種 0種 0種 2種 2種 1種 1種 0種 2種 1種 3種 1種 1種5種

調査月日

調査河川

生育状況について

++++ ; 非常に多く，調査区内の河床の50％以上に生育する。

+++  ; 多いが，生育面積は調査区内の河床の50％を越えない。

++   ; 調査区内に群落が点在する。または群生している。

+    ; 単独に，あるいは数株が生育する。
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2）水草による水質判定 

水草の生育と水質にはある程度の関係があることが知られている（表Ⅲ-27）。 

代表的な種類として以下ものがあげられる。 

・比較的きれいな水域に生育する種：セキショウモ，オランダガラシ 

・中間的な水域に生育する種：コカナダモ，エビモ 

・かなり汚れた水域に生育する種：ヤナギモ，オオカナダモ 

ただし，いずれの種においても水質汚濁に対する耐性にはある程度の幅がある。 

以下に，本年度の 8月調査で確認された水草（沈水植物）について，河川ごとに水質との関係を考

察した。 

■妙正寺川 

確認種がないため，水質との関係は不明である。 

ただし，妙正寺川の杉並区内の区間は，ほぼ全域が三面コンクリート護岸であり，平時の流量も少

ない状況である。そのため，植物の生育そのものが難しい。 

■善福寺川 

確認種の生育状況については，オオカナダモが最上流の一部を除いて広く分布しており，群生が続

く区間が数ヵ所みられる。全体としてこの種の生育量は比較的多い。 

他のエビモ，オオフサモ，アイノコイトモに関しては局所的に少量分布する程度である。これらの

水草と水質との関連については，全体として「β中腐水性水域」から「α中腐水性水域」に相当する

ものと考えられる。 

■神田川 

確認種の生育状況については，オオカナダモが全地点で確認された。また，ナガエミクリが井の頭

線車庫脇 （K-1）で群生していた。アイノコイトモも少量ながら 3地点で確認された。 

これらの水草と水質の関連については，全体として，「β中腐水性水域」から「α中腐水性水域」

に相当するものと考えられる。 

 

 

表Ⅲ-27 水草と水の汚れ  （東京都環境保全局，1985） 

水質階級
指標生物

Ⅰ 貧腐
水性水域

 Ⅱ β中腐
水性水域

Ⅲ α中腐
水性水域

Ⅳ 強腐
水性水域

生育場所

セキショウモ
流れがあり底が砂泥

オランダガラシ
冷水，湧水

コカナダモ
流れが弱く，底が砂泥

○ エビモ
流れがあるところにも生育

○ オオカナダモ
流れが弱く，底が砂泥

ヤナギモ
流れが速いところにも生育

注）○印は本年度調査の確認種，　　　　　　　　　は生育範囲を示す。
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3）既往調査との比較 

既往調査と比較した出現種類数の変化を表Ⅲ-28，29に示した。河川ごとに水草の出現状況の変化

を比較すると以下のとおりである。 

■妙正寺川 

護岸は三面コンクリートであり河床堆積物はごく僅かであるため，平成 12 年調査時に確認された

ミクリ sp.は流出した可能性が高い。 

■善福寺川 

オオカナダモについては，平成 6年～平成 16年 8月調査の時点までは，原寺分橋（Z-3）～和田堀

橋（Z-9）の 7 地点において生育が確認され定着していたが，平成 16年 10月調査では，確認地点が

神明橋（Z-5）～宮下橋（Z-8）の 4 地点に減るなど全体として生育量が減少している。また，アイノ

コイトモについても，平成 6 年～平成 12年調査までは井萩橋（Z-4）より下流で多数確認されており，

流水中では普通に漂着と流下を繰り返しつつ全体としての生育量が安定していたと考えられる。しか

し，平成 16 年の夏になると，最下流の宮下橋（Z-8）と和田堀橋（Z-9）の 2地点にわずかに生育す

るのみとなり，平成 16年 10 月調査で消失した。エビモに関しても，生育量や確認地点は少ないが継

続して確認されており，平成 16年 10月調査で消失した。 

■神田川 

オオカナダモについては平成 6 年からここ 10 年比較的安定して定着している。アイノコイトモに

ついては，平成 6 年 10 月～平成 16 年 8 月の 4 回の調査において，3～5 地点で確認されており，善

福寺川同様に漂着と流下を繰り返しながらも全体としての生育量が安定していると考えられる。平成

16 年 10月の調査では 1地点のみの確認になっているが，生育量が比較的多いので単に生育環境が悪

化したとは考えにくい。 

 

善福寺川，神田川ともに平成 16年 10月調査において，全体として水草（沈水植物）の生育が減っ

た。この原因としては，平成 16 年夏季から秋季にかけて全国的に台風の上陸が相次いだことがあげ

られる。杉並区においても河川の増水期が繰り返し続いたことで物理的に押し流されたと推察される。

この状況は善福寺川でより影響が大きく，水草が定着しづらい構造となっていると考えられる。植物

の定着サイトの少ない都市河川においては供給源（現存している植物体そのもの）が減ることにより

今後の水草（沈水植物）の生育がますます減少することが懸念される。 
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表Ⅲ-28 過去 2回分を含めた水草（沈水植物）の確認状況 -6月または 8月- 

 

妙正
寺川

善福寺川 神田川

調
査
地
点

年
度
※

松
下
橋

上
池
と
下
池

の
間
※
２

寺
分
橋

原
寺
分
橋

井
萩
橋

神
明
橋

春
日
橋

尾
崎
橋

宮
下
橋

和
田
堀
橋

井
の
頭
線

車
庫
脇

錦
橋

鎌
倉
橋

蔵
下
橋

方
南
第
一
橋

M-1 Z-1 Z-2 Z-3 Z-4 Z-5 Z-6 Z-7 Z-8 Z-9 K-1 K-2 K-3 K-4 K-5

1 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ H16 +

H12

H6

2 ﾄﾁｶｶﾞﾐ H16 +++ +++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ + +++ +++ ++

H12 +++ +++ ++++ +++ ++++ ++++ ++ ++ +++ +++ ++

H6 1 1 4 4 3 3 3 3 3 3 2 2 3

3 ﾋﾙﾑｼﾛ H16 ++ +

H12 + + +

H6 2 2 2 2 2

4 H16 + + + ++ ++

H12 + +++ ++ + + +++ + ++ ++ +++

H6 3 3 2 2 2 4 2

5 ﾐｸﾘ H16 +++

H12 ++

H6 3

- H16 ++ + +

H12 + +++ ++ +

H6

計 4科 1種 1種 0種 1種 5種 3種 4種 2種 2種 3種 3種 3種 3種 3種 3種

※　表中のH6,H12,H16はそれぞれ平成6年調査，平成12年調査，平成16年調査を表す

※２　平成12年調査は，美濃山橋で調査が行われたが，水草の確認がないため特に欄を設けていない

5種

ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ

ﾐｸﾘ科の一種

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ

ｴﾋﾞﾓ

ｵｵﾌｻﾓ

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ

no. 科名 和名

調査河川

St.no.

H12,H16年調査における群度の判定基準

++++ : 非常に多く,調査区内の河床の50％以上に生育する

+++  : 多いが,生育面積は調査区内の河床の50％を越えない

++   : 調査区内に群落が点在する,または群生している

+    : 単独に,あるいは数株が生育する

H6年調査における群度の判定基準
5 : 調査内にカーペット状に一面に生育しているもの
4 : 大きな斑状，またはカーペット状のあちこちに穴が開いているような状態のもの
3 : 小群の斑状のもの
2 : 小群をなしているもの
1 : 単独で生えているもの
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表Ⅲ-29 過去 2回分を含めた水草（沈水植物）の確認状況 -10月- 

妙正
寺川

善福寺川 神田川

調
査
地
点

年
度

松
下
橋

上
池
と

下
池
の
間

寺
分
橋

原
寺
分
橋

井
萩
橋

神
明
橋

春
日
橋

尾
崎
橋

宮
下
橋

和
田
堀
橋

井
の
頭
線

車
庫
脇

錦
橋

鎌
倉
橋

蔵
下
橋

方
南
第
一
橋

M-1 Z-1 Z-2 Z-3 Z-4 Z-5 Z-6 Z-7 Z-8 Z-9 K-1 K-2 K-3 K-4 K-5

1 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ H16

H12

H6

2 ﾄﾁｶｶﾞﾐ H16 ++ +++ ++ + ++ + ++ ++ ++

H12 +++ +++ +++ +++ ++++ ++++ + ++ + +++ +++ ++

H6 1 4 3 4 3 3 3 3 2 3 2 3

3 ﾋﾙﾑｼﾛ H16

H12 + +

H6 1 1 2 1 1

4 H16 +++

H12 ++ ++ + +++ + + ++ +++ ++

H6 3 3 3 2 4 2 2 2 3

5 ﾐｸﾘ H16 +++

H12 ++

H6 2 4 2

- H16 + ++ +

H12 + +++ ++ +

H6

計 4科 1種 0種 0種 1種 4種 4種 4種 2種 3種 2種 3種 3種 3種 2種 3種

※　表中のH6,H12,H16はそれぞれ平成6年調査，平成12年調査，平成16年調査を表す

※２　平成12年調査は，美濃山橋で調査が行われたが，水草の確認がないため特に欄を設けていない

ﾐｸﾘ科の一種

5種

ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ

ｴﾋﾞﾓ

ｵｵﾌｻﾓ

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ

no. 科名 和名

調査河川

St.no.

H12,H16年調査における群度の判定基準

++++ : 非常に多く,調査区内の河床の50％以上に生育する

+++  : 多いが,生育面積は調査区内の河床の50％を越えない

++   : 調査区内に群落が点在する,または群生している

+    : 単独に,あるいは数株が生育する

H6年調査における群度の判定基準
5 : 調査内にカーペット状に一面に生育しているもの
4 : 大きな斑状，またはカーペット状のあちこちに穴が開いているような状態のもの
3 : 小群の斑状のもの
2 : 小群をなしているもの
1 : 単独で生えているもの
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●主要な水草 

 

  

写真Ⅲ-22（1）オオフサモ          写真Ⅲ-22（2）オオカナダモ 

 

  

写真Ⅲ-22（3）エビモ           写真Ⅲ-22（4）アイノコイトモ 

 

  

写真Ⅲ-22（5）ナガエミクリ①        写真Ⅲ-22（5）ナガエミクリ②
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（6）重要な生物 

第一次調査（昭和 57年）から第五次調査（平成 16 年）まで計 5 回行われた河川生物調査の結果，

底生動物 86種，付着藻類 258 種，魚類 27種，水草 5 種の生息・生育が確認された。これらの生物を

「改訂・絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック」（2000，環境省）及び「東京都の保護

上重要な野生生物 1998年度版」（1998，東京都環境保全局）に示された基準に従ってその貴重性を

検討すると，底生動物ではハグロトンボ，ヘイケボタルの 2種，付着藻類ではオオイシソウ 1種，魚

類ではキンブナ，アカヒレタビラ，ニゴイ，ギバチ，ナマズ，メダカ，ウキゴリ，ヌマチチブの 8

種が，水草ではエビモ，ナガエミクリの 2種が貴重性が高く重要な生物に該当する。表Ⅲ-30および

図Ⅲ-11にこれらの種の確認状況を示す。 

表Ⅲ-30 重要な生物の確認状況 

選定根拠 第一次調査 第二次調査 第三次調査 第四次調査 第五次調査

分類群 種名 確認状況 環境省 東京都 昭和57年 昭和63年 平成6年 平成12年 平成16年

底生動物 ハグロトンボ

第四次調査において善福寺川の井萩橋（Z-
4），神田川の鎌倉橋（K-3）で確認された。今
回の調査では同属（アオハダトンボ属）のヤゴ
が確認されているが，ハグロトンボの生息につ
いては不明である。

Ａ ●

ヘイケボタル
第三次調査において，善福寺池の上池と下池の
間の水路で確認された。今回の調査では確認さ
れていない。

Ａ ●

付着藻類 オオイシソウ

第四次調査において善福寺川で確認されてる。
今回の調査でも善福寺川の寺分橋（Z-2），井
萩橋（Z-4），春日橋（Z-6），和田堀橋（Z-
9）で確認されている。

絶滅危惧
Ⅱ類

- ● ●

魚類 キンブナ
第一次調査から第三次調査までに善福寺川およ
び神田川で確認されているが，第四次調査およ
び今回の調査では確認されていない。

Ａ ● ● ●

アカヒレタビラ
今回の調査で新たに確認された種である。8月
に神田川・鎌倉橋（K-3）で2個体確認された。

Ａ ●

ニゴイ

今回の調査で新たに確認された種である。8月
および10月に確認され，8月に神田川の鎌倉橋
（K-3）で14個体，10月に方南第一橋（K-5）で
3個体が確認された。

Ｃ ●

ギバチ
第四次調査において，善福寺川の美濃山橋で飼
育個体と考えられる個体が確認されているが，
今回の調査では確認されていない。

絶滅危惧
Ⅱ類

Ａ ●

ナマズ

第三次・第四次調査において，善福寺川の和田
堀橋（Z-9）や神田川の井の頭線車庫脇（K-1）
から鎌倉橋（K-3）にかけて確認されている
が，今回の調査では確認されていない。

Ｂ ● ●

メダカ

第二次・第四次調査において，善福寺川の尾崎
橋（Z-7），宮下橋（Z-8）および神田川の井の
頭線車庫脇（K-1）で確認されている。今回の
調査では，8月に神田川の錦橋（K-2）で11個
体，鎌倉橋（K-3）で3個体が確認された。

絶滅危惧
Ⅱ類

Ｂ ● ● ●

ウキゴリ

第三次調査において，善福寺池の上池と下池の
間の水路で確認されている。今回の調査では，
10月に善福寺川の渡戸橋（Z-1）で1個体確認さ
れた。

Ｂ ● ●

ヌマチチブ
第四次調査において善福寺池下池で確認されて
いる。今回の調査では確認されていない。

Ｃ ●

エビモ

善福寺川では，第三次，第四次調査において
は，比較的広範囲で確認されている。本年度
は，8月に春日橋（Z-6），和田堀橋（Z-9）の2
地点で確認された。10月調査では確認できな
かった。神田川では，第三次調査で確認された
が，それ以降確認されていない。全体として生
育量は少ない。

Ｃ - - ● ● ●

ナガエミクリ
善福寺川は第四次に井萩橋（Z-4）で確認され
たが，第五次では確認できなかった。神田川で
は，井の頭線車庫脇（K-1）に群生地がある。

準絶滅危
惧種

Ｂ - - ● ● ●

〔「東京都の保護上重要な野生生物」の凡例〕
Ａ：（国の）絶滅危惧種に相当する種
Ｂ：（国の）危急種に相当する種
Ｃ：（国の）希少種に相当する種

水草
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図Ⅲ-11（1） 重要な生物の分布状況 

アカヒレタビラ ニゴイ 

メダカ ウキゴリ 
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図Ⅲ-11（2） 重要な生物の分布状況 

オオイシソウ エビモ 

ナガエミクリ 
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（7）定点の河川生物調査のまとめ（底生動物，付着藻類，魚類，水草） 

河川生物調査は，底生動物，付着藻類，魚類，水草について昭和 57年より行われ，今回は 5回目である。

底生動物，付着藻類，魚類，水草の調査結果を，代表的な種類の分布状況，確認種類数を用いて以下にま

とめた。 

 

表Ⅲ-31 調査結果の概要 

妙正寺川
松
下
橋

渡
戸
橋

寺
分
橋

原
寺
分
橋

井
荻
橋

神
明
橋

春
日
橋

尾
崎
橋

宮
下
橋

和
田
堀
橋

井
の
頭
線
車
庫
脇

錦
橋

鎌
倉
橋

蔵
下
橋

方
南
第
一
橋

イトミミズ科 ○ ○ ○ - ○ - ○ △ - ○ ○ - ○ - △

Ｈコカゲロウ △ △ - - △ △ - ○ ○ - ○ - ○

コガタシマトビケラ属 - △ - - △ ○ - ○ - ○

種類数 30 15 23 - 17 - 24 25 - 26 38 - 30 - 28

オオイシソウ（RD） - ○ - △ - ○ - -

種類数 38 42 85 - 72 - 62 63 - 55 85 - 86 - 69

タモロコ ○ △ △ ○ ○ △

ドジョウ △ △ △ △ △ ○ △

アカヒレタビラ（RD） △

ニゴイ（RD） ○ △

メダカ（RD） ○ △

ウキゴリ（RD） △

種類数 1 6 7 3 0 3 2 2 1 2 6 8 8 6 8

オオカナダモ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △

アイノコイトモ △ △ △ △ △

エビモ（RD） △ △

ナガエミクリ（RD） △※ △※ ○ △※ △※

種類数 0 0 0 1 2 2 3 1 2 3 3 2 3 2 1

　○　：確認数多　　△：確認数少　　（種ごとの相対的評価）

　※　：ミクリ科の1種として確認されたもの

上流←　　神田川　　→下流

底生動物

分類群 種名

上流←　　　　　　善福寺川　　　　　→下流

魚類

付着藻類

（RD）：「改訂・絶滅の恐れのある野生生物　レッドデータブック」（2000,環境庁）および「東京都の保護上重要な野生生物　1998年版」
　　　　（1998,東京都環境保全局）の掲載種

水草

 

 

＜底生動物＞ 

・底生動物は，水の中で岩にくっついたり，砂や泥の中に潜ったり，水底を這い回ったりして，水底か

ら離れることなく生活している動物で，河川では水生昆虫，貝類，カニ類などである。調査は，網な

どで採取し，種類を確認した。 

・その結果，汚い水に生息するイトミミズ科は全地点で生息する。それに対してややきれいな水に生息

するＨコカゲロウやコガタシマトビケラ属は，神田川や善福寺川の上流部では多く，善福寺川の中・

下流部や妙正寺川では少ないか確認されていない。神田川の特に中流から上流部や善福寺川の上流部

は水生植物が多く，他の場所に比べて底生動物の生息地としてはより良い条件となっていると考えら

れる。種類数もおおむねその傾向を反映している。 

＜付着藻類＞ 

・付着藻類は，水中の構造物，岩，石礫，動植物などの表面に付着して繁茂する藻類のことで，珪藻，
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藍藻，緑藻などがある。調査は，石などに付着した藻類をナイロンブラシでこすり落として採取し，

顕微鏡で種類を確認した。 

・その結果，妙正寺川と善福寺川の最上流部は種類数が少ないが，その他の善福寺川と神田川は種類数

に大きな違いは見られない。これは，藻類が水質に依存しその水質の違いが区内ではそれほど大きく

ないためと考えられる。国や都のレッドデータブックに記載されている種類としてはオオイシソウが

善福寺川に生息している。 

＜魚類＞ 

・魚類調査は，投網，タモ網，サデ網，セルビンなどを用いて採取し，種類を確認した。 

・その結果，神田川と善福寺川の上流部で種類数が多く，底生動物と同様に水生植物などのやや多いこ

とが生息に好適な条件となっていると考えられる。そのような場所では，タモロコなどが生息してい

る。それに対してドジョウは善福寺川の中・下流部に生息しており，川底が砂泥質で石の塊などがあ

り沈水植物が生育しているためと考えられる。国や都のレッドデータブックに記載されている種類は，

アカヒレタビラ，ニゴイ，メダカ，ウキゴリの 4種があげられ，いずれも神田川か善福寺川の上流部

に生息している。このうちアカヒレタビラは，自然分布域からはずれ母貝が確認されていないことか

ら放流された可能性が高く，メダカも放流されている可能性が考えられる。 

＜水草＞ 

・ここでいう水草は，植物体全体が水面下で生育する沈水植物と呼ばれる植物で，調査は目視観察によ

り種類を確認した。 

・全体で 4 種が確認され，神田川の上・中流部や善福寺川の中・下流部で複数の種類が生育している。

妙正寺川と善福寺川の最上流部では水草は確認できなかった。国や都のレッドデータブックに記載さ

れている種類は，ナガエミクリ，エビモの 2種が生育している。ナガエミクリは神田川，エビモは善

福寺川で確認された。ミクリ科の一種としては善福寺川でも確認された。 
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Ⅲ-2 河川環境調査 

1．河川環境調査の現況 

（1）河川環境の構成要素 

杉並区内の河川は，おおよそフェンスで仕切られた川の中の「河川区域」，川に沿って歩道となっている「側

道」，さらにその外側の「周辺環境」からなり，川やそのまわりに存在する自然は限られたものとなっている。

（図Ⅲ-12） 

「河川区域」は，コンクリート等により護岸整備が行われ，底面に土砂が堆積し，そこに沈水植物や湿生

植物が生育する。また，側面の石積みに植生が定着するなど，河川内の整備やその後の状況に応じて様々な

植物が生育し，さらに河川区域内の水中や地表面，空中などを利用する動物が生息している。このように，

それほど豊かとは言えないが，河川内の様々な状況に応じた生物がみられる。調査は，原則として橋間ごと

に，区間整備された底面や側面の構造，土砂，礫，岩，コンクリートなどの底の材質，生育している沈水植

物や湿生植物の生育量，植物相などについて記録した。植物相は，秋季に1回，主に河川区域内の構造や植

生の多少などを考慮し，いくつかの橋間をまとめた区間ごとに，出現する植物種を確認した。 

「側道」は，ほとんどの場所で両岸とも整備されており，善福寺川の上流側の一部では人がやっと通るこ

とができる程度の狭いところもあるが，比較的幅が広くゆったりと歩けるところが多い。また，緑道化され

ているところが多く，全体としては高木と低木（植え込み）を組み合わせた列植，高木・低木のみの列植，

小規模な緑地スペースを設けているところ，サクラ類などの成木が並木状に植栽されているところなどがあ

る。 

「周辺環境」は，ここでは側道の外側の土地利用状況を指し，住宅地（戸建て，集合住宅）や公園になっ

ている場所が多い。低地と台地の境にあたる斜面には一部で昔ながらの樹林地が残されているところもある。 

現地調査では，「河川区域」，「側面」，「周辺現況」のそれぞれの要素について表Ⅲ-32及び図Ⅲ-13，14に

示す内容で確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-12 河川の標準断面模式（構成要素のあり方）
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表Ⅲ-32 河川環境の調査項目と判定基準 

大礫

小礫

砂･泥

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ
α

備考 敷

中

ｗ

土

ｓ

※　底面の植生の生育量に関しては，水草（沈水植物）と湿生植物を分けて評価した

河
川
内

底
面
・
側
面

一部分であることを示す

ｷ 住宅地等の河川側に，生垣や庭木等の樹木が多いことを示す

畑地･樹園地等

道 道路･駐車場･線路等

工 工場等

図書館･オフィスビル等

学 学校

荒 荒れ地等

集合住宅地（マンション･大規模な団地等）

戸 住宅地（戸建て･アパート等)

店 商業施設等

既存樹林地

大園 大規模公園

小園 住宅地の一角にあるような小規模な公園

側
道

s

隣
接
環
境

樹

団

施

農

備
考

’

備
考

側道の外側の斜面部に植栽帯がある

箱型の植栽桝に低木類が植栽

道路

遊歩道のうち，特に広いところ

遊歩道のうち，未舗装

主として低木または草本植栽地

主として刈り取り草地家裏に発達した植生（低木･草本）

高･中木のみの植栽地

側道の高･中木植栽が河川縦断方向に連続している場合

概要

コンクリート

礫が敷き詰められている状態

河川縦断方向において，植物群落の総延長が区間長の2分の1以上
とし,単生または数個体がまばらに分布する程度の未発達な状態
は積算に含めない

コンクリートであるが，平時の河道にあたる窪みの一部に，円形
の枠に格子状の穴のあいた構造を設けている場合
穴の部分が土砂の堆積や植物の定着サイトとなっている

A･B1･B2･C1･C2･D･Eﾀｲﾌﾟ　　(図Ⅲ-13参照)

A･B･C･K･Lﾀｲﾌﾟ　        　(図Ⅲ-14参照)

遊歩道

遊歩道のうち，特に狭いところ（ex.自転車が一台通られる程度
の幅員）

ｌ

Ｔ
上に加えて，低木または草本植栽された植栽地

Ｗ

　Ｃ

項目

河川縦断方向において，植物群落の総延長が区間長の10分の1
（目安として10ｍ程度）未満または，単生または数個体がまばら
に分布する程度

少

多

植生の
生育量

※

基岩
露出

一般的に粒径が26mm（6.4cm）以上

一般的に粒径が22mm(4mm)～26mm（6.5cm)

粒径が22mm（4mm)未満の砂および泥をまとめて，砂泥とした

基岩が露出している状態

幅
員

s2

v

u

植
生

並木

形
状

底面

側面

"多"と"少"の中間

底質
の

表層
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図Ⅲ-13 底面の構造区分
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図Ⅲ-14 側面の構造区分 
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（2）河川環境の現況 

1）河川区域内 

① 幅員と深さ 

橋間ごとに，河川の幅員及び深さを計測した。 

妙正寺川は調査区間が短いこともあり，幅員及び深さに大きな変化はなく，幅員は 9～10ｍ，深さは約 5

～6ｍである。善福寺川の幅員は，上流部の8ｍ弱から中流部にかけて段階的に広くなっており，最下流部で

は再び狭くなっている。最も幅員の大きいところは，和田堀公園周辺などの河川が大きく蛇行するあたりで

あり，およそ16ｍである。また深さは，概ね3ｍ後半～5ｍである。神田川では，区内上流部と下流部で幅員

が約8ｍで狭く，中央部が最も広く明風橋付近の10ｍ程度である。深さは，概ね4～6ｍである。 

 

 

図Ⅲ-15 川の幅員と深さ（左上；神田川，左下；妙正寺川，右上；善福寺川） 
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② 護岸の底面形状と植生 

河川ごとに，河川内の護岸の形状と植生の状況について以下に示す。（表Ⅲ-33～35） 

■妙正寺川 

妙正寺川は，区内の形状は画一的であり，植生状況は貧困である。護岸は 3面コンクリートである。平時

の流量は少なく，底面の中央 3分の1程が少し窪んでいてそこを水が流れている。側面はほぼ垂直である。

底面の植生は，漂着した堆積物に混在する植物が生育している状態であり，側面はコンクリートの隙間や水

抜き穴付近にわずかにみられる程度である。 

■善福寺川 

善福寺川は，おおまかには上・中流部，中・下流部，最下流部で様子が異なる。護岸の形状は，上・中流

部では底面が平坦な形状で側面が直立した護岸であるのに対して，中・下流部では底面の中央が階段状に窪

み側面が斜めに傾斜した護岸であり，最下流部では底面が中央に窪みがあり側面が直立した護岸となってい

る。底面の植生は，上・中流部ではその上流側で湿生植物が多く，中・下流部では湿生植物は少ないが沈水

植物が比較的多く，最下流部ではどちらも少ない。側面の植生は，上・中流部では少ないが，中・下流部と

最下流部では比較的多くなっている。 

■神田川 

神田川は，おおまかには上流部と中・下流部で様子が異なる。護岸の形状は，側面は全体的に直立の護岸

となっている。底面は，上・中流部では中央が窪み脇の部分が植生の生えやすい構造になっている場所があ

るのに対して，中・下流部では平坦な形状となっている。底面の植生は，上流部では沈水植物，湿生植物共

に比較的多いのに対して，中・下流部では沈水植物は少なく湿生植物も少ないところが多い。側面の植生は，

全体的に少ない。 
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表Ⅲ-33 妙正寺川の底面・側面の形状と植生状況 

 

 

大礫

小礫

砂･泥

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ
α

備考 敷

中

※　底面の植生の生育量に関しては，水草（沈水植物）と湿生植物を分けて評価した

概要

コンクリート

礫が敷き詰められている状態

河川縦断方向において，植物群落の総延長が区間長の2分の1以上とし,単
生または数個体がまばらに分布する程度の未発達な状態は積算に含めな
い

コンクリートであるが，平時の河道にあたる窪みの一部に，円形の枠に
格子状の穴のあいた構造を設けている場合
穴の部分が土砂の堆積や植物の定着サイトとなっている

A･B1･B2･C1･C2･D･Eﾀｲﾌﾟ　　(図Ⅲ-13参照)

A･B･C･K･Lﾀｲﾌﾟ　        　(図Ⅲ-14参照)

一般的に粒径が26mm（6.4cm）以上

一般的に粒径が22mm(4mm)～26mm（6.5cm)

粒径が22mm（4mm)未満の砂および泥をまとめて，砂泥とした

基岩が露出している状態

少

多

植生の
生育量

※

基岩
露出

形
状

底面

側面

"多"と"少"の中間

底質
の

表層

項目

河川縦断方向において，植物群落の総延長が区間長の10分の1（目安とし
て10ｍ程度）未満または，単生または数個体がまばらに分布する程度

 

凡例
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※ 凡例はp.115参照 

表Ⅲ-34 善福寺川の底面・側面の形状と植生状況 
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※ 凡例はp.115参照 

表Ⅲ-35 神田川の底面・側面の形状と植生状況 
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③ 植物相 

植物相調査の結果，全体で 97科 259種，妙正寺川で 40科 84種，善福寺川で 87科 234種，神田川で 58

科 138種確認された。出現種目録を付表-Dに示す。このうち種の同定に至っていない種（～属の一種また

は～科の一種等）を除く 253種について，生育の由来ごとに自生，帰化，植栽・逸出に分類すると，全体

では自生が 147種，帰化が 53種，植栽・逸出が 53種であり，妙正寺川では自生が 43種，帰化が 28種，

植栽･逸出が 12種，善福寺川では自生が 134種，帰化が 47種，植栽･逸出が 46種，神田川では自生が 87

種，帰化が 32種，植栽･逸出が 16種である。自生種の割合は神田川で最も高く，妙正寺川で最も低い。（図

Ⅲ-15） 

河川別の出現種類数をみると，善福寺川が最も多く，神田川，妙正寺川の順となっている。善福寺川で

出現種が最も多い要因として，傾斜の比較的緩い石積み護岸がこの河川にしかないことがあげられる。こ

のような場所では石積みの間から陸上性の植物が多く生育している。 

87種

134種

43種

147種

32種

47種

28種

53種

12種

16種

53種

46種

0 50 100 150 200 250 300

神田川

善福寺川

妙正寺川

全河川

種数

自生 帰化 植栽･逸出

 

図Ⅲ-15 自生種・帰化植物等の構成 

次に，各河川の植物相の調査区間ごとに，出現した種類数とその生育環境ごとの代表種の分布状況につ

いて示す。（表Ⅲ-36） 

善福寺川では，上・中流部では，直立護岸が多く出現種数が少ないが湿生植物は比較的多い。その中で

善福寺公園に接している最上流部では，樹林地や林縁に生育している植物が多く出現している。中・下流

部では，斜めの護岸で周辺が公園や緑道になっている場所がほとんどであるため，出現種類数も多くその

中で人里の植物が非常に多くなっている。（図Ⅲ-17） 

神田川では，上・中流部では比較的出現種類数が多く下流部では少ない。水辺や林縁及び人里に生育す

る植物も同様の傾向を示している。樹林に生育する植物は上・中流部だけに出現している。区間別の出現

種類数は３河川中最も少ないが，水辺の植物は神田川の上・中流部と善福寺川の上流部の出現種類数が多

い。妙正寺川では，下流部ほど出現種類数が多く，水辺や人里の草地などに生育する植物も同様の傾向を

示している。（図Ⅲ-18） 

表Ⅲ-36 生育環境区分と概要 

概要

照葉樹林や夏緑広葉樹二次林に生育する種

林縁に生育する種

庭先や石垣等に生育する種，林縁や樹林内に
もみられる

刈り取り草地や路傍等に生育する種

湿地 水田や畦畔，湿地，流水辺に生育する種

湛水 池沼や河川等に生育する種

おもな生育環境

水辺

樹林地

林縁

石垣･林縁

人里（草地･路傍）
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図Ⅲ-17 善福寺川の区間ごとの出現種類数と生育環境ごとの代表種の分布状況 

種
数 

生
育
環
境

種名

善
福
寺
公
園
内

美
濃
山
橋
※
1

八
幡
西
橋

新
町
橋

原
寺
分
橋

駅
通
橋

社
橋

鍛
冶
橋

木
村
橋

界
橋

荻
窪
橋

忍
川
橋

春
日
橋

松
見
橋

松
渓
橋

西
田
端
橋

神
道
橋

西
田
橋

屋
倉
橋

相
生
橋

尾
崎
橋

成
田
下
橋

大
成
橋

宮
下
橋

大
宮
橋

大
松
橋

済
美
橋

熊
野
橋

堀
ノ
内
橋

和
田
堀
橋

あ
さ
ひ
橋

和
田
廣
橋

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｷｼｮｳﾌﾞ ● ●

ﾐｸﾘの一種 ● ● ●

ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ ● ● ●

ｸｻﾖｼ ● ● ●

ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾋﾞｴ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｷﾞｼｷﾞｼ類※2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾂﾎﾞｽﾐﾚ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾀﾃﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾉｹﾞｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾒﾋｼﾊﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ● ● ● ● ● ●

ﾉｷｼﾉﾌﾞ ● ● ● ● ● ●

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾔﾏｸﾞﾜ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｴﾉｷ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｺﾑﾗｻｷ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1　橋名は各区間の上流側の橋を示した
※2　ｷﾞｼｷﾞｼ類；現地調査では，ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ，ｷﾞｼｷﾞｼ，ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼが確認されている
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図Ⅲ-18 神田川と妙正寺川の区間ごとの出現種類数と生育環境ごとの代表種の分布状況 

 

種
数 

＜神田川＞

生
育
環
境

種名

み
す
ぎ
橋

宮
下
橋

都
橋

清
水
橋

井
の
頭
線
車
庫
脇

月
見
橋

錦
橋

佃
橋

池
袋
橋

乙
女
橋

堂
ノ
下
橋

鎌
倉
橋

八
幡
橋

弥
生
橋

幸
福
橋

か
ん
な
橋

ひ
ま
わ
り
橋

明
風
橋

栄
泉
橋

宮
前
橋

中
井
橋

一
本
橋

弁
天
橋

方
南
第
一
橋

方
南
橋

た
つ
み
橋

向
井
上
橋

日
向
上
橋

落
合
橋

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｷｼｮｳﾌﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾐｸﾘ属の一種 ● ● ● ● ● ● ●

ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ ●

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ ● ● ● ● ● ● ●

ｸｻﾖｼ ● ● ● ● ●

ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾋﾞｴ ● ● ● ● ● ● ●

ｷﾞｼｷﾞｼ類※2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾂﾎﾞｽﾐﾚ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾀﾃﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ● ● ● ● ●

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾉｹﾞｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ● ● ● ● ● ● ● ●

ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ● ● ● ● ● ● ●

ﾒﾋｼﾊﾞ ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾉｷｼﾉﾌﾞ ● ● ● ● ● ●

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ ● ● ● ●

ﾔﾏｸﾞﾜ ● ● ● ● ● ● ● ●

ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ● ● ●

ｴﾉｷ ●

ｺﾑﾗｻｷ ●

※1　橋名は各区間の上流側の橋を示した
※2　ｷﾞｼｷﾞｼ類；現地調査では，ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ，ｷﾞｼｷﾞｼ，ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼが確認されている
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2）側道及び周辺環境 

各河川の側道及び周辺環境の状況を以下に示す。 

■妙正寺川 

妙正寺川は，杉並区内ではほぼ同様の形状や植生の状況となっている。側道の幅員は全体的に広い。側道

の植生は，上流側が高木や低木の植栽があるのに対して，下流側は植栽植物が少ない。周辺環境は全体とし

て戸建ての住宅地が多い。(表Ⅲ-37） 

■善福寺川 

善福寺川は，おおまかには上・中流部，中・下流部，最下流部で様子が異なる。側道の幅員は，上・中流

部では狭い場所が多いのに対して，中・下流部や最下流部ほとんどが広くなっている。側道の植生は，上・

中流部では非常に少なく，中・下流部ではほとんどが高木や低木の植栽があり，最下流部ではやや少なくな

る。周辺環境は，上・中流部では戸建て住宅や集合住宅であるのに対して，中・下流部はほとんどが大規模

な公園や緑道となっており，最下流部は公共施設や住宅となっている。(表Ⅲ-38） 

■神田川 

神田川は，おおまかには上流部と中・下流部で様子が異なる。側道の幅員は全体として広い。側道の植生

は，上・中流部では高木や低木の植栽が多いのに対して，下流部では低木のみの植栽がやや多い。周辺環境

は，上流部と下流部では住宅地が多いのに対して，中流部では，一部で既存樹林地が残りグラウンドや学校

などがやや多くなっている。(表Ⅲ-39） 

ｗ

土

ｓ

概要項目

幅
員

s2

v

u

植
生

並木

遊歩道

遊歩道のうち，特に狭いところ（ex.自転車が一台通られる程度
の幅員）

ｌ

Ｔ
上に加えて，低木または草本植栽された植栽地

Ｗ

　Ｃ

側道の外側の斜面部に植栽帯がある

箱型の植栽桝に低木類が植栽

道路

遊歩道のうち，特に広いところ

遊歩道のうち，未舗装

主として低木または草本植栽地

主として刈り取り草地家裏に発達した植生（低木･草本）

高･中木のみの植栽地

側道の高･中木植栽が河川縦断方向に連続している場合

側
道

s

隣
接
環
境

樹

団

施

農

備
考

’

備
考

既存樹林地

大園 大規模公園

小園 住宅地の一角にあるような小規模な公園

集合住宅地（マンション･大規模な団地等）

戸 住宅地（戸建て･アパート等)

店 商業施設等

学 学校

荒 荒れ地等

一部分であることを示す

ｷ 住宅地等の河川側に，生垣や庭木等の樹木が多いことを示す

畑地･樹園地等

道 道路･駐車場･線路等

工 工場等

図書館･オフィスビル等

凡例
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表Ⅲ-38 善福寺川の側道及び周辺環境        表Ⅲ-39 神田川の側道及び周辺環境 
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2．河川環境による区間区分とその特徴 

（1）河川の区間区分 

河川内及び周辺において「河川区域」，「側道」，「周辺環境」に区分し，それぞれについて環境を構成する

要素を整理した。それらの環境要素の違いより特徴的な点を抽出し各河川において区間区分を行った。3 河

川の環境要素の概況を表Ⅲ-40に，河川ごとの現況と区間区分を表Ⅲ-41～42に示す。 

最上流部はいずれも湧水池が源流となっており，河川の成り立ちとしては３つの河川は類似している。 

河川区域の状況は，河川構造の違いなどにより河道内の植生状況が対応し，水辺に生育する植物は，神田

川では上流部が豊かであり，善福寺川では上流部で湿生植物が多く，中・下流部では沈水植物が多く，妙正

寺川では全体として少ない状況となっている。また，善福寺川の中・下流部は周辺環境が公園や緑道になっ

ており，そのため河川の幅員を広くとり，側面を斜めの護岸としているために，そこに陸域の植物が多く生

育している。 

側道と周辺環境は，杉並区の市街化の進行と関連していると考えられる。杉並区の場合，市街化は中央線

沿いから始まり，3 河川では善福寺川の上流部が最も早くから市街化が進んだと考えられる。善福寺川の上

流部は戸建ての住宅地が多く，側道も狭くなっている。善福寺川の中・下流部は大規模な公園や緑道となり

区内で最もみどりが多い場所となっている。神田川は，中流部付近に公共や２企業のグラウンドなどが多く，

その中に既存林や植栽地が設けられている場所も多い。妙正寺川は全体として住宅地が多くなっている。 

 

表Ⅲ-40 3河川の環境要素の概況 

河川構造 河道内植生

妙正寺川

妙正寺池
(妙正寺公園)

単調で,通常は
水量が少ない

ほとんど見られ
ない

一部に高木や低木の植栽
があり,上流側にやや多
くなっている

全域で戸建て住宅が密集
している

善福寺川

善福寺池
(善福寺公園)

上流部は直立の
護岸が多く,中･
下流部は斜めの
護岸が多い

湿生植物は上･
中流部に多く,
沈水植物や側面
の陸域の植物は
中･下流部の公
園が隣接してい
る場所に多く生
育している

上流部では人一人が通れ
る程度のせまい場所が多
く,それ以外では広い歩
道となり植栽が施されて
いる

上･中流部では，戸建て
住宅や集合住宅が密集し
ている
中･下流部では，公園が
連続している
最下流部では，公共施設
や住宅地が混在している

神田川

井の頭池
(井の頭公園)
※ただし区外

全体として直立
の護岸となって
いるが,上流部
には植生が定着
しやすい構造に
なっている場所
もある

上流部では湿生
植物や沈水植物
が比較的多い
が,下流にいく
ほど少なく，陸
域の植物は全体
的に少ない

全体として広く,上･中流
部では高木や低木の植栽
が多く,下流にいくほど
植栽が少ない

上･中流部では，戸建て
住宅･集合住宅･学校･グ
ラウンド等が多く,所々
に樹林地がある
中･下流部では，戸建て
住宅が多く,一部で学校･
グラウンド･公共施設が
ある

周辺環境河川 最上流部
河川区域の状況

測道の状況

 



 

 －124－ 

 表Ⅲ-41 神田川及び妙正寺川の環境要素の現況と区間区分

  

比較的良好な状態である

中間的である

比較的不良な状態である

各要素が生き物の生育･生息に
とって良好か不良かを相対的に
評価し3段階の色で示した
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表Ⅲ-42 善福寺川の環境要素の現況と区間区分 

 

比較的良好な状態である

中間的である

比較的不良な状態である

各要素が生き物の生育･生息に
とって良好か不良かを相対的に
評価し3段階の色で示した
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（2）区間ごとの河川環境の特徴 

3河川について，それぞれの区間区分と区間ごとの特徴について以下に示す。 

3河川の区間区分は図Ⅲ-19のとおりであり，図中の区間が図Ⅲ-20～22の各河川の区間区分に対応する。 

各河川の区間区分ごとの特徴を図Ⅲ-20～22 に示す。各河川の区間ごとに，代表的な環境要素の状況を

示す断面模式図，河川と周辺の状況写真，状況コメントを組み合わせて示した。断面模式図は，下段に広

域の状況，上段に河川区域と側道及び隣接する周辺環境の状況を模式的に示している。 

 

 

図Ⅲ-19 ３河川の区間区分 

 
図Ⅲ-20 妙正寺川の区間ごとの特徴 



 

 －127－ 

 

図Ⅲ-21 善福寺川の区間ごとの特徴 
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図Ⅲ-22 神田川の区間ごとの特徴 
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Ⅳ 河川の環境と生き物の現在と今後の課題 
 

・杉並区内の河川と生き物は，これまでに示してきたような歴史を経て現在のような姿になってい

る。 

・水質に対する指標性の高い底生動物の生息状況により水質を判定する方法によれば，杉並区の多

くの地点は「Ⅲ:α-中腐水性水域」の汚れた水と判定されている。 

・一方で，同じく水質に対する指標性の高い付着藻類の珪藻を用いた水質判定によれば，杉並区の

多くの地点は「Ⅱ:β-中腐水性水域」の少しよごれた水，場所によっては「Ⅰ:貧腐水性水域」

のきれいな水と判定されている。 

・水質については，ＢＯＤなどの水質調査結果からみると付着藻類による判定結果により近く，都

内の他の小河川や多摩川と比較しても同程度で，かなり良好な状態になっていると思われる。 

・付着藻類は水質の影響を直接的に受けやすいのに対して，底生動物は，よりきれいな水を指標す

る底生動物が生息できる水質になっているとしても，それらの隠れ家となる河川の構造や植生な

どの物理的な条件が十分に整っていないために，きれいな水に生息する種類が生息できない，あ

るいは回復できないと考えられる。 

・このように杉並区の河川は，河川改修により水害が抑えられるようになり，また水質は良い状態

になりつつあるとしても，水辺の植物や動物にとってよりどころとなる場が少ないために，生き

物にとっては棲みづらく，多様な生物相を養うことができない状態であるといえる。 

・しかし，神田川の上流部のように，底生動物，付着藻類，魚類，水草が比較的豊富で，サギ類な

どの水辺生態系の食物連鎖の比較的上位に位置する動物が生息している場所も一部ではみられ，

河川の自然環境の回復力はまだ残されていると考えられる。 

 

表Ⅳ-1 底生動物と付着藻類による水質判定結果 

付着藻類※1 底生動物※2

妙正寺川 松下橋 M-1 Ⅰ/Ⅳ Ⅲ

善福寺川 上池と下池の間 Z-1 Ⅰ Ⅳ

寺分橋 Z-2 Ⅰ/Ⅱ Ⅲ/Ⅳ

井荻橋 Z-4 Ⅱ Ⅲ

春日橋 Z-6 Ⅱ Ⅲ

尾崎橋 Z-7 Ⅰ/Ⅱ Ⅲ

和田堀橋 Z-9 Ⅰ/Ⅱ Ⅱ/Ⅲ

神田川 井の頭線車庫脇 K-1 Ⅰ Ⅲ

鎌倉橋 K-3 Ⅰ/Ⅱ Ⅲ

方南第一橋 K-5 Ⅱ Ⅱ/Ⅲ

※1：珪藻を用いた有機汚濁指数(渡辺 1988)

※2：環境庁(現環境省)水質保全局の簡易法

河川名
水質判定

地点名

＜判定区分＞
 Ⅰ：貧腐水性水域　  （きれいな水）
 Ⅱ：β中腐水性水域 （少しよごれた水）
 Ⅲ：α中腐水性水域 （汚い水）
 Ⅳ：強腐水性水域　  （大変汚い水）
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・川の生き物を今と昔とで比べると，昔はあたりまえにいたものが今ではみられず，逆に昔はいな

かった外来種が今では住み着いており，生き物の構成がだいぶ変化していると考えられる。 

・現在の川の姿を昔とまったく同じに戻すことはできないが，昔にあった姿の一部分でも現在の河

川に加えることができれば，生息できる種類が増えることになる。 

・さらに，幅員を広くとれる場所では，その中をできるだけ昔の姿にあるような状態も含めて多様

な水辺をつくることにより，身近な場所に多くの生き物が生息できるようになると考えられる。 

・そのために，今後河川改修の機会などをとらえて，河道内を水辺の植物が定着しやすい多自然型

の構造にする，隣接地が公園などで川幅を広げることが住宅地に比べてやり易い場所ではより多

様な水辺環境を形成するなど，少しでもできるところから生き物を回復させていくことが重要で

ある。 

・また，多自然型に改修したところなどのモニタリング調査，外来種の除去の検討，区民による監

視活動を充実させるなどの取り組みも今後は必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

図Ⅳ-1 今と昔の川の生き物のようす 
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付表-A 魚類測定結果（8 月）(1/3) 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

松下橋（M-1） （採捕されず）
合計0種類

渡戸橋（Z-1） ｺｲ - - 全長400mm↑目視
ﾓﾂｺﾞ 57 46

63 50
63 50
57 45
62 49
57 45
54 44
53 42
55 44
50 40

ﾒﾀﾞｶ(ﾋﾒﾀﾞｶ) 39 33
ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 27 22

36 28
23 18

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 36 29
30 25
31 26
24 20
28 25
30 27
30 26
20 17
29 25
24 20
29 25
26 21
26 22
30 25
25 20
25 20
25 20
21 17
21 17

合計5種類
寺分橋（Ｚ-2） ｺｲ 133 108

116 95
120 94

ｵｲｶﾜ 94 72
117 95
110 92
95 78
78 65
65 54

104 87
96 79
93 77
92 77
87 73
70 55
97 81

100 82
98 80
72 59
92 75
30 25

ﾇﾏﾑﾂ 87 72
77 62
70 57
68 55
63 52

104 86
77 63
61 50

108 89
66 53
83 68
63 50
84 69
83 66  

 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

寺分橋（Ｚ-2） ﾓﾂｺﾞ 65 52
95 75
64 52
56 45
67 53
55 45
64 53
64 51
85 68
73 60 奇形

ﾀﾓﾛｺ 97 80
61 50

100 85
92 75
85 71
67 54
67 54
61 48
57 45

102 83
69 55
58 46
63 50
58 48
94 78
96 80
83 66
72 58
55 44
63 50
60 48

- - 総個体数　107個体
ﾒﾀﾞｶ(ﾋﾒﾀﾞｶ) 31 26
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 36 30

合計7種類
原寺分橋（Ｚ-3） ｺｲ - - 目視

ｵｲｶﾜ 87 72
90 74
74 60

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 44 32
合計3種類

井萩橋（Ｚ-4） (採捕されず)
合計0種類

神明橋（Ｚ-5） ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 23 18
ｺｲ 18 14
ﾄﾞｼﾞｮｳ 119 102

合計3種類
春日橋（Ｚ-6） ｺｲ 23 18

17 14
ﾄﾞｼﾞｮｳ 19 16

合計2種類
尾崎橋（Ｚ-7） ﾓﾂｺﾞ 29 24

合計1種類
宮下橋（Ｚ-8） ﾄﾞｼﾞｮｳ 52 44

19 16
合計1種類

和田堀橋（Ｚ-9） ﾄﾞｼﾞｮｳ 56 48
52 44
44 40
44 40
32 28
32 28
32 28
32 28
32 28
32 28
35 30
30 26
30 25

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 81 68
45 37

合計2種類
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付表-A 魚類測定結果（8 月）(2/3) 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

井の頭線車庫前 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 71 53
（K-1） 48 38

ｺｲ - - 目視20個体
ﾓﾂｺﾞ 59 47

58 47
56 45
61 49
49 38
40 31
27 22
35 27
36 29
18 15
18 15
18 15
18 15
18 15
22 19

ﾀﾓﾛｺ 51 41
51 49

ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 38 30
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 55 44

39 32
38 30
41 34
35 29
35 29
25 20

合計6種類
錦橋（K-2） ｺｲ - - 目視20個体

103 84
100 81
137 105
88 73
50 41
42 35
50 40
53 44
45 37
55 45
59 48
53 45
57 48
90 75
88 73

ﾓﾂｺﾞ 78 62
75 60
78 63
64 50
25 20
20 17
16 13
25 20
25 20
16 13

ﾀﾓﾛｺ 58 48
82 65
56 45

ﾒﾀﾞｶ 17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
17 13
19 16

ﾒﾀﾞｶ(ﾋﾒﾀﾞｶ) 15 13
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 36 30

合計6種類  

 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

鎌倉橋（Ｋ-3） ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 68 54
ｺｲ 21 17

20 16
ｱｶﾋﾚﾀﾋﾞﾗ 83 78

75 60
ﾓﾂｺﾞ 尾欠 42

48 39
50 45
22 18
64 57
56 45
59 48
52 46
53 48
54 43
57 46
22 18
24 18
62 51

ﾀﾓﾛｺ 55 45
79 63
89 77
58 47
60 50
55 45
48 38
57 46
49 40
63 52
20 16

ﾆｺﾞｲ 72 60
80 66
80 65
83 69
62 50
73 60
63 52
82 68
66 49
59 48
73 60
68 55
59 48
58 47

ﾒﾀﾞｶ 16 14
16 14
16 14

合計7種類
倉下橋（K-4） ｺｲ 100 80

ｵｲｶﾜ 100 82
58 49

ﾇﾏﾑﾂ 110 90
112 94

ﾓﾂｺﾞ 55 44
50 40
70 56
75 60
62 50

ﾀﾓﾛｺ 63 52
65 53
62 51
68 56
63 50
78 64
85 68
74 62
76 68
72 59
64 49



資料-3 

付表-A 魚類測定結果（8 月）(3/3) 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

倉下橋（K-4） ﾀﾓﾛｺ 71 59
57 46
55 45
58 47
60 49
56 45
52 42
58 48
59 48

- - 総個体数　35個体
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 55 46

合計6種類
方南第一橋 ｺｲ 30 29
（K-5） ﾓﾂｺﾞ 64 56

14 12
ﾀﾓﾛｺ 60 49

60 49
67 55
48 39
49 39
49 40

ﾄﾞｼﾞｮｳ 102 87
18 15

ｸﾞｯﾋﾟｰ 34 26
35 27
30 23
23 18
23 18
23 18
23 18
23 18
23 18
17 13
39 29
35 23
40 28
31 21
34 25
30 21
30 18
30 20
28 18
28 18
34 25
31 21
31 21
31 23
31 24
26 18
34 25
32 28
26 18
30 20

- - 総個体数　50個体

合計5種類  
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付表-B 魚類測定結果（10 月）(1/2) 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

松下橋（M-1） ﾄﾞｼﾞｮｳ 97 82
　 100 84

合計1種類
渡戸橋（Z-1） ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視

ﾒﾀﾞｶ(ﾋﾒﾀﾞｶ) 30 - 3cm目視
ﾓﾂｺﾞ 80 64

65 50
51 40
43 35
40 32
46 37
51 42
51 42
46 37
46 37
46 37
46 37
46 37
67 55
67 55
67 55
51 42
51 42
57 46

- - 目視20個体
ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 37 30

34 27
35 28
37 29
37 29
37 29
37 29
37 29

ｳｷｺﾞﾘ 81 66
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 35 29

44 36
41 34
30 25
35 27
30 24
38 31
32 27

合計6種類
寺分橋（Z-2） ｵｲｶﾜ 131 108

89 71
85 69
85 69
85 69
72 60

ﾓﾂｺﾞ 45 36
61 49
49 40
44 36

ﾀﾓﾛｺ 65 51
75 60
60 47
67 54
54 44
67 54
57 47
52 43
47 37
49 40

ﾇﾏﾑﾂ 100 82
合計4種類

原寺分橋（Z-3） ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視1個体
合計1種類

井荻橋（Z-4） (採捕されず)
合計0種類

神明橋（Z-5） ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視10個体
ﾄﾞｼﾞｮｳ 50 - 全長50mm 目視1個体

合計2種類
春日橋（Z-6） ﾄﾞｼﾞｮｳ 112 95

110 98
合計1種類  

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

尾崎橋（Z-7） ﾄﾞｼﾞｮｳ 110 97
80 70
90 78
76 68
63 55

合計1種類
宮下橋（Z-8） ﾄﾞｼﾞｮｳ 58 50

55 48
合計1種類

和田堀橋（Z-9） ﾄﾞｼﾞｮｳ 70 60
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 54 46

54 46
49 42

合計2種類
井の頭線車庫脇 ﾓﾂｺﾞ 74 57

（K-1） 67 54
ﾀﾓﾛｺ 84 68
ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視10個体

合計3種類
錦橋（K-2） ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 25 20

ｵｲｶﾜ 125 103
86 70
87 70
77 64
90 73

ﾓﾂｺﾞ 106 84
92 72
96 77
44 35

ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視10個体
合計4種類

鎌倉橋（K-3） ﾀﾓﾛｺ 79 65
81 66
79 66
75 62
73 60
70 58
66 54
66 55
61 56
60 51
64 52
59 50
61 50
55 45

ﾓﾂｺﾞ 77 62
107 89
94 75
76 64

ｵｲｶﾜ 85 69
80 65
78 66

ｺｲ 400 - 全長400mm↑目視10個体
合計4種類

蔵下橋（K-4） ﾀﾓﾛｺ 81 67
78 63
83 68
76 62
76 63
74 52
70 58
71 57
73 59
81 65
76 62
72 60
65 53

合計1種類
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付表-B 魚類測定結果（10 月）(2/2) 

 

調査地点 和名
全長
(mm)

体長
(mm)

備考

方南第一橋 ﾆｺﾞｲ 130 106
（K-5） 154 125

115 94
ｺｲ 102 90
ｵｲｶﾜ 94 78

77 63
45 36

ﾀﾓﾛｺ 85 69
79 63
77 63
72 59

ﾓﾂｺﾞ 72 56
87 69
82 65
92 76
92 75
70 55
80 65
70 59
73 59
43 34
35 30

ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 26 21
ﾄﾞｼﾞｮｳ 125 110

110 98
80 72

100 88
合計7種類  

 

 

付表-C 植物確認種目の内訳 

科 種 科 種 科 種 科 種

4科 4種 9科 13種 6科 6種 9科 13種

36科 80種 78科 221種 52科 132種 86科 246種

1科 1種 2科 2種 0科 0種 3科 3種

35科 79種 76科 219種 52科 132種 83科 243種

30科 62種 61科 157種 41科 96種 67科 174種

離弁花類 20科 36種 45科 105種 29科 66種 49科 118種

合弁花類 10科 26種 16科 52種 12科 30種 18科 56種

5科 17種 15科 62種 11科 36種 16科 69種

40科 84種 87科 234種 58科 138種 95科 259種

被子植物

双子葉類

単子葉植物

総　計

全川

シダ植物

種子植物

裸子植物

分　類
妙正寺川 善福寺川 神田川
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付表-D 植物確認種目録(1/3) 

no. 科名 種名 学名 神 善 妙 生育環境区分 生育由来
1 ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｺﾝﾃﾘｸﾗﾏｺﾞｹ Selaginella uncinata ● 石垣･林縁 植栽･逸出
2 ﾄｸｻ科 ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ● ● 人里(草地･路傍) 自生
3 ﾄｸｻ Equisetum hyemale ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
4 ﾌｻｼﾀﾞ科 ｶﾆｸｻ Lygodium japonicum ● ● 林縁 自生
5 ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科 ﾀﾁｼﾉﾌﾞ Onychium japonicum ● 石垣･林縁 自生
6 ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ属の一種（園芸種）Adiantum sp. ● ● - -
7 ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris cretica ● 石垣･林縁 自生
8 ｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris multifida ● ● ● 石垣･林縁 自生
9 ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei ● ● ● 石垣･林縁 自生

10 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ● 樹林地 自生
11 ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Thelypteris torresiana var. calvata ● 樹林地 自生
12 ﾒｼﾀﾞ科 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium niponicum ● ● ● 林縁 自生
13 ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus ● ● 石垣･林縁 自生
14 ｲﾁｮｳ科 ｲﾁｮｳ Ginkgo biloba ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
15 ﾋﾉｷ科 ｻﾜﾗ Chamaecyparis pisifera ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
16 ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ Podocarpus macrophyllus ● 樹林地 植栽･逸出
17 ﾔﾅｷﾞ科 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ Salix subfragilis ● 水辺(湿地) 自生
18 ｶﾊﾞﾉｷ科 ﾊﾝﾉｷ Alnus japonica ● 水辺(湿地) 植栽･逸出
19 ﾌﾞﾅ科 ｼﾗｶｼ Quercus myrsinaefolia ● 樹林地 植栽･逸出
20 ｺﾅﾗ Quercus serrata ● ● 樹林地 自生
21 ﾆﾚ科 ﾑｸﾉｷ Aphananthe aspera ● ● 樹林地 自生
22 ｴﾉｷ Celtis sinensis var. japonica ● ● 樹林地 自生
23 ｱｷﾆﾚ Ulmus parvifolia ● 樹林地 植栽･逸出
24 ｹﾔｷ Zelkova serrata ● ● 樹林地 植栽･逸出
25 ｸﾜ科 ｸﾜｸｻ Fatoua villosa ● 人里(草地･路傍) 自生
26 ｲﾁｼﾞｸ Ficus carica ● ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
27 ｲﾇﾋﾞﾜ Ficus erecta ● 樹林地 植栽･逸出
28 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ● ● 林縁 自生
29 ﾔﾏｸﾞﾜ Morus australis ● ● ● 林縁 自生
30 ｲﾗｸｻ科 ｶﾗﾑｼ Boehmeria nipononivea ● ● 林縁 自生
31 ｱｵﾐｽﾞ Pilea pumila ● 樹林地 自生
32 ﾀﾃﾞ科 ﾐｽﾞﾋｷ Antenoron filiforme ● 林縁 自生
33 ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria japonica ● 水辺(湿地) 自生
34 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia ● ● ● 水辺(湿地) 自生
35 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
36 ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ Persicaria pubescens ● ● 水辺(湿地) 自生
37 ﾋﾒﾂﾙｿﾊﾞ Polygonum capitatum ● ● ● 石垣･林縁 帰化
38 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ● ● 人里(草地･路傍) 自生
39 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ● ● 人里(草地･路傍) 自生
40 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius var. agrestis ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化

ｷﾞｼｷﾞｼの一種 Rumex spp. ● ● ● - -
41 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ● ● 林縁 帰化
42 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ科 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ Mirabilis jalapa var. jalapa ● ● ● 人里(草地･路傍) 植栽･逸出
43 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ科 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ● 人里(草地･路傍) 自生
44 ﾊｾﾞﾗﾝ Talinum crassifolium ● ● 石垣･林縁 帰化
45 ﾅﾃﾞｼｺ科 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
46 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
47 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ● ● 人里(草地･路傍) 自生

ﾊｺﾍﾞ属の一種 Stellaria  sp. ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
48 ｱｶｻﾞ科 ｼﾛｻﾞ Chenopodium album ● 人里(草地･路傍) 帰化
49 ｱｶｻﾞ Chenopodium album var. centrorubrum ● 人里(草地･路傍) 帰化
50 ﾋﾕ科 ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. japonica ● ● ● 林縁 自生
51 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. tomentosa ● ● 人里(草地･路傍) 自生
52 ｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus lividus ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
53 ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ Amaranthus hybridus ● 人里(草地･路傍) 帰化
54 ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ Kadsura japonica ● ● 樹林地 自生
55 ｸｽﾉｷ科 ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ Lindera glauca ● 樹林地 植栽･逸出
56 ｼﾛﾀﾞﾓ Neolitsea sericea ● 樹林地 植栽･逸出  
57 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia var. biternata ● 林縁 自生
58 ﾒｷﾞ科 ﾅﾝﾃﾝ Nandina domestica ● 樹林地 植栽･逸出
59 ｱｹﾋﾞ科 ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ● ● 林縁 自生
60 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ● 林縁 自生
61 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ● 林縁 自生
62 ｽｲﾚﾝ科 ｽｲﾚﾝ科の一種（園芸種） Nymphaea spp. ● - -
63 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Houttuynia cordata ● ● ● 林縁 自生
64 ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｵﾆﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia chinensis ● ● ● 石垣･林縁 植栽･逸出
65 ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica ● 樹林地 植栽･逸出
66 ﾋｻｶｷ Eurya japonica ● 樹林地 自生
67 ｹｼ科 ｸｻﾉｵｳ Chelidonium majus var. asiaticum ● 林縁 自生
68 ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ● 林縁 帰化
69 ｱﾌﾞﾗﾅ科 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
70 ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine scutata ● ● ● 水辺(湿地) 自生
71 ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ Nasturtium officinale ● ● 水辺(湿地) 帰化
72 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
73 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ● 水辺(湿地) 自生
74 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum bulbiferum ● 人里(草地･路傍) 自生
75 ﾒｷｼｺﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum mexicanum ● ● ● 石垣･林縁 植栽･逸出
76 ﾀｲﾄｺﾞﾒ Sedum oryzifolium ● 石垣･林縁 植栽･逸出
77 ﾕｷﾉｼﾀ科 ｳﾂｷﾞ Deutzia crenata ● 林縁 植栽･逸出
78 ﾊﾞﾗ科 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea chrysantha ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
79 ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea indica ● ● 人里(草地･路傍) 自生
80 ﾔﾏﾌﾞｷ Kerria japonica ● 林縁 植栽･逸出
81 ﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus jamasakura ● 樹林地 植栽･逸出
82 ｿﾒｲﾖｼﾉ Prunus x yedoensis ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
83 ﾄｷﾜｻﾝｻﾞｼ属の一種 Pyracantha sp. ● - -
84 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ Rhaphiolepis umbellata ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
85 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ● 林縁 自生
86 ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ Rubus palmatus var. coptophyllus ● 林縁 自生
87 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ● 林縁 自生
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付表-D 植物確認種目録(2/3) 

no. 科名 種名 学名 妙 善 神 生育環境区分 生育由来
88 ﾊﾞﾗ科 ﾕｷﾔﾅｷﾞ Spiraea thunbergii ● ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
89 ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ Stephanandra incisa ● 林縁 自生
90 ﾏﾒ科 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea bracteata var. japonica ● 林縁 自生
91 ｸｽﾞ Pueraria lobata ● ● 林縁 自生
92 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudo-acacia ● 林縁 植栽･逸出
93 ｴﾝｼﾞｭ Sophora japonica ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
94 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens var. repens ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
95 ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ● ● 林縁 自生
96 ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｲﾓｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis articulata ● 人里(草地･路傍) 帰化
97 ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
98 ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corymbosa ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
99 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生

100 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia maculata ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
101 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus ● ● ● 林縁 自生
102 ﾋﾒﾐｶﾝｿｳ Phyllanthus matsumurae ● 人里(草地･路傍) 自生
103 ｺﾐｶﾝｿｳ Phyllanthus urinaria ● ● 人里(草地･路傍) 自生
104 ﾐｶﾝ科 ﾅﾂﾐｶﾝ Citrus natsudaidai ● ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
105 ｾﾝﾀﾞﾝ科 ｾﾝﾀﾞﾝ Melia azedarach ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
106 ｳﾙｼ科 ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var. roxburghii ● 林縁 自生
107 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea ● 林縁 植栽･逸出
108 ｶｴﾃﾞ科 ﾄｳｶｴﾃﾞ Acer buergerianum ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
109 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ Acer palmatum ● ● 樹林地 植栽･逸出
110 ﾄﾁﾉｷ科 ﾄﾁﾉｷ Aesculus turbinata ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
111 ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus ● 林縁 自生
112 ﾏｻｷ Euonymus japonicus ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
113 ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ● ● 林縁 自生
114 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ● ● 林縁 自生
115 ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ● ● ● 石垣･林縁 自生
116 ｴﾋﾞﾂﾞﾙ Vitis ficifolia var. lobata ● ● 林縁 自生
117 ｱｵｲ科 ｾﾞﾆﾊﾞｱｵｲ Malva neglecta ● 人里(草地･路傍) 帰化
118 ｸﾞﾐ科 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
119 ｲｲｷﾞﾘ科 ｲｲｷﾞﾘ Idesia polycarpa ● 林縁 自生
120 ｽﾐﾚ科 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
121 ｽﾐﾚ Viola mandshurica ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
122 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda ● ● ● 水辺(湿地) 自生
123 ｼｭｳｶｲﾄﾞｳ科ｼｭｳｶｲﾄﾞｳ Begonia evansiana ● 林縁 帰化
124 ｳﾘ科 ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ Gynostemma pentaphyllum ● 林縁 自生
125 ｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes cucumeroides ● ● 林縁 自生
126 ｱｶﾊﾞﾅ科 ﾕｳｹﾞｼｮｳ Oenothera rosea ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
127 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ科ｵｵﾌｻﾓ Myriophyllum brasiliense ● 水辺(湛水) 帰化
128 ﾐｽﾞｷ科 ｱｵｷ Aucuba japonica ● 樹林地 自生
129 ﾐｽﾞｷ Cornus controversa ● ● 樹林地 自生
130 ｳｺｷﾞ科 ﾔﾂﾃﾞ Fatsia japonica ● ● 樹林地 植栽･逸出
131 ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ● ● ● 石垣･林縁 自生
132 ｾﾘ科 ﾐﾂﾊﾞ Cryptotaenia japonica ● ● 林縁 自生
133 ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ Hydrocotyle sibthorpioides ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
134 ｾﾘ Oenanthe javanica ● ● 水辺(湿地) 自生
135 ﾂﾂｼﾞ科 ﾂﾂｼﾞ科の一種（園芸種） Ericaceae sp. ● - -
136 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ● 樹林地 植栽･逸出
137 ｻｸﾗｿｳ科 ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f. subsessilis ● ● 人里(草地･路傍) 自生
138 ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ Diospyros kaki ● ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
139 ﾏﾒｶﾞｷ Diospyros lotus ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
140 ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonica ● 樹林地 自生
141 ﾓｸｾｲ科 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum ● ● 樹林地 自生
142 ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum lucidum ● ● ● 樹林地 植栽･逸出
143 ｷﾝﾓｸｾｲ Osmanthus fragrans var. aurantiacus ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
144 ｱｶﾈ科 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinospermon ● 人里(草地･路傍) 自生
145 ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium trachyspermum ● 人里(草地･路傍) 自生
146 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ● ● ● 林縁 自生  
147 ﾋﾙｶﾞｵ科 ｺﾋﾙｶﾞｵ Calystegia hederacea ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
148 ﾋﾙｶﾞｵ Calystegia japonica ● 人里(草地･路傍) 自生
149 ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ Ipomoea coccinea ● 人里(草地･路傍) 帰化
150 ｱｻｶﾞｵ Ipomoea nil ● 人里(草地･路傍) 帰化
151 ﾑﾗｻｷ科 ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
152 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ｺﾑﾗｻｷ Callicarpa dichotoma ● ● 樹林地 植栽･逸出
153 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ● 樹林地 自生
154 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ● 林縁 自生
155 ｱﾜｺﾞｹ科 ｱﾜｺﾞｹ Callitriche japonica ● 水辺(湿地) 自生
156 ｼｿ科 ﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium gracile ● 人里(草地･路傍) 自生
157 ｵﾗﾝﾀﾞﾊｯｶ Mentha spicata var. crispa ● 人里(草地･路傍) 帰化
158 ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ Prunella vulgaris ssp. asiatica ● 人里(草地･路傍) 自生
159 ﾅｽ科 ｸｺ Lycium chinense ● ● 林縁 自生
160 ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum ptycanhum ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化

ｲﾇﾎｵｽﾞｷ属の一種 Solanum sp. ● ● - -
161 ﾀﾏｻﾝｺﾞ Solanum pseudo-capsicum ● ● 人里(草地･路傍) 植栽･逸出

ﾅｽ科の一種 Solanaceae sp. ● ● - -

162 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科ﾂﾀﾊﾞｳﾝﾗﾝ Cymbaraia muralis ● ● ● 石垣･林縁 帰化
163 ｱｾﾞﾅ Lindernia procumbens ● 水辺(湿地) 自生
164 ﾄｷﾜﾊｾﾞ Mazus pumilus ● 人里(草地･路傍) 自生
165 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
166 ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ科ｷﾘ Paulownia tomentosa ● 樹林地(植栽地) 植栽･逸出
167 ｵｵﾊﾞｺ科 ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
168 ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes var. glabra ● 樹林地 自生
169 ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ● ● 林縁 自生
170 ﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana ● 林縁 自生
171 ｷｸ科 ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
172 ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var. ligulatus ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
173 ﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var. obtusifolius ● ● ● 水辺(湿地) 帰化
174 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ● ● 水辺(湿地) 帰化
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付表-D 植物確認種目録(3/3) 

no. 科名 種名 学名 妙 善 神 生育環境区分 生育由来
175 ｷｸ科 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens pilosa ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
176 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
177 ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta alba ● ● 水辺(湿地) 帰化
178 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis var. canadensis ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
179 ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadephicus var. philadephicus ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
180 ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ Galinsoga quadriradiata ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
181 ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium spicatum ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
182 ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ● 人里(草地･路傍) 自生
183 ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ Kalimeris pseudoyomena ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
184 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ Senecio vulgaris ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
185 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
186 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ● 人里(草地･路傍) 帰化
187 ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
188 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
189 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
190 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ● ● 人里(草地･路傍) 自生
191 ｵﾓﾀﾞｶ科 ｵﾓﾀﾞｶ科の一種 Alismataceae sp. ● - -
192 ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ Egeria densa ● ● 水辺(湛水) 帰化
193 ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｴﾋﾞﾓ Potamogeton crispus ● 水辺(湛水) 自生
194 ｱｲﾉｺｲﾄﾓ Potamogeton orientalis ● ● 水辺(湛水) 自生
195 ﾕﾘ科 ﾉﾋﾞﾙ Allium grayi ● ● 人里(草地･路傍) 自生
196 ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope minor ● 人里(草地･路傍) 自生
197 ﾊﾀｹﾆﾗ Nothoscordum gracile ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
198 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon japonicus ● 樹林地 自生
199 ﾔﾏﾉｲﾓ科 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ● 林縁 自生
200 ﾐｽﾞｱｵｲ科 ﾎﾃｲｱｵｲ Eichhornia crassipes ● 水辺(湛水) 帰化
201 ｱﾔﾒ科 ｼｬｶﾞ Iris japonica ● 樹林地 植栽･逸出
202 ｶｷﾂﾊﾞﾀ Iris laevigata ● 水辺(湿地) 植栽･逸出
203 ｷｼｮｳﾌﾞ Iris pseudacorus ● ● 水辺(湿地) 植栽･逸出
204 ｲｸﾞｻ科 ｲ Juncus effusus var. decipiens ● 水辺(湿地) 自生
205 ｸｻｲ Juncus tenuis ● 人里(草地･路傍) 自生
206 ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ Commelina communis ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
207 ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ Pollia japonica ● 林縁 自生
208 ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ Tradescantia flumiensis ● ● 人里(草地･路傍) 植栽･逸出
209 ｲﾈ科 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense var. transiens ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
210 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ● 人里(草地･路傍) 帰化
211 ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ● 人里(草地･路傍) 自生
212 ｲﾇﾑｷﾞ Bromus catharticus ● 人里(草地･路傍) 帰化
213 ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ Coix lacryma-jobi ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
214 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
215 ｺﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria radicosa ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
216 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ● 人里(草地･路傍) 自生
217 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ● ● ● 水辺(湿地) 自生
218 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
219 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ● 人里(草地･路傍) 自生
220 ﾆﾜﾎｺﾘ Eragrostis multicaulis ● 人里(草地･路傍) 自生
221 ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis poaeoides ● 人里(草地･路傍) 帰化
222 ｻﾔﾇｶｸﾞｻ Leersia sayanuka ● 水辺(湿地) 自生
223 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
224 ﾎｿﾑｷﾞ Lolium perenne ● 人里(草地･路傍) 帰化
225 ﾋﾒｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum ● 樹林地 自生
226 ｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum var. polystachyum ● 人里(草地･路傍) 自生
227 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius ● ● 林縁 自生
228 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
229 ｷﾋﾞ Panicum miliaceum ● 人里(草地･路傍) 植栽･逸出
230 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
231 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii ● ● 人里(草地･路傍) 自生
232 ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides f. purpurascens ● 人里(草地･路傍) 自生
233 ｸｻﾖｼ Phalaris arundinacea ● ● 水辺(湿地) 自生
234 ﾖｼ Phragmites australis ● ● 水辺(湛水) 自生
235 ﾓｳｿｳﾁｸ Phyllostachys pubescens ● 林縁 植栽･逸出
236 ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ Pleioblastus chino ● 林縁 自生
237 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
238 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ● ● 人里(草地･路傍) 自生
239 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ● ● ● 人里(草地･路傍) 自生
240 ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ Setaria viridis f. misera ● 人里(草地･路傍) 自生
241 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ Sorghum halepense ● ● ● 人里(草地･路傍) 帰化
242 ﾑﾗｻｷﾈｽﾞﾐﾉｵ Sporobolus fertilis var. purpureo-suffusus ● 人里(草地･路傍) 自生
243 ﾏｺﾓ Zizania latifolia ● ● 水辺(湛水) 自生
244 ｼﾊﾞ Zoysia japonica ● ● 人里(草地･路傍) 自生
245 ｺｳﾗｲｼﾊﾞ Zoysia tenuifolia ● ● ● 人里(草地･路傍) 植栽･逸出   
246 ﾔｼ科 ｼｭﾛ Trachycarpus fortunei ● 樹林地 植栽･逸出
247 ｻﾄｲﾓ科 ｾｷｼｮｳ Acorus calamus ● 水辺(湿地) 植栽･逸出
248 ｳｷｸｻ科 ｱｵｳｷｸｻ Lemna aoukikusa ● 水辺(湿地) 自生
249 ﾐｸﾘ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ Sparganium japonicum ● 水辺(湛水) 自生

ﾐｸﾘ属の一種 Sparganium sp. ● ● - -
250 ｶﾞﾏ科 ｶﾞﾏ属の一種 Typha sp. ● ● ● - -
251 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ﾏｽｸｻ Carex gibba ● ● 人里(草地･路傍) 自生
252 ﾅｷﾘｽｹﾞ Carex lenta ● 林縁 自生
253 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius var. leiolepis ● 人里(草地･路傍) 自生
254 ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus eragrostis ● ● ● 水辺(湿地) 帰化
255 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ● 人里(草地･路傍) 自生
256 ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ Cyperus sanguinolentus ● 水辺(湿地) 自生

ｽｹﾞ属の一種 Cyperus spp. ● ● - -
257 ﾏﾂﾊﾞｲ Eleocharis acicularis var. longiseta ● ● 水辺(湿地) 自生
258 ﾌﾄｲ Scirpus tabernaemontani ● 水辺(湛水) 自生
259 ｻﾝｶｸｲ Scirpus triqueter ● ● 水辺(湛水) 自生
計 97科 259種 138種 235種 85種
※　表中の妙；妙正寺川，善；善福寺川，神；神田川を表す。
※　種の同定に至っていない種に関しては，同科または同属に含まれる種が他に無い場合のみ種数に数えた。
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